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「アシュリーよ、喜べ。お前の結けつ婚こんが一年後に決まったぞ」

「え……！　それじゃあついに私、クライヴさまのお嫁よめさんに……!?」

　伯はく爵しやく令れい嬢じようアシュリー・ウェントワースは、父の書しよ斎さいで喜びの声を上げた。

　大きな瞳ひとみはきらきらと輝かがやき、嬉うれしさのあまり頰ほおが赤く染そまっている。何しろアシュリーは、この知らせを長らく待ち続けてきたのだ。

「あの方に初めてお会いした日から六年、長きにわたる花はな嫁よめ修しゆ業ぎようが実を結ぶのね!!　やったー!!　ばんざーい!!　やったーっ!!」

　くるくると回ってはしゃいだあと、アシュリーは父の両手を握にぎり締しめた。

「ありがとう、お父さま……！　アシュリーは、アシュリーは……！　恋したお方と幸せになりますっ！」

　嬉しくて、ほとんど叫さけんでいた。だって、ついにこのときが来たのだから。

　ところが……。

「……待て。違ちがう」

「ん？　何が違うの、お父さま？」

　苦い顔をした父は、やれやれと溜ため息いきをついたあとアシュリーに言った。

「お前の婚約者は、騎士クライヴ・ハルフォードではない」

「……」

　耳を疑うたがうような言葉に、思考が停止する。

「……えっ？」

　──結婚相手が、あの人ではない？

「は、はは……」

　無理やり搾しぼり出だしたアシュリーの声は、自分でも分かるほど裏うら返がえっていた。

「お、お、おおお、お父さまったらやだもう、しっかりしてくださいよー！　まだそんなお歳としじゃないのにすっかり耄もう碌ろくしちゃって、天国のお母さまも心配します！」

「しっかりするべきなのはお前だろう。結婚相手はお前もよく知るロード伯はくのご嫡ちやく男なんだ。敵国との和平も実現しようかというこのご時世、ロード家に嫁とつげば、お前は一生幸せに暮らせる」

「そんなことない！」

　アシュリーは慌あわててかぶりを振ふった。望んでいるのはお金でも、地位でもない。

「私の幸せは、クライヴさまと一いつ緒しよにいることだもん！　結婚相手がどんなに身分のある人だとしても、クライヴさまじゃなければ幸せにはなれないの！」

「お前ももう十六歳だ。子こ供どものころ一度会ったきりの男に、英えい雄ゆう像ぞうを重ねて憧あこがれるのはそろそろやめなさい」

「い、や、で、す!!」

「アシュリー！」

　父がどんっと書斎机を叩たたく。

「いい加減にするんだ。伯爵令嬢という立場をわきまえろ」

　その言葉は、アシュリーの胸に深く突つき刺ささった。

　ぐうの音も出ない。

　父の言う通り、アシュリーは伯爵家の娘むすめだ。身分相応の家に嫁ぎ、夫を支え、一族の繁はん栄えいに力を注ぐことが役目だと分かっている。

　けれど。

「お……お父さまの馬ば鹿かーっ、分からず屋!!　最近髪かみが薄うすくなってること、もう黙だまっててあげないんだからーっ!!」

「何!?　どこが!?　執しつ事じめ、くれぐれも気を使わず言えとあれほど……って違う！　こらアシュリー、待ちなさい!!」

　渾こん身しんの捨すて台詞ぜりふを吐はき、アシュリーは父の書斎を飛び出した。
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　──このアルトデリア国が誇ほこる最強の騎士、クライヴ・ハルフォード。

　六年前に出会ったアシュリーの初恋の相手は、敵国から国境を守り抜いたことで英雄と呼よばれるようになった、十九歳の若き騎士である。

　孤こ児じでありながら、史上初めて王立騎士団近衛このえ隊たいへの所属を許された、剣けんの達人だ。

　一度しか会ったことのない人でも、アシュリーは彼のことがずっと好きだった。アシュリーの部屋には、彼に関する噂うわさを書き留めた紙が山のように積まれている。

　けれど、別の人との結婚が決まってしまうだなんて。

「こんなに好きなのに……！」

　アシュリーは屋や敷しきの廊ろう下かを駆かけ抜ぬけて、ある部屋の扉とびらを開け放した。飛び込んだ先は、どんよりとした室内だ。

「助けてアッシュ!!　……うっ！」

　カーテンの閉め切られたその部屋は、昼間だというのに薄うす暗ぐらい。慣れているはずのアシュリーも怯ひるむ、陰いん鬱うつな空間だ。

「悲しい気持ちに拍はく車しやをかける、空気の淀よどんだ部屋……!!」

「……なに、アシュリー……」

　部屋の奥おくで、もそりとシーツの塊かたまりが動いた。

　ベッドの中から顔を覗のぞかせたのは、アシュリーとそっくり同じ顔の少年だ。髪を短く切きり揃そろえているほかは、アシュリーと瓜うりふたつな双ふた子ごの兄、アッシュである。

　アシュリーは、兄のベッドに取りすがった。

「聞いてアッシュ！　このままじゃ私、クライヴさま以外の人と結婚させられちゃう！　私たちは赤い糸で結ばれているはずなのに……!!」

「えー……」

　アッシュはシーツの中に再び身を埋うずめると、気だるそうに言う。

「嫁入り先が決まってよかったじゃないか。結婚おめでとー……」

「おめでたくない！　というかアッシュ、面めん倒どうだからって適当に流そうとしないで！」

　再びベッドに潜もぐった兄を引っ張り出し、アシュリーは盛せい大だいに泣きついた。

「力を貸して欲しいの！　アッシュなら、あのお父さまも説得できるかもしれない！」

「僕はいま、現実逃とう避ひで忙いそがしいんだ……。大体、赤い糸ってなに」

　気だるげな兄の目が、アシュリーをちろりと見み遣やる。

「ハルフォードの方は、アシュリーと結婚したいなんて思ってないよ……」

「うっ」

「存在も覚えてないんじゃない？　というかお前、父上さえ許せば当然ハルフォードと結婚できるって思ってるところが怖こわい」

「ううううう………………」

　その指し摘てきにより、アシュリーはベッドに突つっ伏ぷした。

　正しいことだらけなアッシュの言葉に、心がえぐられる。それでも諦あきらめられなかった。

「六年前、クライヴさまに助けてもらってから、ずっとあの方のお嫁さんになることだけが夢だったのに……!!」

「そのせいで、素すっ頓とん狂きような花嫁修業に散々付き合わされたな……」

「もうやだ!!　今世に期待できないのなら、せめて来世ではクライヴさまに寄より添そいたい……っ!!　神さま教えて、どうしたらクライヴさまの着ているシャツに生まれ変われるの……!?」

「シャツ……？　なんでシャツ……？」

　悲しみに暮れるアシュリーを、アッシュはベッドに頰ほお杖づえをついたまま眺ながめた。そんな兄の突つっ込こみも、アシュリーにはあまり聞こえない。

「多くは望まないの……。もうお嫁さんなんて贅ぜい沢たくは言わない、傍そばにいられるだけで！」

　アシュリーの言葉に、兄は何かを思いついたように目をすがめる。

「……本当に、傍にいられるだけでいいの？」

「いい！」

「たとえばそれが一年だけでも？」

「一月でも一週間でも一日でも！」

「大変なことがあっても頑がん張ばれる？」

「なんでもする!!」

「ふーん……。……あのさぁ、実は僕も困ってるんだよね」

　いきなり話題を変えられ、アシュリーは不思議に思って顔を上げた。

「困ってるって、何に……？」

「父上が、『社会勉強のために一年ほど騎士団に行け』って僕に言うんだ」

「えええっ!?　引きこもりのアッシュが騎士団!?」

　この国には、貴き族ぞくの嫡ちやく子し向けの教育として、一年間騎士団に入って訓練をするという制度がある。

　騎士として王に仕え、市民のために働いて、ゆくゆく爵しやく位いを継つぐときのために学ぶというものだ。しかし、普ふ段だんから「日の光を浴びたら体が溶とける」と言い切る兄には絶対に無理だろう。

「恋れん愛あい脳のうと引きこもり。父上は、僕ら兄きよう妹だいをまとめて厄やつ介かい払ばらいするつもりだ。でもね、それに抗あらがう方法をいま思いついた。──アシュリー、僕の代わりに行ってきてよ」

「行くってどこに？」

「騎士団」

　アッシュの言葉にぎょっとして、目を見開く。

「でええっ……!?　なにその発想!?　できるわけないよ！　そもそも私女の子だし！」

「シャツに生まれ変わるよりは、簡単だと思うけど……。それに性別のことは、変へん装そうすればごまかせると思う。僕たち、元々そっくりだから」

「私がアッシュのふりをするの!?」

「じゃなきゃ、女は騎士団に入れない」

「無理無理！　いくらアッシュのためでも、絶対バレるもん！」

「アシュリーは、『クライヴさま』に会いたくないの？」

　ぴたり。

　思わず、体の動きが止まった。

「……え……？」

「だって、ハルフォードは近衛騎士なんでしょ、王立騎士団の。僕の代わりに騎士になれば、結婚までの一年間はそいつの傍にいられるよ」

「く、クライヴさまのそばに……？」

「敵国との関係がよくなってから、もう数年になる。前は国境の防衛をしていたハルフォードも、ここ二年ほどは王おう城じようにいるって。これ、お前から聞かされた話なんだけど？」

「……！」

　あまりの提案に、アシュリーの手が震ふるえ出す。

　結婚以外の手しゆ段だんで、クライヴの傍に近づける方法があっただなんて。

「男装すれば、クライヴさまの吐いた息が吸すえる距きよ離りまで……接近できるかもしれない……？」

「そうだよ」

「クライヴさまが踏ふんだ床ゆかに、頰ずりするくらいのチャンスはある……!?」

「それどころじゃない。場合によっては、靴くつにキスができるかも」

「キス!!」

　想像しただけで、心しん臓ぞうがばくばくする。興こう奮ふんでおかしくなってしまいそうだ。

「着替えとお風ふ呂ろに気をつければ、一年ぐらいごまかせると思う。執しつ拗ように付け回すとか、変態行動を取るのは追い出されない範はん囲いでね。どう？　この案、吞のむ？」

「……っ」

　アシュリーは、ぎゅっと拳こぶしを握り締めた。

「やる！　男装して、クライヴさまの使ったお風呂のお湯を飲んでくる！」

「……うん。そこまでするのはちょっとアウトかな……」

　こうしてアシュリーは、兄の代わりに一年間、騎士団へ潜り込むことになったのだ。
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　春まっさかりのアルトデリア国王都メイフィールドは、大陸の南側に位置する、暖かな気候の大都市だ。

　整備された街まち並なみに、所ところ狭せましと建てられた石造りの建物。

　大勢の人が行き来する通りは、店みせ構がまえも格段に大きい。三階建て建物が多く連なる中、たいていは一階が店屋になっていた。

　道行く人々は忙しそうで、けれども明るい表情だ。きらきらした目の子供たちが、はしゃいだ声を上げながら駆かけてゆく。

　ここが、クライヴのいる街なのだ。

（クライヴさまの視し界かいにいつも入っている街並み。クライヴさまが踏んだかもしれない道！　そして……）

　遠くに見えるあの美しい城しろこそが、クライヴのいるリングヒル城だ。

（クライヴさまの吐いた息を吸うためにも、絶対に男装がバレないようにしないと!!）

　アシュリーは胸に手を当てて、すーはーと深しん呼こ吸きゆうをする。

　この空気さえも、クライヴに触ふれた可能性があるのだ。そう思うといてもたってもいられず、荷物を小分けにしていた革の袋ふくろを空からにして空気を入れる。袋の口に顔を突っ込むと、めいっぱい嗅かいだ。

　これだけでも幸せ過ぎる。だが、同時に不安もあり、袋をかぶったまま考えた。

（本当にこの格好で大だい丈じよう夫ぶかな……女が男のふりするって、そう簡かん単たんなことじゃないはずだけど……）

　アシュリーの身を包むのは、兄から借りた普段使いのコートだ。

　男物の上着とシャツを身に着け、その下に布をぐるぐると巻まくことで、控ひかえめな胸をごまかしている。

　男にしては小柄な兄だと思っていたけれど、こうしてみるとアシュリーには少し丈たけが余った。それを補おぎなうためには胸を張り、足を肩かた幅はばに開いて、男らしく立つように気をつけなくてはならない。

　アシュリーは袋から顔を出すと、ばっさりと切った髪に触れた。軽かろやかで柔やわらかい珊さん瑚ご色いろの髪は、短くなったせいでふわふわと跳はねている。

（アッシュの方は、大丈夫そうだけど）

　父の目をごまかすため、アシュリーの身代わりは兄が務つとめているのだ。ドレスを着た兄の姿を思い出し、アシュリーは遠い目をする。

（私のふりをしたアッシュ、すっごく女の子らしかったな……）

　女としての兄の立ち振ふる舞まいは、アシュリーよりもずっと完かん璧ぺきな淑しゆく女じよに見えた。しずしずと淑しとやかに歩き、笑うときはそっと微笑ほほえんで、あまり喋しやべらず物静かで。

　動くのが面倒くさいだけだろうけど、父はすっかり感動し、「ようやく令嬢としての自覚が出てきたか!!」と泣いて喜んでいたくらいだ。

（でも、私が女性らしくないのは、騎士としてやっていくのに好都合かも!?）

　立ち直りの早いアシュリーは、すぐに気持ちを切きり替かえ、勢いよく顔を上げた。

（ともかく男装がバレないようにして、クライヴさまに少しでも近づく！　見つめる！　嗅ぐ!!　まあ、いつお会いできるかは分からないけど……）

　アルトデリア国の王立騎士団は、団長と副団長の下に、十の小隊を抱かかえた編成だ。

　通常、騎士たちはその小隊に所属して任務をこなす。しかし、その中でも特とつ権けん階級の例外が、王族の近衛騎士だ。

　クライヴはまさに、その近衛騎士である。所属部隊として籍があるのは第一部隊だそうだが、部隊としての任務にはほとんど参加せず、王子のために動いているはずだ。

　そのため、たとえ第一部隊の所属となれても、クライヴとの接点はほとんどない。

（でも、兵舎っていうひとつ屋根の下には変わりないんだもん。それならチャンスはきっとある、ううん引き寄せてみせる!!）

　アシュリーは固く決意した。

（……集合時間まであと二時間。このままここで緊きん張ちようしていてもしょうがないから、何かご挨あい拶さつの品を買ってこよう！　初めてお会いする方々には、手て土産みやげを欠かさないこと──花嫁修業で習ったし！）

　そう決めたアシュリーは、意い気き揚よう々ようと大通りを歩き始めた。

　道いっぱいに並ぶ店は、通りに簡単な屋台を出しているところも多い。店の人たちは、通行人を相手に明るく呼よび込こみをしている。

「いらっしゃい！　サンドレア島から今朝届いたばかりの果物はどうだい！」

「マフィン、マドレーヌ、焼き立てだよ。見ていっとくれ！」

（わぁ！　珍めずらしい果物がいっぱい！　それに焼やき菓が子しのいい匂においもする……！）

　魅み惑わく的てきな品々に胸を躍おどらせ、きょろきょろとしているアシュリーの目に、大きな荷物を抱えた老人の姿が映うつった。

　小こ柄がらな老人は、数歩歩いては荷物を置き、ふうふうと苦しそうに息をついている。そして、助けを求めるように辺りを見回した。

「おじいさん、大丈夫ですか!?」

　アシュリーは急いで老人に駆かけ寄よる。

「あの、よかったら手伝います！　どちらまで行かれるんですか？」

　老人はほっと安あん堵どしたように息をついて、頭を下げた。

「その裏路地の先までなんだが、どうにも体が辛つらくて……だが、迷めい惑わくじゃないのかい」

「いえ、幸運を摑つかむには善ぜん行こうから！　これもすべて愛する人に接近するためなので!!」

「……？　そ、そうかね……？」

　令嬢といえど、これまでに数々の花嫁修業をこなしてきたアシュリーだ。家事だって全力でやれば、腕わん力りよくはそれなりに鍛きたえられる。

　荷物は大きいけれど、なんとか持ち上げられそうな重さだった。

「すまないね。その先にあるうちの店まで運んでくれないか」

「わあ、お店ですか？　実は私……じゃなかった僕、訪問先への手土産を探してるんです」

「おや、それならうちの店に来るといい。感謝のしるしに何かおまけをしてあげよう」

　にこやかに言われ、アシュリーは嬉しくなった。

　王都に着くなり幸さい先さきがいい。これなら、案外早くクライヴに会えるかもしれない。そう思いながら、老人に案内されて路地に入る。

　大通りからほんの少しそれただけなのに、裏路地はしんと静まり返っていた。

　人の通りはまるでない。こんなところに店など構えたら、すぐに潰つぶれてしまいそうだ。「……？」

「どうしたのかね。ほら、先に進んでおくれ」

　不思議に思うアシュリーを急せかすように、後ろの老人が先を促うながす。アシュリーは木箱を抱えたまま、しばらく細い道を進んでいたのだが、少し歩いたところで首をかしげた。

「あの、おじいさん。ここってなんだか、静か過ぎるというか……」

　振ふり返かえり、そこでハッとした。

　いつのまにか、見知らぬ数人の男に囲まれている。その中心には、先ほどまで人の好よさを滲にじませていた老人が、にやにやと企たくらむような目つきでアシュリーを見ていた。

「こんなのに騙だまされるなんざ、不用心だなあ」

　老人が言うと、周りの男たちも値ね踏ぶみするようにアシュリーを眺める。

「おいおい、ずいぶんひょろっこいじゃねえか。戦争で男手のなくなった村が欲ほしがってるってのに、これで大丈夫かあ？」

「綺き麗れいな顔立ちをしてるし、そこそこの値ね段だんはつくだろう。ま、ちょっと馬鹿っぽいが」

「着てる服も上等だ。こっちはこっちで金になりそうだぜ」

　口々に言い合ったあと、男のひとりがアシュリーに近づいてくる。

「ここには助けなんか来ねえぜ？　大人しくしてりゃあ怪け我がはさせねえ。悪く思うなよ、兄ちゃん」

「……兄ちゃん!?」

　その言葉に、アシュリーは思わず食いついた。

「兄ちゃんって、わた……僕のことですか？　本当ですか、ちゃんと『兄ちゃん』に見えてますか!?」

「なんだって？」

　男たちは一いつ瞬しゆん面食らった顔をする。だが、アシュリーにとっては死活問題なのだ。

「はーよかったあ……！　ひとまず、お城で門もん前ぜん払ばらいされることはなさそう……！」

「お、おい兄ちゃん……いまの状じよう況きよう分かってんのか？」

　たじろぐようにそう言われ、もう一度辺りを見回してみた。

　人通りのない裏路地。

　豹ひよう変へんした老人。辺りを取とり巻まく男たち。よく見れば彼らの傍には、人ひとり入っても問題のなさそうな木箱が置かれている。

　まさか、これは……。

「分かったら、大人しく来やがれ!!」

「ぎゃあ───！　人さらい!?」

　アシュリーは脇わきをすり抜ぬけて、すぐさま逃げ出した。だが、男たちも当然見み逃のがしてはくれない。

「逃がすな、追え!!」

（剣抜いてる!!　ど、どどどどどうしよう!?）

　全力疾しつ走そうしながら青ざめる。敵国との休戦から三年が経たち、混こん乱らんも落ち着いてきたはずだが、それに乗じた犯罪はまだ減っていないという話は本当だったのだ。

（攫さらわれたらクライヴさまに会えなくなる!!　しかも、服も売れそうって……!!）

　脱ぬがされたりしたら大変だ。なにせ、胸を布で隠しているのだから。

（そんなことになったら、逃げ切って騎士の人に助けてもらえても男装がバレちゃう!!　クライヴさまとのめくるめく日々も水の泡あわに!?　やだ、死んでも死に切れない!!）

　恐きよう怖ふ心しんから必死に走る。令嬢にしては体力に自信のあるアシュリーだったが、土と地ち勘かんがないせいで、やがて袋ふくろ小こう路じへと追おい詰つめられてしまった。

「残念だったな兄ちゃん、そっちは行き止まりだ！　とっとと観念して……うおっ!?」

「せいっ!!」

『ごっ』と響ひびいた鈍にぶい音。

　アシュリーが拾って投げた石は、見事男の額に直ちよく撃げきした。

（わああああやった！　花嫁修業の投石術が役に立った！）

　遭そう難なんしても夫に料理を作ってあげられるよう、狩かりに使うための技術を身につけておいて本当によかった。

（これぞ愛の力……！　ありがとうございます、クライヴさま!!）

「このガキ!!」

「隙すきあり!!」

　アシュリーはすかさず石を投げる。今度は鼻に当たり、人さらいがうずくまった。

（ひとまずここは切きり抜ぬけて、人通りのあるところまで逃げないと……！）

　しかし、一瞬の隙をついて、男のひとりが飛び込んできた。

「ほら、大人しくしやがれ!!」

「ぎゃあ!!　ふぬぬ、放し、て……!!」

　押さえつけられたアシュリーは、渾身の力でじたばたともがく。

「私を抱き締めていいのは……クライヴさま、だけなん、だからああああああああっっ!!」

「うわっ!?　くそ、なんて力だ!!」

　身を捩よじり、手を振って、浮ういた足で宙ちゆうを蹴けった。すると、アシュリーを押さえる男が慌てたように言う。

「おい兄ちゃん、大人しく……いってぇ!!　くそ、誰か手伝え！」

「駄だ目めだ、暴れっぷりがすごくて近づけねえ！　首絞しめて失神させちまえ!!」

　その言葉と共に、アシュリーの首に腕が回される。懸けん命めいに逃のがれようとするが、どんどん息が苦しくなってきた。

（だめ……！　クライヴさまに会わずに、死ねな、い……!!）

　まだ、匂いも嗅いでない。視界に入れてもいないし、それから、それから……。

（クライヴさま……）

　手首をロープで縛しばられ、もはや抵てい抗こうもできない。そのままアシュリーの気が遠くなりかけた、そのときだった。

「ぐっ……!?」

　男の濁にごった呻うめき声ごえと共に、首を圧あつ迫ぱくしていた力が弱まる。

「げほっ、ごほっ!!」

　アシュリーは地面にくずおれて、そのまま盛大に咳せき込こんだ。後ろ手に縛られているために自由がきかず、なかなか呼こ吸きゆうが整わない。

　そのあいだにも、周囲で誰かが騒さわぐような声が聞こえる。けれど、呼吸をするだけで精いっぱいなアシュリーはそれどころではない。

「っ、はあ……」

　ようやく落ち着いて、なんとか顔を上げた。だが。

「!?」

　アシュリーの目に飛び込んできたのは、辺りに倒たおれた人さらいたちの姿だった。

「え!?　し、し、しししししし死んでる!?」

「──殺してねえよ」

　聞こえてきた低い声に、アシュリーはがばっと振り返る。

　そこにいたのは、黒くろ髪かみの騎士だ。

　赤と黒に彩いろどられた制服を纏まとうその騎士は、地面に片かた膝ひざをつき、倒れている人さらいのフードを乱らん暴ぼうに剝はぎ取とった。騎士の右手に握られているのは、抜き身の剣だ。

　薄暗い路地の陰かげとなり、アシュリーからは顔がよく見えない。しかし、横顔から窺うかがえる切れ長の双そう眸ぼうが、ひどく不ふ機き嫌げんそうなのは分かる。

「た……助けて下さったんですか……!?」

　そうだとしたら、なんと鮮あざやかな剣けん技ぎだろう。

　ものの数分で、荒あら事ごとに慣れた人さらいたちを全ぜん滅めつさせてしまったのだ。驚おどろいて尋たずねたアシュリーに対し、騎士は目を伏ふせて、静かに溜め息をつく。

「ちっ……」

　舌打ちのあとに、その騎士は口を開いた。




「…………間違えた……」

「────……えっ!?」




　零こぼされたのは、心底どうでもよさそうな声こわ音ねだ。

「間違えたって、あの……えっ、ええ!?」

「人の仕事中に、別件の犯罪者が紛まぎらわしく出てきやがって」

「わた……僕を助けて下さったのでは!?」

「……」

　じろり、と。

　鋭するどい目がこちらに向けられる。

　他人を寄せつけようとはしない、それどころか拒きよ絶ぜつするような強い視し線せんだ。人によってはそれを恐おそれ、委い縮しゆくしてしまうだろう。

　けれど。

「……怪我は」

（──え？）

　その瞬しゆん間かん、アシュリーの脳のう裏りに、遠い日の面おも影かげが浮かび上がる。

　こちらに伸のばされた手。淡たん々たんとした配はい慮りよ。整い過ぎていると感じるほど精せい悍かんな顔立ちと、刃やいばのような鋭さを帯びた目。

　改めて見つめた男の顔に、アシュリーは言葉を失った。

（まさか……）

　心臓が早はや鐘がねを刻きざみ始める。と同時に、どうしようもない恋しさできゅんと胸が軋きしみ、泣きそうになった。

「クライヴ、さま……？」

　間違いない。




　──クライヴ・ハルフォード。




　アシュリーが六年思い続けてきた男が、今、目の前に立っている。

「おい。聞いているのか」

「あ……あ……」

「……？」

　思考が上う手まく回らない。

（私に、話しかけて下さってる……？）

　冷たくも美しい『彼』の声。

　アシュリーを見下ろす高潔な目つき。

　不機嫌そうな眉み間けんの皺しわと、少し突つき放はなしたような話し方。

　それを向けられているのが自分だなんて、信じられなかった。

（クライヴさまが目の前にいて、クライヴさまの視界に私が入って……って、しかも私、認にん識しきされてる……!?）

　これが現実。

　現実とはいったい。いや、現実でなくてもいい。夢でも幻まぼろしでも構わない。そう思うのに、受け止めきれずに震えてしまう。

　目をすがめた騎士は、アシュリーが後ろ手に縛られていることに気づいたらしく、何度めかの溜め息をつく。

「じっとしてろ」

　そう言って後ろに回った彼が、アシュリーの手に触れた。

　冷たい手だ。……それを感じた、その瞬間。

「っ、ああああっ、ああああああああああああああ!!」

「!?」

　アシュリーの中で、何かが弾はじける。

　クライヴがぱっと身を引いた。けれどアシュリーの手には、冷たい感覚が残っているのだ。とんでもない事実に、ぽろぽろと涙が零れてくる。

「あ……あああ……」

　尊とうとい。あまりにも眩まぶし過ぎる。その気持ちが、思わず溢れ出てしまった。




「私の手に、クライヴさまの指し紋もんをつけてもらえたああああああああああ……っ!!」

「…………っ、は？」




　クライヴがぐっと眉まゆ根ねを寄せた。

　絶ぜつ叫きようが裏路地に反はん響きようする。自分の声が確かに届いたことを嚙かみ締めて、アシュリーは全身の力を振ふり絞しぼった。けれど、縄なわが邪じや魔まだ。

「ふぐ……っ」

　両りよう腕うでにいっぱいの力を込めて、手首の縄を引ひき絞しぼる。

「おい、お前……」

「ぜえ……はあ……っ」

　抜けられない。

　アシュリーはせめてと、絶句しているクライヴに向けて這はってゆく。

「これが、クライヴさまの影……！」

　本人がいるからこそ生まれるものに、感動が湧わき上がる。

「私いま、クライヴさまの影に入ってる!!　この体で！　妄もう想そうじゃなく、ちゃんと現実で!!」

「……!?」

「はああっ、その私を見下ろす冷たい目……!!」

　アシュリーに視線が向けられている。それだけで、天にも昇のぼれそうだ。

「クライヴさま……」

「っ……」

　少しでもお傍へ……。
















　その一心から、縛られて自由のきかない体を必死で動かし、ずるり……ずる……と這ってゆく。

「……おい。俺に近寄るな」

「ぜえ、はあ。……ふんぬっ……!!」

　アシュリーは、ぶるぶると震えるほどに手首の縄を引っ張った。

　縄が食くい込こんで熱く感じる。指先が少し痺しびれてきた。無理して動かす全身は重いが、心に湧くときめきの方が遙はるかに強い。

「み、見た目が格好いいだけじゃない……」

　みち、と、縄が少しずつ切れてくる。

「噂通り、すっごく強いなんて……天は二物を与あたえ……るん……だ……」

　少し裂さけた縄の切れ目が、どんどん広がってゆく。

「格好良過ぎる……。ただ、そこに立ってるだけで……!!　こっちを見下ろしてるだけで、世界を揺ゆるがすほど素す敵てき……!!」

「だから、近寄るなと……」

「このチャンス……っ！　逃す、わけには……!!」

「!!」

　アシュリーはついに縄を引ひき裂さき、クライヴの足元にがしりとしがみついた。

　しっかりとした脚あしの筋きん肉にくの感かん触しよくが、制服の布ぬの越ごしに伝わってくる。恍こう惚こつとクライヴを見上げ、あまりの奇き跡せきに朦もう朧ろうとしながらも言った。

「お願いします……っ！　一度だけでいいのでっ、あなたのシャツを洗せん濯たくしたその水を、僕に飲ませてください……!!」

「…………っ……」

　硬こう直ちよくしていたクライヴの拳が、ぐっと握られる。クライヴにとって、これが見知らぬ男からいきなり詰つめ寄よられた挙げ句の発言になるということは、興奮するアシュリーには思おもい至いたらない。

　そして、次の瞬間。




「ふざけるな、気持ち悪い!!」

「ぎゃ──────！！！！！」




　とてつもない衝しよう撃げきが脳のう天てんに走り、アシュリーの視界はくわんと歪ゆがんだ。

　殴なぐられたのだ。いいや、殴ってもらえた。

「ああ……！　これが、クライヴさまの手が私の頭に触れた感覚……！」

　恋した男の完璧さに眩暈めまいがする。さすがは英雄と呼ばれた騎士の一いち撃げきだ。そんなアシュリーを見下ろして、クライヴが剣の切っ先を向けた。

「お前……ただの一いつ般ぱん市民じゃないな……？」

「はい、僕の正体はあなたへの恋の狩人かりゆうどです!!　ドン引き顔もありがたや、ありがたやあああ……!!」

「来るな変態。これ以上触さわったら次は殺す」

「へ、変態……!?　はああっ、あ、クライヴさまに『変態』として存在を認みとめてもらえた……!!　この上ない、光、栄……！」

　殺すぞなどと言われなくともすでに死にそうだ。アシュリーは胸を押さえつけ、ごろんごろんと地面を転がる。

「これから毎日クライヴさまとひとつ屋根の下なんて……幸せ過ぎて寿じゆ命みようが縮ちぢんじゃう……!!」

「……!?　待て。お前まさか」

「はい!!　これから一年間、見習い騎士として頑張りますので!!」

　アシュリーは荒あらい息をつきながら起き上がり、クライヴの足元に跪ひざまずいた。

「よろしくお願いします、クライヴさま……」

　そして、クライヴの靴にキスをしようとした、のだが。




「だから、触るなって言ってんだろ!!」

「はぶうっ!!」




　綺麗に下から蹴り上げられ、アシュリーの体は吹ふっ飛とんだ。

（ああ……こんなに何度もクライヴさまに触ってもらえるなんて……）

　自分の体が宙を舞まうのを感じながら、アシュリーはそっと目を閉じる。

（なんて……なんて幸せ者なんだろう……!!）

　地面に投げ出されたアシュリーは、遠のく意識の中で、心から満足げな微笑みを浮かべるのだった。
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　王都に到とう着ちやくした翌よく日じつ。憧あこがれの人が住む街で迎える朝は、朝日がとびっきり輝かがやいていた。

　兵舎の前で箒ほうきを握にぎり締しめたアシュリーは、しみじみとその事実を嚙かみ締める。昨日のクライヴを思い出し、ほうっと息を吐はき出だした。

（私……いま、夢にまで見たクライヴさまとの同居生活中なんだ……！）

　無事に仮入団の手続きを済すませ、クライヴと同じ第一部隊に配属された。近この衛え騎き士しであるクライヴとはほとんど接点もないだろうが、同じ所属というだけで心が躍おどる。

（この配属はきっと運命！　それに、クライヴさまの生活する場所を私が掃そう除じできるなんて……お嫁よめさんみたいじゃない？）

　新入りの最初の仕事は、掃除をすること。

　そう命じられたとき、アシュリーは思わず歓かん喜きした。

　いつかクライヴに嫁よめ入いりしたときのためにと、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようで掃除のいろはも教わっている。貴き族ぞくの娘むすめには必要ないと言われても、習得しておいてよかった。クライヴのためだと思えば、早朝の掃はき掃除だって苦にならない。

（それにお風ふ呂ろも。最後に掃除をしながら入れば、ひとりで使っても不自然じゃないし！）

　つくづく良いいことずくめで、兵舎の前を掃くのにも熱がこもった。しかも掃除の最中に、アシュリーはものすごいことに気がつく。

「このまま掃除を続けていれば、いつかクライヴさまの髪の毛も手に入るのでは!?」

「…………」

「はっ!!　この気配!!」

　跳はねた前まえ髪がみに電流を感じ、アシュリーはしゅばっと振ふり返かえる。すると、そこには。

「ああああああああっ、クライヴさまああっ!!」

　兵舎から出てきた憧れの人が、心底関わりたくないという顔をして視し線せんを逸そらした。

　制服の上着を脱ぬぎ、シャツを第二ボタンまで開けているクライヴだが、漂ただよう色いろ香かがとんでもない。アシュリーは鎖さ骨こつを直ちよく視ししてしまい、いきなりの光景に悲鳴を上げる。

「ぎゃああああああ!!　自重してくださあああああい!!」

　両目を覆おおい、地面にしゃがみ込んでかぶりを振ふった。

「駄だ目めです駄目です死んじゃいます！　朝一番にそんな刺し激げき的てきな色気を振りまくなんて、人が死にますよ!?　どうするんですか!?」

「……」

「はっ!!　ご挨あい拶さつが遅おくれました、おはようございますクライヴさま!!」

　アシュリーはすぐさま立ち上がると、すたすた歩くクライヴの後を追って話しかける。

「朝がお早いんですね!!　はああ────っ、まさかいきなりお姿すがたを拝はい見けん出来るとは……!!　朝日よりもクライヴさまが眩まぶしくて、僕はもう目が溶とけそうです……っ」

「…………」

「これからお仕事ですか？　朝ご飯ですか？　ご飯……そうだ、クライヴさまもご飯を食べるんですよね!?　そっか……！　うわああ、なんか感動しちゃいます……！」

「……………………」

「生きてる……クライヴさまが生きてる……!!　だから世界は今日もこんなに明るいんだ!!　あああ、生まれてきて下さってありがとうございますクライヴさま……!!」

「……おい」

　立ち止まったクライヴが、アシュリーをぎろりと睨にらみつける。

「俺に纏まとわりつくな」

　目つきは鋭するどく、瞳ひとみに宿った光は暗い。場の空気が張り詰めるほどの、強い視線だ。

　そして、低い声で警けい告こくが紡つむがれる。

「──あまり邪じや魔まくさいと、斬きり殺ころすぞ」

「……！」

　アシュリーの肩がびくりと跳ねた。

「……う……」

　地を這はうような低音は、恐きよう怖ふに身が竦すくんでしまうほどの威い圧あつ感かんを帯びている。

　けれど、アシュリーの背に走ったのは、恐怖ではなく歓喜だ。

「うあああああああああああああ、喋しやべったあああああああああ!!」

「……っ!?」

　両手を握にぎり締め、空に掲かかげた。

「クライヴさまが!!　その声で、僕の鼓こ膜まくを震ふるわせて下さったあああああああ!!　ありがたや、ありがたや……!!」

「喜ぶな!!　なんなんだよ気持ち悪い、大体俺の髪の毛を何に使う気だ!!」

「ひっ……!!　その上、僕の独り言を聞いてもらえてるなんて……!!」

　アシュリーが歓喜の声を上げるごとに、クライヴがどんどん引いてゆく。その表情がたまらなくて、アシュリーは胸がどきどきしたのだが……。

「そもそもが、なんでこんな早朝から掃除してんだ……！」

「え!?」

　指し摘てきされたことに、今度は別の意味で動どう悸きが激はげしくなった。

　アシュリーが早く起きた理由。それは、物置に隠かくれて制服に着替えるのを、他の誰にも見つからないようにするためだ。

　騎士団の兵舎は、二に段だん重がさねの寝しん台だいがふたつある、一部屋四人の集団部屋だった。

　アシュリーに割わり当あてられたのも、他の先せん輩ぱいたちが寝ね泊とまりする一室だ。それぞれの寝台にはカーテンによる簡かん易い的てきな仕切りしかない。男同士という遠えん慮りよのなさもあり、みんなが起きている時間に着替えるのは不可能である。

「や、ややややだなあ……べ、別に、このくらい早起きするのは普ふ通つうですよぉ」

「……」

「そ、それに、掃除は真ま面じ目めにやってますし！　そりゃ、クライヴさまの髪の毛は欲ほしいですけど……！」

「どうでもいいが、これ以上俺に付つき纏まとうな」

　クライヴはそう言うと、執しつ務む塔とうの方に歩き出す。王族が出入りする場所であり、アシュリーのような下したっ端ぱの立ち入りは禁じられている建物だ。

（行っちゃった……でも、朝から会えるなんて本当に幸せ！　昨日と今日だけで、かなり距きよ離りが縮ちぢまったのでは!?）

　あくまで前向きに考えて、うんうんとひとり頷うなずく。そこへ、後ろから笑い声がした。

「ははっ。お前、クライヴ相手に面おも白しろいことやってんなあ」

　知らない声に振り返る。そこに立っていたのは、初めて会う人物だった。

　顎あご髭ひげを無ぶ精しように生はやした男で、年は三十代の後半ぐらいだろうか。騎士の制服を纏っているが、その雰ふん囲い気きはどこか軽い。

「同じ隊の騎士ですら、あいつには近寄りがたいってのに。期待の新人が現れたな」

　へらりとした笑えみを浮うかべた男は、アシュリーに近づいてくる。

「アッシュ・ウェントワースだろ？　俺は一応、第一部隊の隊長をやってる者だ」

「あ！　じゃあ、あなたがヴィクター隊長ですか？」

　つまるところ、アシュリーやクライヴの上官にあたる存在だ。昨日は任務があったそうで、会うことができなかった。

「はじめまして、第一部隊に配属されましたアッシュ・ウェントワースです！　昨日は色々あってろくに手て土産みやげもお持ちできませんでしたが、よろしくお願いします隊長！」

　背せ筋すじを正し、兄の名を名乗る。すると、ヴィクターはひらひらと手を振った。

「そんなかしこまるなって。隊長ったって、そんな大したもんじゃ……ん？」

　ヴィクターは、いきなりアシュリーの顔を覗のぞき込こんでくる。

「んんー……？」

「ど、どうかしましたか……？」

　なんだろう、この視線と沈ちん黙もくは。

　ヴィクターはアシュリーをじろじろと眺ながめ、何か考えているようだ。
















（まさか、女って疑うたがわれてる……!?）

「アッシュ、お前さん……」

「は、はいいっ!?」

　焦あせりで声の上ずったアシュリーに、ヴィクターは真しん剣けんな声でこう言った。

「──薄うすっぺらい体だなあ」

「薄っぺらい!?」

　その言葉は、アシュリーの頭にぐわんと響ひびいた。

（ち、違うもん！　これは布を何重にも巻まいているからだもん！）

　反はん論ろんしたくなるがぐっと堪こらえる。でも、女だとバレたわけではなくて本当に良かった。

　ヴィクターは一いつ切さいの悪気もなく、からからと笑い声を上げる。

「ま、貴族の坊ぼつちゃんじゃそんなもんだ。安心しろ、騎士団の訓練をてきとーにこなしてれば、一年後にはそれなりになるさ」

「本当ですか!?　ぼんきゅっぼんの魅み惑わくの体に!?」

「あん？　ぼんきゅっぼん？」

「あ!!　あの、筋きん肉にくが!!　こう、筋肉がむちむちのメリハリある体になれますか!?」

「まあ、そうだな。なれるなれる」

　適当に返したヴィクターは、特に怪あやしんではいないようだ。アシュリーは胸を撫なで下おろしたあと、彼に尋ねた。

「そうだ、隊長！　僕たち第一部隊が、クライヴさまと一いつ緒しよに行動できることってあるんですか？」

「クライヴさまって、妙みような呼よび方かたするなあお前さん。あいつと親しくなりたいのか？」

「はい!!　それはもうお近づきになりたいです!!」

　アシュリーが元気よく答えると、ヴィクターは顎あごに手をやって首をひねる。

「苦労するぜ？　あいつ、あの通り人ひと嫌ぎらいだからな。言葉もきついし」

「それはむしろご褒ほう美びですから!!　僕、クライヴさまに憧れてここに来た……じゃなくて、クライヴさまのような騎士になりたくてここに来たんです!!」

　そう言うと、ヴィクターは「ほほう」と笑う。

「素人しろうとで貴族のぼんぼんのわりに、お前さんには根こん性じようがありそうだ。案外、クライヴと相あい性しようが良いかもしれんぞ」

「ほ、ほんとうですか……!?」

「もちろんだ。……こいつあ、賭かけのネタには面白そうだな……」

「え？　賭け？」

「おっといけねえ、上がお呼びだ」

　アシュリーの疑ぎ念ねんを遮さえぎるように、ヴィクターがわざとらしく手を打った。

「仕事上、クライヴとの接点は少ないが、それは自分で切り開け。貴族の仮入団は一年続かないことも多いが、お前さんには期待してるぜ？　それじゃあな」

　ヴィクターはアシュリーの肩をぽんと叩たたくと、そのまま去っていった。

「相性が……良い……？」

　取り残されたアシュリーは、ぎゅっと箒を握り締める。

「相性が、良い！」

　なにせ隊長の言葉だ。その言葉を疑うことなく、瞳を輝かせて決意した。

「頑がん張ばろう！　クライヴさまとお近づきになれるように！」
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「クライヴ先輩！　今日も一日お疲れさまです、これどうぞ！」

「……」

　夜も更ふけたころ。

　玄げん関かん口ぐちに立つアシュリーは、仕事を終え、遅い時間に兵舎へと戻ってきたクライヴにタオルを差し出した。

「……お前、ここで何してる……？」

　低い声で尋ねられ、曇くもりない笑え顔がおで答える。

「何って先輩のお出で迎むかえです！　あっ靴くつ、磨みがきますね！　ささ、どうぞこちらに座って」

「触さわるな」

　眉まゆ根ねを寄せられてはっとした。アシュリーはクライヴに跪ひざまずき、気の利きかなさを謝あやまる。

「ひょっとして肩かた揉もみがよかったですか？　すみません！　そっちはお風呂のあとの方が効果も出ると聞きまして！」

「おい」

「それとももしかして、先輩呼びがお気に召めさないですか!?」

　今朝、ヴィクターに妙な呼び方をしていると指摘されてから、『クライヴさま』と呼ぶのはやめることにしたのだ。

　確かに、男が男を呼ぶには少し違い和わ感かんがある敬けい称しようだろう。

　それに、『クライヴさま』なら彼に憧れているだけの令嬢でも呼べる。けれど『クライヴ先輩』という呼び方は、彼の後こう輩はいとなったいましか使えない。

「何のつもりだ？　俺に付き纏うなと言っただろう」

「なので大人しく待ってました！　そのあいだ、色々ご奉ほう仕しを考えてみたんですけど……ご希望があればなんでも言ってみて下さい。頑張りますから！　僕をあなたの奴ど隷れいにして下さいーっ！」

「寄るな、離せ！」

「く、クライヴ先輩のおみ足っ……って、ぎゃ─────!!」

　跪いていたところを蹴けり上げられ、アシュリーはごろごろと転がった。

　扉とびらにぶつかって、ようやく止まる。クライヴはそれきりアシュリーを見向きもせずに、足音荒あらく部屋へと戻って行った。

　逆さまのまま後うしろ姿すがたを見送りつつ、アシュリーはキリッとした顔で決意する。

（もっと……もっと、クライヴさまのことを知らないと！）

　それからのアシュリーは、騎士の訓練をこなしつつ、クライヴの観察に励はげむ日々だった。

　朝は早起きして物置で着替え、掃除を済ませると、クライヴの起きる時間を探るべく扉の前に張り込む。すぐに見つかって、蹴り飛ばされたけれど。

　他にも洗せん面めん所じよではどんな順番で身み支じ度たくするのか、どのタイミングで何を差し出せば喜んでもらえるのか。調べながら書き留めているところを見つかって、メモを奪うばわれ竈かまどに放ほうり込こまれたけれど、すでに頭には入っている。アシュリーはめげず、そんな調子でどんどん調査を続けた。

　訓練中は傍そばにいられないが、休きゆう憩けい時間などに機会はある。時間が空けばすぐさまクライヴの姿を探し、駆かけ寄より、殴なぐられては後をつけ、五日ほどでずいぶん情報が溜たまってきた。

　そして一週間後。事態は、大きな転機を迎える。

「……いったい、どういうことだ……」

　部屋の前に立ったアシュリーを睨みつけ、クライヴは、静かな憤いきどおりを露あらわにした。

　廊ろう下かには、アシュリーの荷物が並べられている。先輩騎士たちが協力し、ここまで運んでくれたものだ。

「退団するなら勝手に帰れ。じゃあな」

「わーっ!!　違います、違うんですクライヴ先輩！」

　扉を閉めようとするクライヴを止め、アシュリーはびっと敬けい礼れいをした。

「不ふ肖しようアッシュ・ウェントワース、今日からクライヴ先輩のお部屋でお世話になります!!　……おっと、よだれが……！」

「はあ？」

　緩ゆるんだ口元を慌あわてて拭ぬぐう。クライヴは、アシュリーの後ろにいる騎士たちを睨みつけた。

「おい。こいつと同室なのはお前らだろう」

「う……」

　居い並ならぶ騎士たちは、クライヴよりも遙はるかに年上の面々だ。けれど、クライヴは不ふ遜そんな態度を崩くずさない。年長とはいえ騎士たちの方も、クライヴには強く出られない様子だった。

「し、仕方ないだろ……俺たちだって、自分の身が可か愛わいいというか……」

「そうだぞ！　理由もなしに追い出すわけじゃない、なんたってなあ……！」

　これまで同室だった騎士は、アシュリーを指差して言う。

「こいつ、壁中にお前の似顔絵を貼はりまくってるんだよ!!」

「……は？」

　クライヴが眉根を寄せた。騎士は気き迫はくにたじろいで、泣きそうな顔で抗こう議ぎを続ける。

「そ、それが妙にそっくりなんだ。俺たち四六時中、きらきらしたお前の絵に囲まれて寝てるんだぞ!?　こいつなんか、毎まい晩ばんお前が夢に出てくるって泣いて……」

「ハルフォードがひとり……ハルフォードがふたり……ハルフォードが三人……」

　目の下に隈くまをつくっている騎士が、うつろな顔で宙ちゆうを見ている。

「そんなもの剝はがせばいいだろう。破って捨てろ、そもそも貼らせるな」

「無理だよ!!　毎晩アッシュが跪いて、祈いのりを捧ささげてる似顔絵だぞ!?　怪しい何かが誕たん生じようする前に、本体が引き取るべきだ!!」

「変態を部屋に入れるほど暇ひまじゃない。他を当たれ」

「あーっ!!　待ってくださいクライヴ先輩!!」

「黙だまれ！　話しかけるな!!」

　再び扉が閉まりそうになる。それを止めたのは、ドアノブを摑つかんだヴィクターだった。

「おいおい、つれねえこと言ってやるなよクライヴ」

「ヴィクター隊長！」

　騎士たちが安あん堵どしたように縋すがりつく。しかし、対たい峙じするクライヴは冷たい目でヴィクターを見上げた。

「生あい憎にく、俺の部屋はひとり部屋だ」

「四人部屋だったのに、お前が勝手にひとりで使ってるんだろ？　寝台もひとつ出しちまって。ま、それでもまだ上下でふたり、その寝台を使えるはずだぞ」

「空き部屋くらい他にあるだろ」

「ないね。一番隊の使える兵舎はもういっぱい、残るはお前の部屋だけだ」

「……だったら俺がこいつらの部屋で寝る」

「それも勘かん弁べんしてくれ!!」

「ハルフォードが十人……ハルフォードが……十一人……ふへ……へ……」

「おやおや。人望がねえなあ、クライヴ・ハルフォードくん」

「……ちっ……」

　クライヴは舌打ちをしたあと、アシュリーをぎろりと睨みつける。

（はっ……クライヴ先輩が、熱いまなざしを私に向けてくれている……!!）

　自分に真っ直ぐ注がれる視線に、アシュリーはどきどきした。いままさにクライヴの視し界かいに自分が入っているのだと思うと、そのまま溶けてなくなれそうだ。

「……いいか、そこの変態……」

　地を這うほどの低い声で、クライヴがゆっくりと言った。

「俺に指一本でも触ったら、すぐさま追い出す」

「え!?　は、はい！　なるべく我が慢まんします！」

「なるべくじゃねえ！」

「いだっ！」

　殴られたつむじの辺りを押さえ、アシュリーはこくこくと頷いた。

「ぜ、絶対にしないとお約束します」

「寝ている俺に近づいても殺す」

「はい……」

「それから俺の私し物ぶつにも触るな」

「か、嗅かぐのは？　触らずにできますけど」

「禁止に決まってんだろうが！」

「ぎゃー！　ちょっとだけなのに！」

　再び鉄てつ槌ついが降ふってきて、がつんと殴られた。頭がじんじんするが、しゃがみ込んでしばらく考えたアシュリーは、はっとして顔を上げる。

「先輩、まさかそれって、その条件を守れば同室を許して下さるってことですか!?」

「許すとは言ってない。妥だ協きようだ。何かあったら、絶対に、即そつ行こう追い出す」

「……!!」

　その言葉に、アシュリーは舞まい上あがった。

（く、クライヴ先輩と同室に!?　今日から同じ空間で寝起きを共に……あああ、これ、確実に先輩の吐いた息が吸えてしまう!!）

　後ろの方で、先輩たちが抱き合って涙を流している。アシュリーは荒くなった呼こ吸きゆうのまま、クライヴに深く頭を下げた。

「あっ、ありがとうございます!!　先輩のお役に立てるよう頑張りますっ……!!」

「うるさい。俺に関わるな」

「早さつ速そくの暴言!!　ごちそうです、いただきます!!」

「いい加減にしろ!!」





[image: ]






　その日の真夜中、静まり返った兵舎の一室。

　仕事後に夕食と風ふ呂ろを終え、クライヴと同室の部屋に戻ってきたアシュリーは、寝台に入って胸を高鳴らせていた。

（私とクライヴ先輩の、記念すべき最初の一夜……！）

　とはいえクライヴはまだ、仕事から戻ってきてはいない。

　王子付きの近衛騎士として、忙いそがしく働いているのだろう。起きて出迎えをしたかったが、アシュリーには大事な仕事があるのだ。そのためにも、この時間は床とこについていなくてはならない。

（どきどきする……！　先輩が戻ってきたら、私の心しん臓ぞうの音が聞こえちゃうんじゃ……）

　そんなことになったら恥はずかし過ぎる。どうにか落ち着こうとするのだが、やがてかすかに足音が聞こえてきた。

（帰ってきた！　……帰ってきた!?　ここに、私がいるこの部屋に、先輩が……）

　心臓の鼓こ動どうがいっそう速くなる。それどころか顔も火ほ照てり、たまらずきゅっとシーツを握り締めた。と同時に扉が開き、憧れの人がとうとう足を踏み入れる。

　どうにか平常心を保とうとするのだが、やがて響いた衣きぬ擦ずれの音に息を吞のんだ。

（き、着替えてる音だ……！）

　間ま違ちがいない。

　耳を澄すませたいのに、自分の鼓動で搔かき消けされそうだ。やがて、気配が近づき……。

「ひゃー！」

　がばり、とシーツが剝はぎ取とられる。

「な……」

　そこには、わなわなと震えるクライヴが立っていた。

「せ、先輩ったらそんな急に大だい胆たんな！」

　アシュリーはあたふたと顔を隠し、クライヴからシーツを取り返そうとする。

「駄目ですよ！　熱が逃げちゃうから！」

「……」

「さあ先輩、どうぞこの寝台に飛び込んできてください！　温めておきました!!」

「……」

「夜遅くまでお仕事お疲れさまです！　ご飯はもう食べました!?　あああ一日働いたあとの先輩かっこいい、ちょっと疲つかれた顔をしてるところも含ふくめてとっても素す敵てきです!!　……って」

「人の寝台で、何をしてるんだお前は!!」

「ああああああ!!　駄目です、駄目です冷えちゃいますってば!!」

　下段の──クライヴの寝台から引ひきずり下ろされそうになり、アシュリーは必死で抵てい抗こうした。だが、それもむなしく床に投げ出される。

「違うんです！　今の季節、まだ夜は寒いから!!　先輩の眠ねむりを守るのは、今日から僕の大事な仕事だと思って!!」

「頼たのんでねえんだよ！　大体お前、俺の私物には触るなって命じたはずだろうが！」

「布ふ団とんやシーツは私物ではなく、備品ですし！」

「……ほお」

　クライヴが低い声で言う。

「えっ。先輩、なんですか、そのお持ちのもの……」

　彼の手には、捕ほ縛ばくに使う縄なわが握られていた。

「念のため、持ってきておいて正解だったな」

「まさかそれは!?　ちょ、ちょっと待っ……」

「そんなに俺の布団が好きなら、一ひと晩ばん中じゆう存ぞん分ぶんに巻きつけて寝かせてやる!!」

「ぎゃ──────!!　……あ、あ、ありがとうございますうううう[image: ]」
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　かくして、クライヴの布団ごと縛しばり上あげてもらえるという幸運と共に、アシュリーの薔ば薇ら色いろの日々が始まった……かに思えた。

　翌日も、仕事帰りのクライヴを癒いやそうと画かく策さくしていたアシュリーだが、その夢は破られる。異い変へんに気づいたのは、夜や勤きんの騎士以外は起きていないような時間になってからだった。

「か……帰ってこない……！」

　何時になっても、クライヴが部屋に姿を見せない。

　アシュリーは今夜、彼に謝ろうとしていたのだ。いきなり部屋に押しかけて、迷めい惑わくをかけている自覚はある。昨日のことも含めて、お詫わびをしたかったのに。

（お仕事が忙しいのかな……それとも、今日は夜勤だったとか？）

　近衛騎士であるクライヴは、第一部隊とまったく異ことなる任務が与あたえられている。王子付きという性質もあり、一日くらいは部屋に戻らないこともあるかもしれない。

　しかし、帰き宅たくしないのはこの日ばかりではなかった。二日めも、三日めも、クライヴが部屋に帰ってこないのだ。

（もしや、執務塔の方に!?）

　そこには、王族がこもって執務をするときのために、近衛騎士の別室があるとも聞いた。

　アシュリーは思い立ち、クライヴたちの執務室を目指して、愛の力でかさかさと壁を登る。窓に張りついてそっと中を覗のぞいてみたのだが、クライヴの姿はない。代わりに見張りの騎士に見つかって悲鳴を上げられるも、アシュリーはめげなかった。

（これはきっと、ときめきの止まらない私の心臓を心配してくれた、クライヴ先輩の思いやりなのかも……！）

　ぎゅっと胸を押さえ、感かん激げきの溜ため息いきをつく。

（待ってて下さい先輩……！　私、心を鍛きたえて、先輩にお会いしても死なない精神力を身につけますから!!）

　そんな誓ちかいを胸に、アシュリーは日々クライヴの追つい跡せきに励むのだった。

　そして、クライヴとの同室になってから一週間ほどが経たったころ。

　街での任務後、郊こう外がいの宿屋にある食堂で食事をするアシュリーの周囲には、にやにやと面白がるような顔をした騎士たちの姿があった。

「聞いたぜアッシュ。クライヴの奴やつと、なかなか派は手でにやりあってるみたいじゃねえか」

「飛びついては殴られ、縋りついては蹴けられの応おう酬しゆうだって？」

「だからか、クライヴも部屋に戻ってないらしいな。あいつを追い出してひとり部屋にするなんて、なかなか出来たことじゃないぜ」

　わははと笑い声を上げる面々に囲まれ、アシュリーは昼食のサンドイッチをぼんやりと頰ほお張ばる。そこに、アシュリーの隣となりに座ったヴィクターがぽんぽんと肩を叩いてくれた。

「おいおいお前ら、いじめてやんなって言ってんだろ。いくら面白いからってよお、こんなにしょげてて可か哀わい想そうだろうが。そろそろめげ始めてるんだぜ、なあアッシュ？」

「……先輩と……」

「ん？」

「クライヴ先輩と言葉を交かわし、殴られたり蹴られたりする交流の日々……最高です……っ」

「………………」

　その瞬しゆん間かん、食堂を妙な沈黙が支配する。

　最初に口を開いたのは、後ろの席でサラダだけの食事をとっていた青年だ。

「バッカじゃないの？」

　青年と少年の中間くらいの外見をした彼は、アシュリーよりひとつ年上の十七歳で、去年ここに入ったという騎士イアンだった。

　まだあどけなさの残る、中性的な顔立ちだ。色が白くて線が細い彼は、アシュリーを見下し切った目を向けてくる。

「ところ構わず奇き行こうに走られると、迷惑なんだけど。うちの隊の評判が下がる」

　イアンの冷めた声に続き、他の騎士たちも恐おそる恐おそる尋ねてくる。

「前から気になってたんだけどよ……アッシュ、お前って男色なの？」

「いえ！　それは絶対にないです!!」

「そうなの!?　それで!?」

　噓うそはついていない。たとえクライヴに恋愛感情があっても、男ではないのだから。

「しかしなあ」

　ヴィクターが、手にした白パンにかぶりつきながら言った。

「名が知れてるクライヴに近寄りたがる奴は多いが、こうまでしがみついてくのはお前くらいのもんだぜ。クライヴの奴も、あの調子で他人を寄せつけようとしねえからな」

　それを聞き、騎士たちも「確かに」と頷き合う。

「あんなぴりぴりしてる奴に、よく平気で近づいていけるもんだぜ。俺なんてあいつより十も年上だけど、あいつのこと怖こえェもん」

「クライヴって十九とか二十だっけか？　腕は確かだが、その分若いくせにすごみがあるっつーか」

「ぶっちゃけて言っちまうと、怖ェんだよな。仲間の俺たちですら、機き嫌げんを損そこねたら殺されるんじゃないかって……」

「そんなわけないです!!」

　アシュリーは立ち上がって否ひ定ていした。

「先輩はちょっと不器用なだけで、本当はすっごくやさしいんですから！　僕を殴るときだって、失神しないように加減してくれてるし!!」

「え？　お前、それがやさしいって……え？」

「触るなとか気持ち悪いとかは言われるけど、お前が嫌きらいだとか顔も見たくないとか、本当に傷きずつくようなことは言わないし!!」

「いや、前者と後者の傷つき度合いの違いもよく分かんねえんだけど……」

　アシュリーは、ぐっと拳こぶしを握り締める。

「それに、やさしくない人は騎士になんかなりません。初日だって、僕を助けて手を差し伸べてくれたんですから！　クライヴ先輩は、正しよう真しん正しよう銘めいやさしい方です！」

「……お前……」

　フォークでびしりと天を指して言うと、騎士たちは互いに顔を見合わせた。

「いや……俺たちだって、本気であいつに殺されそうとか思ってるわけじゃなくてよ」

「まあ、怖いのは事実だけど……。なんだかんだいいところがあるのも、ちゃんと知ってるというか」

「アッシュに言われなくとも、別に、なあ？」

「皆みなさん……！」

　分かってもらえた。アシュリーはそのことにじいんとする。

「その通りだ！　クライヴは態度がデカくて、ちょっと他人の気持ちが考えられないだけで、それも実力あってのことだし……」

「そ、そうだよな。いつも近寄りがたい雰囲気だけど、それも友達づくりが下手なさびしい奴ってだけで！」

「目つきが悪くて顔が怖いのも、あいつの個性と思えば……」

「そうだぜお前ら、あいつにも可愛いところはあるんだ。服ふく装そうに頓とん着ちやくがなくて、俺がやった服でも案外素す直なおに着てるところとか」

「あっ……あいつが非番で猫ねこのシャツとかダサい服着てるの、まさかヴィクター隊長の差し金だったんすか!?」

「センスがないところも、ちょっと人間味があっていいよな！　うん！」

「皆さん、先輩のことをすごくよく見てるじゃないですか……！　まあ先輩のいいところを誰より知っているのは、この僕ですけど!!」

「いやこれ、どいつもこいつも褒ほめてるようで貶けなしてるでしょ？」

　イアンの冷静な突っ込みが入るが、面々は気にしない。そこに、扉の開く音がした。

「…………」

「ひっ……」

　賑にぎわっていた食堂が、静まり返る。

　硬こう直ちよくするみんなの表情。ひゅうう……と冷たい風が吹き込んだ気がして、アシュリーはそっと入り口の方を見遣った。

「く……クライヴ先輩？」

「……」

　見れば、噂うわさの張本人が、絶対零れい度どのまなざしでアシュリーを見下ろしている。
















「ど、どうしたんですか先輩！　あっ、もしかして近衛隊もこの辺りの任務で!?」

　アシュリーは慌てて話題を振るが、クライヴはそれを無む視しして遠いテーブルに座った。突とつ然ぜん現れた近衛騎士の姿に、他の客たちが色めき立つ。

「ねえ見て！　あれ、王立騎士団のクライヴさまじゃない!?」

「本当だわ、素敵……！　しかもお強いのよね。先日も隣りん国ごくの王子さまがいらしたとき、おかしな賊ぞくが狙ねらってきたのを、ものの見事に捕つかまえてしまったんでしょう？」

　頰ほおを染そめた女性たちのひそひそ話に、アシュリーは急いでクライヴの前に駆け寄った。

「お疲れさまです先輩！　ご機き嫌げんいかがですか？　今日こそちゃんと僕らの部屋に帰ってきて下さいね!!　寝台に入って温めるのはもうやめますから、僕らの！　部屋に!!」

　繰くり返かえして強調し、クライヴとアシュリーが同室であることを主張する。しかしクライヴは、冷たい視線のままで淡たん々たんと答えた。

「変態が待つ部屋へ、のこのこ寝に帰るわけねえだろ」

「え!?　それは駄目です！　夜は自分の部屋で休まないと、疲れが取れませんよ!?」

「お前……人の寝台に潜もぐり込こんでおいて言う台詞せりふか……？」

　心底呆あきれたという目をしたあと、クライヴはふんと鼻を鳴らした。

「どうせ、お前もすぐにいなくなる。それまでの辛しん抱ぼうだろうからな」

「いなくなる？　どういうことですか？」

　首をかしげても、クライヴは答えてくれない。それに対し、ヴィクターが笑う。

「前にも言った通りだが、貴族のご子息を騎士団で教育する制度があっても、一年もつ奴なんかほとんどいねえのさ。何せ、経験したこともないような厳きびしい訓練の連続だ」

「で、でも、僕は絶対にやめませんよ！　何があっても、必ず一年ここにいます！」

「どうせ口だけだろ」

「います!!　……本当は、一年どころじゃなくて……」

　許されるならば、一年だけではなく、ずっとクライヴの傍にいたい。

　けれど、それは叶かなわない夢なのだ。アシュリーは一年後、決められた婚こん約やく者しやの花嫁になるのだから。

「だから、先輩も諦あきらめて部屋でちゃんと寝てください！　僕……」

「注文。チキンの香こう草そう焼やきにローストビーフ。パンと野菜スープ、芋いもとラム肉のソテー」

「あああああクライヴ先輩がぜんぜん聞いてない!!　そしてすっごくたくさん食べる、もうっ！　好き……っ!!」

　ここ数日の観察結果によれば、クライヴは見た目によらず大たい食しよく漢かんのようだ。なのに細身の体型を維い持じしているのは、体を動かす仕事ゆえなのだろう。

　そう考えれば、余計に夜はゆっくり休んで欲しい。……もっとも、こうなったのはアシュリーのせいなのだけれど。

「とにかく！　僕ももっと先輩の役に立てるよう頑張りますから、諦めて部屋に……」

「──あのな」

　クライヴが、椅い子すの背に身を預けてアシュリーを見上げる。

「お前が俺の役に立ったところで、それが何になる？」

「……そ、それは」

「お前、やっぱり『騎士団』にいる意味ねえだろ」

　胸に刺ささるその言葉に、アシュリーは俯うつむく。

　──いる意味がない。

　浮ついた動機でここに来たアシュリーは、その正せい論ろんを嚙かみ締めるしかない。

　しかし、そのときだった。

「きゃああああっ！」

「!?」

　悲鳴と共に、何かが崩くずれ落おちるような音が聞こえた。

「状じよう況きよう確かく認にん！」

　ヴィクターが叫さけび、第一部隊の騎士たちが立ち上がる。次々と宿屋を飛び出して、悲鳴の方へと駆かけた。出で遅おくれたアシュリーが慌てていると、最さい後こう尾びのイアンが振り返って呆れた顔をする。

「なにしてんの、あんたも来る！」

「う、うん！」

　アシュリーは頷きつつ、一度だけクライヴの方を見る。

　王子付きの任務を主とするクライヴには、ここで動く義務はない。アシュリーは座ったまま素知らぬ顔のクライヴに声を掛けようとするが、再びイアンに「早く！」と呼ばれ、急いで外へと向かった。
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　食べかけの食器をそのままに、悲鳴が聞こえてきた場所へと向かう。宿屋の前にある郊外の道を曲がった途と端たん、アシュリーはぎょっとした。

　響ひびき渡わたるのは高い嘶いななき。

　蒸じよう気きが上がるほどに興こう奮ふんした馬車馬が、しきりに前脚を上げ、自らを繫つないだ馬車を振ふり払はらいたがるようにもがいていた。

（暴れ馬だ……！）

　こんなものに巻き込まれたら、屈くつ強きような騎士ですら怪け我がを負おうだろう。

　馬車には貴族の夫ふう婦ふらしき男女ふたりが乗っている。先ほどの悲鳴は、馬車に乗った女性が発したようだ。御ぎよ者しやは手た綱づなを握っているものの、青い顔でおろおろと慌てふためいている。

「と、止めなきゃ!!　で、でもどうやってこれを……!?」

　アシュリーは血の気が引くのを感じた。だが、ヴィクターは普ふ段だんよりも表情を真剣に引ひき締しめ、震える貴族たちの方を見み遣やる。

「待て待て、ここは避ひ難なんが先だ。──おいお前ら、まずは道を閉へい鎖さしろ！　中の御ご仁じんは俺が連れ出す。イアン、グレイ、俺の援えん護ごに回れ」

　命令を下された仲間たちが一いつ斉せいに動き出す。

「アッシュ以外は馬をけん制しつつ、避難経路の確保！」

「隊長、僕は!?」

「お前さんは、近きん隣りんの店に扉を開けないよう言って回ってこい！」

「は、はい!!」

　アシュリーは言われた通りに駆かけ出だすと、暴れ馬がこの通りにいることと、指示があるまで扉を開けないようにという知らせを大声で叫んで回った。店の窓からは不安そうな顔が覗くが、声はきちんと届いているようだ。

　そのあいだにも、暴れ馬を避さけて馬車に飛び乗ったヴィクターが手を伸のばす。

「ご婦人、落ち着いてお手をどうぞ。少々揺ゆれますが、しっかりしがみついてください」

　女性を抱かかえ上あげたヴィクターが、イアンたちに目で合図をする。彼らはすぐに意図を汲くみ、貴族の男性に肩を貸した。

「おい御者どの。ご夫妻を先にお連れするが、それでいいか」

「もちろんだ！　どうかおふたりだけでも無事に……！」

　ヴィクターは頷くと、そのまま貴族の夫婦を連れ出した。

　鮮あざやかな手しゆ腕わんだ。何も出来ないアシュリーの目の前で、騎士たちは着々と救助を進めていく。そんな場合ではないと分かっているのに、アシュリーは思わず息を吞んだ。

（すごい……！　人を助ける仕事になると、みんながらりと雰囲気が変わって……！）

　普段は飄ひよう々ひようとしているヴィクターも、冗じよう談だんばかり口にする面々も真剣な顔つきだ。

（これが、騎士の本分……）

　しかし、そうこうしているあいだにも、馬が再び前脚を掲げた。

　馬車を振ふり落おとそうとする動きから、しきりに体を捩よじるような動きに変わる。道の脇わき、店屋の前に積み上げられた木箱がぐらぐらと揺れる。それを見て、騎士たちが歯は嚙がみした。

「まずい。一刻も早く御者を助けねえと」

「馬車馬が大通りにでも飛び出したら、とんでもないことになるぞ！　どうにかこの、封ふう鎖さしてる道の中で鎮しずめるべきだ！」

「隊長！　早くこっちに！」

　貴族の夫婦を連れ出したヴィクターたちが、こちらの方に走ってくる。そのヴィクターたちに突っ込もうと、馬が身を低くした。

「ヴィクター隊長、危ない!!」

　アシュリーは思わず叫ぶ。そのとき、視界の端はしに影かげがよぎった。

（……先輩!?）

　クライヴだ。

　宿屋に残ったはずのクライヴが、剣けんを手にして暴れ馬の方に踏ふみ込こみ、銀色の刃やいばを一いつ閃せんした。斬きり払はらったのは、積み上げられた木箱を固定するロープだ。

　木箱が崩れる。それに驚おどろいた馬が、鳴きながら背を反らした。ヴィクターはそれを見て、騎士たちに声を投げる。

「いまだ、全力で走れ!!」

　ヴィクターの号令が響く。彼らはなんとか暴れ馬から離れ、騎士たちが守りを固める店の扉に駆け込んだ。それを見届けて、クライヴが御者に叫ぶ。

「おい、馬の手綱を寄よ越こせ!!」

「ひいっ……」

　馬に振り回されていた御者は咄とつ嗟さに手を離した。クライヴはその手綱を摑み、御者台に足をかけると、ぐっと強く引ひき絞しぼる。その行動に、誰もが息を吞んだ。

（先輩、馬を鎮めようとしてるの!?）

　あまりにも危き険けんな行動だ。馬は変わらず頭を振り、従したがう様子を見せなかった。がむしゃらに抵抗し、クライヴを拒きよ絶ぜつする。もはや地じ団だん駄だを踏ふむ脚に触れただけでも無事では済まないだろう。

「下がれクライヴ！　その馬はもう、脚を斬きるしかねえ！」

　ヴィクターの言葉を無視し、クライヴはさらに手綱を引いた。一方、ヴィクターの言葉にかぶりを振ったのは御者だ。

「騎士の旦だん那な！　こいつは馬車馬だ、脚をやられたら殺すしかなくなっちまう！」

「悪いが人命が優先だ。クライヴ！」

「うるせえな……！」

　クライヴが眉根を寄せる。それを見て、アシュリーははっとした。

（先輩は、あの馬も助けようとしてるんだ！）

　関心がなさそうにしておいて、ちゃんと手を貸しに来てくれた。それも、一番危ない場所に飛び込んで。クライヴの剣なら、あの馬を斬ることだって簡単なはずなのに。

（なんとかしなきゃ！　少しでも、先輩の力になれることを……！）

　何か鎮める手はないのか。そもそもが、どうして馬はあんなに暴れているのだろう。アシュリーは必死で目を凝こらす。

　先ほどから見せている、しきりに体を振る仕草。それを見て気がついた。

（待って、あの子……苦しんでる？）

　というよりも、痛いたがっているような……。

　馬が再び体を捩ったとき、アシュリーははっとした。深く考えるよりも先に、馬の方へと走り出す。

「……っ、おい!?」

　クライヴの声が聞こえる。彼が自分に気づいてくれた、そう思うだけで力が湧わいてくる。それを励みに全力疾しつ走そうすると、馬に駆け寄り、蹴られないように横から手を伸ばした。

（これが！　先輩のために花嫁修業で身につけた、『買い物で人ひと垣がきを搔かき分わけて、良い品に手を伸ばす』技能……っ！）

　存分に発はつ揮きして、アシュリーの小指ほどのそれを引き抜く。

「やった!!」

「おい、伏ふせろ！」

「え……？」

　クライヴに呼び止められるのと同時、馬の前脚が迫せまってくるのが見えた。馬の叫び声と、硬直する自分の体。

　圧おし潰つぶされる！

　そう思った次の瞬間、強い腕に抱き寄せられていた。

「……っ！」

　クライヴに抱き締められたまま、アシュリーの体はごろごろと地面を転がる。上下左右も分からなくなり、目が回って──けれども、ただひとつ理解できることは。

「──この馬ば鹿か!!」

　クライヴがいま、アシュリーに密みつ着ちやくし、覆おおい被かぶさっているということだ。

「なに無茶してんだ、死ぬ気か！」

　呆ぼう然ぜんとしているアシュリーを、クライヴが真上から覗き込むように見下ろしてくる。そこに、イアンの声が重なった。

「噓でしょ？　馬が、大人しくなった……」

　イアンの言う通り、先ほどまで暴れていた馬は、全身で大きく息をつきながら立ち止まっていた。騎士たちが馬車に駆け寄って、御者を助け出す。

　クライヴはそちらを一いち瞥べつしたあと、アシュリーがぎゅっと握り締めていた手を開かせてくる。馬の腹ふく部ぶに刺さっていたのは、短い小枝だ。

「……暴れていた原因は、こいつか」

　クライヴは舌打ちをする。

　そして身を起こすと、顔をしかめたままアシュリーの手を摑んだ。

「いつまでぼさっとしてるんだ。──さっさと立て、アッシュ」

「……」

　いま、初めて彼に名前を呼ばれた。

　呆然としてしまい、反応できずにいるアシュリーを見て、クライヴが渋じゆう面めんをつくる。

「何やってる。まさか、怪我でもしてんじゃねえだろうな」

「………………す」

「す？」

「す、す、素敵ですううううううう先輩いいいいい！！！！」

「うわ!?」

　アシュリーはがばりと起き上がると、感激してクライヴの脚に縋りついた。

「ありがとうございます、ありがとうございます!!　めちゃくちゃ格好良かったです!!」

　クライヴが、自分の捨て身を拾ってくれた。危なくないようにと庇かばってくれたのだ。

「おいこら、離せ!!」

「無理です離せません……！　というかいまのって、身を挺ていして僕を助けて下さったんですよね……!?」

「気持ちの悪い言い方をするな!!　飛び出してきたお前の尻しり拭ぬぐいをしただけだ、危ない真ま似ねしやがって!!」

「先輩!!　僕、ついさっきやっと気づいたんです!!」

　アシュリーはキリッとした表情で、クライヴを見上げる。

「馬を助けようとする先輩や、他の皆さんを見て、僕が間違ってたって分かりました。僕がご奉仕するべきなのは国民の皆さんで、先輩じゃない。そんなことも分かってない僕に、騎士団にいる意味なんてなかったです！」

　まったくクライヴの言う通りだ。だけど、そんな思おもい違ちがいはもうやめる。

「これからは、騎士団の一員だってちゃんと自覚して頑張ります。国民の皆さんを護まもるのに、どんなに危ない目に遭あってもへこたれません！　絶対に一年間ここにいます、だから、だから……」

　クライヴの脚にしがみついていた腕を離し、立ち上がって頭を下げた。

「どうか、僕が出ていくのはもう諦めて、部屋でゆっくり休んでください!!」

「……」

　クライヴのつくった沈黙に、アシュリーはぐっと目をつむった。周囲の騎士たちまで息を吞み、馬だけがぶるんと鼻を鳴らす。

　だが、クライヴは一言も発さない。

（やっぱり、駄目なのかな……）

　アシュリーがそっとクライヴの様子を窺うかがおうとした、そのときだった。

「──次」

　声を掛けられて、びくりと肩を跳ねさせる。

「次に俺の寝台に入ったら、シーツで縛しばって窓から吊つるすからな」

「え……そ、それじゃ」

「仕方がないから、妥協してやる」

「……!!」

　まさかの返事に、アシュリーの視界がぱあっと輝いた。

「やったあああああああ!!　今度こそ、クライヴ先輩と薔薇色の同居生活だああああっ!!」

「気持ち悪い言い方をするな!!」

「しかもいまさっき、アッシュって名前呼んでくれましたよね!?　『アッシュ、よく頑張った』って。『怪我はないか？』って……!!」

「言ってねえよ！　お前の耳は飾かざりか？　腐くさってんのかこれは!!」

「はああああっ、耳引っ張っちゃ駄目れすううう!!」

　すぐ傍で怒ど鳴なられて、頭の奥がくらくらする。そういえば、先ほど助けてもらったときに抱だき締しめられたのだ。もったいない、もっと味わうべきだったのに。

　そんなクライヴとアシュリーのやりとりを眺めながら、みんながげらげらと笑っていた。その場の空気は緩んでおり、騎士たちは互いに声を掛け合う。

「昼飯どきだったってのに、冷や冷やさせられたなあ」

「ご夫妻の様子を見に行こう。御者のじいさんも、念のため医者に連れて行くとして」

「飯の時間が削けずられた分、夜はヴィクター隊長にご馳ち走そうになるか。いいっすよね、隊長」

「しょうがねえなあ。クライヴ、アッシュ、お前らも来いよ」

「冗談じゃない、なんで俺が……」

　なんとも魅み力りよく的てきな提案に、アシュリーは瞳を輝かせる。

「いいじゃないですか先輩、僕と先輩の同居祝いですよ!!　ちょっとだけでもお願いします、そしてあわよくばお酒の勢いでお近づきに……！」

「お前は調子に乗るな！」

　再びクライヴに殴られるが、アシュリーにはそれも喜ばしい。同じ部屋だからというだけでなく、なんだか少しだけ距離が近づいたような気がして、この日の仕事にはいっそう精が出たのだった。










[image: ]




　夕ゆう刻こく。日につ勤きんの仕事を終え、夕食にはまだ少し早い夕ゆう暮ぐれのころ。

　仲間たちが兵舎に戻り、思い思いにくつろいでいる時間に、アシュリーは農家の前で大量の泥どろと格かく闘とうしていた。

　両手で握にぎり締しめているのは、大きなシャベルの柄えだ。もうじき日にち没ぼつといえど、春の盛さかりにこうして体を動かしていると、さすがに汗あせばんでくる。

「騎き士しさん？　もうそろそろ夜の鐘かねが鳴るころだけれど、大だい丈じよう夫ぶかしら？」

「わ!?　もうそんな時間!?」

　鼻の頭を汚よごしたアシュリーは、膝ひざの高さまである排はい水すい路ろから慌あわてて這はい出だすと、女性に笑いかけた。

「すみません、今日はそろそろ城しろに戻ります！　また明日来ますから！」

「ありがとう。でも……お気持ちは嬉うれしいけれど、さすがに連日は悪いわ」

　申もうし訳わけなさそうに言ったその女性は、大きなお腹なかをやさしく撫なでながら言う。

「本当は、家の前の排水路はそれぞれが手入れしなきゃいけないのに。主人は仕事で国境に出向いていて留守だし、私ももうすぐ産まれそうなこのお腹で……」

「とんでもない！　力になれるのなら嬉うれしいです！　それじゃ、また明日！」

　アシュリーは排水路の蓋ふたを元に戻し、借りていたシャベルを片づけると、城への道を急いで駆かけ出した。

　王都を彩いろどる石いし畳だたみの道。その脇わきに作られた排水路は、場所によって泥が溜たまりやすい。詰つまると雨で溢あふれてしまうため、定期的な泥かきが必要だ。

　アシュリーは教会付近での見回り中に、自じ宅たくの前が泥どろ詰づまりを起こして困っている身重の女性がいると聞いた。そこで、女性の家を訪たずね、代わりの泥かきを買って出たのだ。

　女性はひどく遠えん慮りよしていたが、これくらいなんてことはない。

　そう思っていたはずだったが……。




「おいこら、アッシュ……」




　クライヴに名前を呼ばれ、アシュリーはびくりと肩かたを跳はねさせた。

　兵舎の室内。めでたく同室となったふたりの部屋は、クライヴの放つ怒ど気きで淀よどんでいる。

「お前……まさか、その格好で部屋に入る気か……？」

「こ、これはその……!!」

　クライヴのもっともな怒いかりに、アシュリーはしどろもどろになった。

　制服は全身泥だらけだ。

　服だけではなく、顔も手足も汚よごれている。まだ乾かわいていないため、廊ろう下かなどを汚すことはなかったものの、見るに耐たえない状態なのは間ま違ちがいない。

（普ふ段だん仕事で忙いそがしい先せん輩ぱいが、今日に限って早いなんて!!）

　近衛このえ騎士であるクライヴは、夜遅くまで任務で動いている日がほとんどだ。普段のアシュリーなら、クライヴの早い帰りに歓かん喜きしているのだが、今回ばかりはそうもいかない。

「分かってねえなら、教えてやるが」

　クライヴはアシュリーの前に立ったまま、不ふ遜そんに腕うでを組んで見下ろしている。

「ここは誰の部屋だ？」

「は、はい……クライヴ先輩と僕の部屋です……」

「言い直せ」

「はい!!　僕が居い候そうろうしているだけで、クライヴ先輩の部屋です!!」

　兵舎の四階、廊下の一番奥にあるこの部屋は静かで、クライヴ気に入りの一室らしい。晴れて同室を認められた初日には、「絶対に汚すな。散らかっている物はまとめて窓から捨すてる」と警けい告こくされていた。

「泥まみれの理由はなんだ。事情によっては、先に風ふ呂ろに入って戻らなかった点も含ふくめて考こう慮りよしてやる」

「うっ……」

　アシュリーは思わず口を噤つぐむ。

（泥かきをしただけでこんな惨さん状じようなんて、役に立たなさすぎて呆あきれられちゃう……！　お風呂も入りたかったけど、この時間にひとりで使うことは出来ないし……）

「おい」

「はいいい!!　不注意で転びましたあ!!」

　噓うそではない。あのあと、泥かきで変な体勢のままいたせいか、城を目指して走っているうちに盛せい大だいに転んでしまったのだ。大通りの真ん中で派は手でにお尻しりを打ちつけ、道行く人たちが「大丈夫ですか!?」と声をかけてくれた。

「転んだだけで、そんな惨状になるのかよ」

「いやもう、それは派手に転びまして……本当に、脚あしもがくがくだったし……」

「……？」

　クライヴは明らかに怪あやしむような顔をしたが、すぐに溜ため息いきをつく。

「ド変態の上に汚きたねェとは、救いようがねえな」

「あ!!　でもでも大丈夫ですよ、先輩には浄じよう化か作用的ななにかがありますからね!!　先輩の傍にいるだけですべては清められ、木々は芽め吹ぶき、大地は輝かがやいて……あ」

　ついいつもの調子で詰つめ寄よってしまい、ぱっと両手で口を塞ふさぐ。だが、クライヴはもちろん見み逃のがしてくれない。

「うるせえ!!　さっさと風呂に入って来い!!」

「わーん!!　すみませんでしたあ!!」

　蹴けり出され、ごろごろと廊下に転がったあと、閉ざされた扉とびらを見て途と方ほうに暮くれる。

　女であるアシュリーは、掃そう除じと称しようして浴場に鍵かぎをかけないと風呂を使えない。つまりこれは、その時間になるまで、部屋や食堂には行けないということになる。

（着替えるだけじゃどうにもならないくらい汚れちゃってるし……そうだ、それまで訓練をしてよう！　せっかく同室になれたのに、先輩と夜を過ごせないのはさびしいけど、先輩に認みとめてもらえる騎士になるって決めたんだから!!）

　アシュリーは思いつき、早さつ速そく訓練場へと足を向ける。野外にある剣けん術じゆつの訓練場であれば、これほど泥だらけでも迷めい惑わくにはならないはずだ。

（頑がん張ばらなきゃ。そして明日こそは、泥かきの方も汚さずにこなしてみせる!!）

　アシュリーは前向きな気持ちで顔を上げ、両手で頰ほおをぱんっと叩たたいた。
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　翌よく日じつ。アシュリーは仕事のあとに泥かきへと向かい、前日同様泥だらけになった。

　さらにその翌日も、大量の泥と格闘して全身真っ黒に。数日にわたって通ったものの、一向に終わる気配がない。もちろんこれでは、時間潰つぶしの訓練も続行となる。

　そして四日め。

　この日の夕暮れも、アシュリーはこれまでと同じようにシャベルを借りて、排水路の泥を搔かき出だしてゆく。昨日はずいぶんと掘ほり進すすめたつもりだが、まだまだ先は長そうだ。連日遅おそくまで訓練をしていることもあり、体も疲つかれている。

（でも、お陰かげで鍛きたえられた気もするし……！　うん、いけるいける!!）

　気合を入れ直したが、引っかかったシャベルを引き抜こうとして泥を被かぶってしまった。

「わっぷ！　ま、負けない……」

　慌てて袖そでで顔を拭ぬぐう。いきなり汚してしまったが、へこたれるわけにはいかないのだ。

「……でも、こんな泥だらけになってるの、クライヴ先輩が見たらまた怒るかな……」

「俺が、何を怒るって？」

「ぎゃあああああ!?」

　後ろから聞こえてきた声に、アシュリーは飛び上がった。

「ここ数日、不ふ審しんな行動をしていると思ったら……」

「せ、せせせせせ先輩!?」

　見上げれば、腕を組んだクライヴが、アシュリーのことを呆れ顔で見下ろしていた。

「どうしてここに!?　ま、まさか私をつけてきてくれたんですか!?」

「誰がそんなことするかよ。俺の外出のついでに見かけただけだ。ここで何してた？」

「こ！　これはその……ですね」

「お前、毎日これで泥まみれになってたのか」

　クライヴの顔が直ちよく視しできない。アシュリーは俯うつむいたあと、恐おそる恐おそる頷うなずいた。

「噓ついて、すみませんでした……いや、あのとき転んだのは本当なんですけど……！」

　泥だらけで汗をかいて、ひどい格好のアシュリーをクライヴが眺ながめる。

「この馬ば鹿か……」

（呆れられた！）

　そう思って肩を落としたアシュリーだが、次の瞬しゆん間かん、クライヴが思わぬ言葉を口にした。

「下だ」

「え？」

「シャベルの柄は、もっと下の方を持て。それに、脚の開き方が甘あまい」

　アシュリーはしばらくぽかんとした。それが泥かきに対する助言だと気づいたのは、次の言葉を聞いてからだ。

「お前のやり方、見てて頭が痛くなってくるんだよ。全身泥を被りたくなかったら、さっさと言う通り動け」

「……あ、ありがとうございます……！」

　そこからは、クライヴに見下ろされながら、指示の通りに泥かきをした。

「そもそも、腕の力だけで持ち上げようとするからふらふらするんだ。泥かきに限らず、重いものを持ち上げるときは腰こしと膝を使え」

　けれども、なかなか簡かん単たんにはいかない。

「んーと……ふんっ！　先輩、こ、こうですか……!?」

「全然違う」

「じゃ、じゃあこうかな……あれ？」

「おい、なんだよそのへっぴり腰ごしは」

「す、すみません！　クライヴ先輩への愛しか取り柄がなくって……!!」

「黙れ気持ち悪い!!」

　クライヴはそこで、大きく溜め息をついた。

「……もういい。このままお前に付き合ってたら、夜どころか朝になる」

「あ、先輩は気にせず先に帰ってて下さい!!　……って」

　次の瞬間、アシュリーは息を吞む。

　なんと、上から見守ってくれていたクライヴが、排水路まで下りてきたのだ。

「え、えええええあの、先輩!?　どうしたんですか、汚れちゃいますよ!?」

「黙れ。俺はさっさと帰りてえんだよ」

（わっ……！）

　クライヴはアシュリーの後ろに回ると、背はい後ごからシャベルの取っ手を摑つかんできた。

（手……手が触ふれてる……!!）

　驚おどろいて腕を引ひっ込こめようとすると……。

「何自分だけ放そうとしてんだ！　お前もそのまま持ってろ！」

「はい、はいいいっ……！」

　アシュリーは混こん乱らんしながらも、シャベルをぎゅっと握り直した。
















（わ、わわ、先輩が近い……!!）

　背せ中なかの後ろに彼の体温を感じる。心しん臓ぞうがどきどきと早はや鐘がねを刻きざみ、アシュリーは硬こう直ちよくした。

　嬉しいはずなのに、なんだか妙みように落ち着かない。喜びだけではなく、胸が苦しいような、落ち着かなくて変な気分だった。

「いいか。一回しか説明しないからな」

（先輩の声が耳元で聞こえる!!　……って、いまはそれどころじゃ……!!）

　アシュリーは慌てて口を開く。

「せ、先輩が泥かきの仕方を知ってるって、なんだか意外ですね!!」

「別に。孤こ児じ院いんで散々教え込まれたからな」

（あ、そっか……）

　クライヴが孤児の出であることは、周知の事実と言ってもいい。その出自で近衛騎士まで上のぼり詰つめたという事実は、就しゆう任にん当初も大変話題になったと聞いている。

「いいから、手を動かせ」

「で、でも先輩、僕にそんなにくっつくと汚れちゃいますよ!?」

「くっつかなくて済むように、さっさとやり方を覚えろよ」

「は、はい……」

　あくまでこのまま教えてくれるつもりらしいクライヴに、アシュリーは頰を染そめた。

「泥をすくったら、腕で持ち上げるんじゃなく、曲げた膝を伸のばす。そのまま……っておい。なんで顔が赤いんだよ」

「え？」

「まさか、風か邪ぜでも引いたんじゃねえだろうな」

「なるほど、風邪なんですかね!?　そういえば呼こ吸きゆうも苦しいし、くらくらするし……鼻血が出そうな気もするし……!!」

「……」

「ああっ、先輩の体温が伝わってくる……！　服越しにも分かる筋きん肉にく……骨こつ格かく……！　はあ……はあ……このまま一体化したい……」

「真ま面じ目めに聞け!!」

「いだっっ!!」

　足を蹴られたものの、クライヴが手伝ってくれるお陰で、泥かきはどんどん進んでいく。

（早く帰りたいからって、別に、私を置いて帰ることも出来るのに……）

　アシュリーの中で、喜びと共に、先ほど生まれた妙な苦しさがどんどん大きくなってきた。いままでクライヴに抱いていたのは、嬉しいとか大好きだとか、そういう明るいものだけだったのに。

　けれども、その感覚が不思議と心地ここちよく、作業が終わってしまうのをほんの少しだけ名残なごり惜おしく感じたのだった。
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　城に着くと、騎士たちの通用門を護まもる別隊が、アシュリーと一緒に帰き還かんしたクライヴを物珍しそうに見ていた。クライヴが誰かと行動することがめったにないからだろう。

　兵舎の廊下を歩きながら、疲れ切ったように息をつくクライヴに、アシュリーは改めてお礼を言う。

「先輩！　手伝って下さってありがとうございました、お陰で今日は服もちょっとしか汚れませんでした！」

「別に、お前のためじゃない」

「はい！　騎士として、国民のためですね！」

　アシュリーが言うと、クライヴから否ひ定ていの言葉は返ってこなかった。そっけない形での肯こう定ていが、とても嬉しい。

「飯……」

　廊下を歩きながらぽつりと呟つぶやいたクライヴに、アシュリーは胸がきゅんとする。

「先輩、今日は何が食べたいですか？」

「肉。あとは魚と麵めんとパンとスープ、芋いも」

（くうう、叶かなうならいますぐ厨ちゆう房ぼうに入りたい……!!　そしてこのお腹ぺこぺこの先輩に、私がご飯を作ってあげたい……っ!!）

　空くう腹ふくのクライヴに食べさせたい欲よつ求きゆうに身み悶もだえしつつ、アシュリーはそれを我が慢まんする。貴き族ぞくの男が凝こった料理を作れるなど、どう考えても不自然だ。葛かつ藤とうしていると、隣となりでクライヴがくしゃみをした。

「……っくしょん！」

「あああああ!?　先輩なんですかいまのくしゃみ!?　可か愛わいい！　殺す気ですか!?」

「うるせえ!!　殺すぞ!!」

「殺す気なんだやっぱり!!　ありがとうございます!!　そうですよね、ご飯の前にお風呂ですよね!!　体も冷えたし!!」

　そんなことを言いながら、辿たどり着ついた自室の扉を開ける。

（はあ……私が男なら、このまま一いつ緒しよに先輩とお風呂に行けたのに……先輩のシャツになるのが難むずかしいなら、せめていますぐ男に生まれ変わりたい……）

「……お前は風呂に行かねえのか」

「うっ……。お誘さそいは嬉しいんですけど……、すっごく嬉しいんですけど……!!」

「誘ってねえ。震ふるえるな気持ち悪い」

「でもでも……僕はお腹が空いてるので、お風呂はあとにします！　ほら、今日は汚れも少なくて、制服を着替えて手と顔を洗えば大丈夫ですし！　はは……」

　クライヴは胡う乱ろんな目をしたが、そのままひとりで風呂の支し度たくを始める。許されるならばその様子をずっと見ていたいのだが、物置で着替えてこなくては。

「それじゃあ、お先に食堂に行ってきますね！」

「……おい」

　クライヴが呼び止める声に、アシュリーはぶんぶんとかぶりを振った。

「ごめんなさい先輩……！　僕だって、本当なら先輩の背中を流したいですけど!!」

「違う。黙れ」

　チェストの前に立ったクライヴは、眉み間けんに皺しわを寄せたまま呟いた。

「──俺の下した穿ばきがない」

「え？」

　下穿きがない。

「……下穿きって、つまり、パンツのことですか？」

「……」

　パンツのことだ。

　考えて、アシュリーはごくりと喉のどを鳴らした。

「そ……そうですよね、改めて考えると、先輩もパンツ履はいてるんですよね……！」

「やめろ変態!!　呼吸を荒あらくして近づいてくるな!!」

「ああっ！　怯おびえる顔は駄だ目めです、もっと見たくなるんで！」

「だから触さわるんじゃない!!」

　しばらく攻こう防ぼうを続けたあと、クライヴは肩で息をつきながら言った。

「昨日、洗せん濯たく物ものを引き取ったときにはあったんだ。忙しくてそこから籠かごに入れたままにしていたが、いま見ると下穿きだけ消えている。お前、まさか……」

「え!?　僕を疑うたがってます!?　いくら僕でも盗ぬすんだりは、まだしてませんよ!!」

「『まだ』ってなんだ!?」

　アシュリーは潔白を表して両手を挙げる。だが、クライヴは白い目を向けたままだ。

「白状しろ」

「濡ぬれ衣ぎぬです、だってクライヴ先輩の私し物ぶつには触らないって約束じゃないですか!!　あ、でも、先輩の中で『先輩といえば僕』というイメージがついたってことは嬉し……って、いたたたたた、腕が食い込む、食い込んでます！」

「本当に違うんだな？」

「違います！」

「……ちっ」

　首に固定されていたクライヴの腕がぱっと離れる。

「なら、俺が落としたんだろうな」

　クライヴは少し気まずそうな顔をする。珍めずらしい表情に、アシュリーはひっそり興こう奮ふんした。

（はあ……っ、ちょっと罪悪感がありそうなこのお顔、ごちそうさまです……!!　疑ってもらえてよかった～～～!!）

　アシュリーは恍こう惚こつとする。しかしよくよく考えてみれば、クライヴのパンツが盗まれるなんて由ゆ々ゆしき事態だ。

「先輩！　安心してください！　僕が犯人を捜さがして、パンツを取り返します!!　そんなお宝たから……じゃなかった私し的てきなものを盗むなんて、許せません！」

　ぐっと拳こぶしを握り込み、アシュリーはクライヴに迫せまる。

「なんでだよ。お前が盗んだんじゃないなら俺の過失だろ」

「いいえ、盗まれたんです!!　この界かい隈わいに、クライヴ先輩を狙ねらう変態が僕以外にもいるってことですよ!!」

「お前みたいなのは、ひとりで十分なんだよ!!」

「僕が先輩の唯ゆい一いつ無む二に……!?　ありがとうございます、ありがとうございます!!」

「もういい……」

　クライヴはなんだか疲れた様子だ。アシュリーは浮うかれたが、すぐに本題を思い出した。

　何が何でも犯人を見つけて、下着を取り返してみせる。

「手始めに犯行予想時間ですね。昨日、洗濯物をどこかに放置とかしてませんか？」

「だから、犯行じゃなく俺の不注意だろうって……」

　クライヴは言いかけて、ふと言葉を止める。

「……そういえば、昨日籠を引き取ってから、同じ近衛隊の騎士に呼び止められた。そのときに、いったん物もの干ほし場ばに籠を置いたまま席を外したが」

「じゃあ、きっとそのタイミングですね！」

　アシュリーはふんふんと頷いた。

「次に、盗とう難なん物ぶつの特とく徴ちようを！」

　盗まれたものを知ることが、捜そう査さの際には大事なポイントだ。騎士団に入団してから教えられたことを、存ぞん分ぶんに糧かてにする。

「問題のパンツは何色ですか？」

「……黒だ」

「ふんふん。なるほど」

　アシュリーはしっかりと心に記き憶おくをした。クライヴのパンツは、黒。

「それで、いったいどんな形の？」

「形ってなんだ、普ふ通つうに決まってんだろ」

　その言葉に、かっと目を見開く。

「……普通って、なんですか」

「は？」

　クライヴが眉まゆ根ねを寄せたが、これは大事な問題なのだ。

「だから、普通ってどういうことなのか詳くわしく聞かせてください!!　形は生き地じは大きさは厚みは!?　先輩にとっての！　普通の！　パンツとは!!」

「……っ、お前そもそも食堂に行くんだろうが！　遊んでないでさっさと行って来い！」

「ぎゃ───っ！　捜査にどうかご協力を────っ[image: ]」

　抵てい抗こうもむなしく、そのまま部屋から放り出される。しかし闘とう志しは消えず、アシュリーは扉に縋すがりついた。

「先輩！　絶対犯人を見つけてみせますから、そのときはどうか、報ほう酬しゆうに先輩のいらないパンツを下さいね!!」

「いい加減にしろ!!」

　かくしてアシュリーは、下着泥どろ棒ぼうの痕こん跡せきを追うべく、調査を開始したのだった。
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　一日の仕事を終えた騎士たちは、先に食堂に顔を出すことがほとんどだ。そのためか、居住部屋が大半を占しめる夜の兵舎は、不思議な静けさに満ちていた。

　アシュリーはそれを確かめると、手近な一室をノックして、そっと扉を開ける。

「お邪じや魔ましまーす……」

　恐おそらく誰もいないだろうと、そう踏んでいたのだが……。

　四人部屋の隅すみにある寝しん台だいで、第一部隊の先輩騎士であるイアンが本を読んでいた。

　アシュリーの姿を見て、イアンは神経質そうに眉根を寄せる。

「なに？」

「あ、いえ、お構いなく。今日は特別清せい掃そうの日なので、ええ」

　そう言ったアシュリーの格好は、真っ白なエプロンに顔を隠かくす口布、そして箒ほうきにバケツという完かん璧ぺきな掃除夫の姿だった。

「ちょいと失礼しますよ。夜分にすみませんね、はい」

「は？　待って、あんたいったいなにやってんの」

「はい、はい。大丈夫、掃除に来ただけなので怪しくありません。それじゃあちょっとお邪魔して、寝台の下から……」

「ちょっ……何考えてんの本当に！　馬鹿!?　やめろって、おい……アッシュ!!」

　まさかの自分の名前を呼ばれ、アシュリーはがばりと顔を上げた。

「なんでバレたの!?　この変へん装そうで！」

「バレバレに決まってんだろ!?　何あんた。ついにクライヴへの執しゆう着ちやくだけじゃ飽あき足たらず、不特定多数への変態行こう為いに目覚めたわけ？」

「まさか！　僕は生しよう涯がいクライヴ先輩一ひと筋すじだから!!」

　アシュリーは全力で否定しつつ口布を取った。

　そして、イアンに事情を説明する。

「はぁ？　クライヴの下穿きが盗まれたあ？」

「そう！　だから、パンツと犯人を捜してるんだ。ということでイアン、昨日の昼休み、何してたか教えて！」

　いつもクライヴが洗濯物を取りに行く時間だ。そのときに籠を放置したというのなら、犯行があったのはこの時間だろう。

「まさか俺を疑ってるわけ？　有り得ないんだけど!!」

　イアンは憤ふん慨がいし切った目でアシュリーを睨にらんだ。誰しも、いきなり下着泥棒の疑ぎ惑わくをかけられればこうなるはずだ。

「そもそもが、クライヴに関する犯罪なら一番怪しいのはあんたでしょ？」

「えへへ……。先輩にもそう言ってもらえた」

「うわ、なんで喜んでるわけ。きも……。──俺が物干し場に行ったのは仕事のあとだよ、分かったらさっさと出てって！」

　イアンに追い出されたあとも、アシュリーは各部屋を巡めぐり、聞き込みを続けていった。

　そして夜も更ふけたころ、兵舎内談話室。

　談話室は、このくらいの時間になると、各自が持ち寄った酒を楽しむ場所になる。

「ということで、ヴィクター隊長も昨日のお昼休みの行動を教えてください！」

「おう、その時間ならこいつらと一緒に、仕事で王おう城じようの主しゆ塔とうにいたぜ」

　仲間たちと果実酒を呷あおっていたヴィクターは、にやにやと笑った。

「しっかし本当、傑けつ作さくだよなあ！　まさかクライヴのパンツがねえ。ははっ、野や郎ろうのパンツなんか盗んで何が楽しいんだか」

「でも隊長、今回はクライヴ先輩のパンツですよ？　きっと泥棒もつい魔まが差して……ううん、計画的犯行かも！　気持ちは分かるけど、実行するなんて許せませんよ！」

「すまねえなあ、おっさん全然分かんねーわその感情……」

　そんなやりとりの中、談話室の傍を別の騎士たちが通りかかった。

「それにしても、クライヴさんのこのあいだの捕とり物ものはすごかったよなあ！」

　聞こえてきたクライヴの名前に、アシュリーはぴくりと耳を動かす。

「王子殿でん下かの護衛中、街かい道どうに出た賊ぞくをまとめて片づけちまうんだから」

「さすが、史上最年少で王立騎士団の近衛隊に抜ばつ擢てきされただけのことはあるぜ」

「憧あこがれるよ。孤児っていう不ふ遇ぐうの出自にも関わらず、それを意にも介かいさない出しゆつ世せ劇げき！」

「あーあ。俺も早く近衛隊まで出世して、クライヴさんと一緒に仕事してみたいな」

「そこの皆さん、止まって下さい！」

　アシュリーは、騎士たちの前にばっと飛び出して両手を広げた。真新しい制服を着た彼らは、アシュリーと同じく最近騎士団に入った新人だ。

「昨日のお昼休み、皆さんはどこで、何をされてましたか!?」

「なにって……みんなで軽くチェスをしたけど？」

「皆さん揃そろってですか？　そのあいだ、席を外した人は？」

「別に、普通に飲み物取りに行ったりトイレに行ったりしたからなあ」

「な、なんてこと……それじゃ、全員アリバイはないってことに？」

　アシュリーは床ゆかに突つっ伏ぷした。そして、ぶるぶる震える手を見下ろして呟く。

「これじゃ、いつまでたってもパンツを盗んだ容よう疑ぎ者しやが絞しぼれない……世界中の人が、クライヴ先輩を狙ってる……！」

「狙うって……おい、もしかして、また上の連中がクライヴさんに何かしたのか？」

「え!?　パンツを盗んだ人間に心当たりがあるんですか!?」

「ぱ、パンツ？　いや、クライヴさんが上じよう層そう部ぶに煙けむたがられてるって話じゃないのか？」

「煙たがられてる？　どうして!?　あんなに完璧な人なのに!!」

　重ちよう宝ほうされこそすれ、嫌いやがられる理由があるはずもない。だが、そう単純ではないようだ。

「孤児なのに近衛騎士に上り詰めて、まだまだ出世の見み込こみがあるからな。上の奴らの中には、その座ざを蹴け落おとされやしないか冷や冷やしてる連中もいるのさ」

「しかも、近衛騎士っていう地位だけじゃない。なんせあの人は──騎き士し爵しやくの叙じよ勲くんを受けることになってたんだから」

「騎士爵!!」

　アシュリーは驚く。

　騎士爵は、功績を上げた騎士に授さずけられる特別な爵しやく位いだ。

　その歴史は古く、由ゆい緒しよあるものだが、実際に叙勲された例は数えるほどしかない。この国では、百年ほど前に戦争で活かつ躍やくした騎士が手にしたのが最後のはずだった。

「クライヴさんは敵国との交戦地ち域いきに配属されて、すごい戦果を上げてるからな。敵国との和平準備が進んでるが、この状じよう況きようを作り出したのはあの人の功績が大きい」

「で、でもなんで!?　そんな話が出てたのに、どうしてクライヴ先輩はその爵位をもらえなかったんですか!?」

「もらえなかったんじゃない──あいつが、自ら辞退したんだよ」

　ヴィクターの声に、アシュリーは振り返る。

「……というか、お前ら気をつけろよ。こんな噂うわさ話ばなししてるなんてバレたら、クライヴの奴、相当怒るぜ。この話はあいつにとって、御ご法はつ度となんだからな」

「御法度って、どうして……？」

「誰にでも触れられたくない過去ぐらいあるだろ？　俺に話せるのはそれぐらいだ」

「あ……、ごめんなさい……」

　ヴィクターは、恐らく事情をすべて知っているのだろう。でも、クライヴが表おもて沙ざ汰たにしたがらないことを、これ以上詮せん索さくするわけにはいかなかった。

（クライヴ先輩のことなら、なんでも知りたいって、そう思うけど……）

　それでも、アシュリーの知らない過去があって当たり前だ。アシュリーに聞く権けん利りもない。

　肩を落とし、談話室の窓から中庭を見下ろした、そのときだった。

（……クライヴ先輩！）

　風呂のあと、仕事で再び王子に呼び出されたらしいクライヴが、執しつ務む塔とうに向かって歩いていく。先ほどまで沈んでいた気持ちが、その姿を見るだけで高こう揚ようした。

「くよくよしてなんか、いられない……！」

　アシュリーは使命感に燃え、ぐっと両手を握り締める。そして窓を開け放ち、庭のクライヴに向けてぶんぶんと手を振った。

「待ってて下さいクライヴ先輩!!　パンツ泥棒からもあなたを狙う上層部ひとたちからも、僕がきっと守り抜いてみせますからあああああっ!!」

　クライヴは一度こちらを見上げたが、反応せずにそのまま歩き始める。気づかれていないのだと疑いもせず、アシュリーはもっと声を張り上げた。

「せんぱあああああああああい!!　先輩の貞てい操そうは、汚させませえええええん!!」

「うるっせえ!!　これ以上そこで妙なこと叫さけんだら殺すからな!!」

「先輩……!!　僕の言葉に、あんなに感かん激げきしてくれて……!!」

　反応されて喜ぶアシュリーを尻しり目めに、ヴィクター以外の騎士たちは、戸と惑まどいを隠せない目でそのやりとりを見み詰つめていたのだった。
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　──盗難発覚から数日後の深夜。

　脱だつ衣い室しつに忍しのび込こんだアシュリーは、棚たなの陰かげから顔を覗のぞかせ、辺りをきょろきょろ窺うかがった。

（よし。他には誰もいない……）

　先ほど、クライヴが中に入ったのは確認済みだ。この時間に風呂を使う騎士は少なく、人目がない。

（聞き込みも成果は上がらなくて、物干し場の見張りは失敗しちゃった。けど、犯人の目的が先輩のパンツなら、きっともうじき二度めの犯行があるはず……！）

　アシュリーが犯人ならば、もっとも守りが甘く、無防備なこの時間を狙う。

　そう睨み、クライヴのあとをつけてきたのだ。

（来るなら来い、パンツ泥棒！　……って）

　中から聞こえてきた水の音に、アシュリーはぎくりと体を強こわ張ばらせた。

（あれ……？）

　なんだか心臓がどきどきとし始める。

（そ、そういえば、よく考えたらこの扉の向こう……裸はだかの、クライヴ先輩が、いる……？）

　そう思った瞬間、頭が破は裂れつするかと思った。

（え!?　うそ、そういうこと!?　いやお風呂に入ってるから当たり前なんだけど!!）

　衝しよう撃げきの事実に眩め暈まいがしそうだ。心臓を押さえ、意識して深しん呼こ吸きゆうを重ねた。

（落ち着いて……扉の向こうのクライヴ先輩が裸だからってどうしたの……いつも私が見てる先輩だって、服の下は全ぜん裸らだもん……ぜんら……えっ……すごくない……？）

　視し界かいがぐるぐると回り始める。水の音がしていたのは十分ほどだったが、アシュリーにとっては何時間にも感じられた。早く終わって欲しいような、もっとこの音を聞いていたいような、訳わけの分からない混乱にとらわれる。

　そのとき、風呂場の扉が開いた。

「ひいいいっ」

「うわっ!?」

　慌てて背中を向け、脱衣場の隅に駆かけ込こむ。脚がもつれるが、それどころではない。
















「……何してんだ、お前」

「や、ややややましいことをしにきたわけでは！　違うんです、違います!!」

「……？　風呂に入りに来たんだろ？」

　そう言われ、クライヴに背を向けたままアシュリーははっとした。

　ここは男性が使う風呂場で、アシュリーは男ということになっている。

　男が男の浴場にいて、そこで男とばったり鉢はち合あわせるなんて普通だ。堂々としていなければ怪しいではないか。

（わ、分かってる。だけど……）

　間違っても振り向けない。

　背中の向こうで、クライヴの着替えている気配がする。衣きぬ擦ずれの音と、軽く軋きしむ床。

「はー……っ、はあー…………っ」

「おい……本当に大丈夫か？　お前の頭」

「大、丈夫です。やっぱ大丈夫じゃないです、いま話しかけないでもらえると……」

「……？　おい。髪かみに」

「え？」

　ぎしり。

　床の軋む音が、真後ろで聞こえた。そして、次の瞬間。

「……っ」

　クライヴの大きな手が、アシュリーの髪に触れた。

　それはほんの一いつ瞬しゆん。

　けれども確かに、彼の指が触れてくれたのだ。

「そんな隅でうずくまるから、埃ほこりついてんじゃねえか」

「あ……ああ……」

「というかそこで何やってんだ。さっさと出て来い」

「ああああああああああああ!!」

　首根っこを摑まれて、逃げ込んだ物もの陰かげから引きずり出された。

「駄目ですううう、駄目です駄目です駄目です死んじゃいます!!」

「は？」

「で、でもでも僕から見るんじゃなくて、これは先輩のせいですからね!?　先輩のせいで見えてしま……」

　薄うす目めを開けたアシュリーだが、濡れた髪のクライヴがすでに衣服を纏まとっていることに気がついて、息を吐はき出だす。

「あっ、もう着てる……ほっとしたような、残念なような……」

「お前、まさか……風呂に入りに来たんじゃなくて、ついに覗きにまで手を染……」

「違うんです、違うんです、すべては先輩を護るために!!　クライヴ先輩の貞操とパンツを狙いに来たわけでは!!」

「いい加減にしろ!!」

「ぎゃ──────!!」

　脱衣場の中で、アシュリーは、先ほどまでとは違う悲鳴を上げたのだった。
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　風呂から引ひき揚あげたあとの夕食どき、兵舎内の食堂。

　食事をする騎士たちで賑にぎわう中、風呂上がりのクライヴと向き合って座るアシュリーは、強い視し線せんに射い抜ぬかれてさっと目を逸らした。

「なんでこっちを見ない」

「いえ……先輩は服の下が全裸なんだと思うと、その……」

「……？　とにかく、覗きじゃないっていうなら、いますぐどういうつもりか話せ」

　大量に積み上げられた空の食器を脇によけると、クライヴは椅い子すに体を預けた。

　アシュリーは服の裾すそを握り締め、びしっと背せ筋すじを正して進言する。

「では、先輩！　ずばり言います。先輩の！　貞操は!!　狙われています!!」

「は……？」

「今回のパンツ盗難をきっかけに、確信しました！　先輩は!!　ご自分の魅み力りよくを全然理解していらっしゃらない!!」

　ずいっと迫ったアシュリーに、クライヴが身を引いた。

「なんだよ！　いきなりにじりよるな！」

「この城にはあなたをお慕したいする人間が多過ぎるんです！　騎士とか騎士とか騎士とか、料理番とか！　侍じ女じよとか執務官とか掃除夫とか、あと馬とか!!」

「いや、最後のやつはいったいなんだよ」

「ここ数日の調査では聞き込み出来なかった人も、先輩に憧れている可能性が……」

「聞き込み？　お前馬相手にそんな馬鹿な聞き込みしたのか？　医者を呼べ医者を」

「つまりですね！」

　がしい！　っとクライヴの肩を摑み、その目を覗のぞき込こんだ。

「パンツ泥棒の件もそうなんです。一いつ刻こくも早く見つけないと、きっと大変なことになります！　それで僕、正せい攻こう法ほうで犯人が見つからないなら、次は犯人の気持ちになってみようと思って……」

「顔が近ェ!!」

「ぎゃあっ!!」

　ごつんと頭突きをされて、アシュリーは顔を離す。クライヴは渋じゆう面めんを作ったままだが、アシュリーの話を最後まで聞いてはくれるようだ。

「……それで？」

「普通に先輩を押おし倒たおそうとしても、戦って敵かなうわけがないし。僕ならどんな方法で先輩を襲おそうか考えたら、無防備なお風呂しかないと思ったんです」

「あのな。そもそもお前、まだ盗まれたって言い張ってんのか？　たかだか下穿きをなくしたくらいで、押し倒すだの襲うだのと飛ひ躍やくしやがって」

「──パンツを盗む目的って、なんだと思いますか？」

「なに？」

　真面目な声こわ音ねで尋たずねたアシュリーに、クライヴが眉根を寄せた。そして、思わずといった風に思案の様子を見せ、口を開く。

「……嫌がらせ、とかか……？」

「だから!!　先輩は、もうぜんっぜん分かっていません!!」

　食堂の机をどんと叩いたアシュリーに、クライヴがびくりと身を引いた。

「いいですか！　僕が思うに、理由は大まかに分けて三つです。ひとつめは、先輩の言うような嫌がらせ。ふたつめは、手に入れたパンツ自体が目的のパターン。用よう途とはちょっと、公共の場では言えないので割かつ愛あいします」

「おい待て、言えないってなんだ」

「三つめは、先輩の反応に期待しているパターンです。パンツを盗まれた先輩の顔、それを見て興奮したい。そんな思いから犯行に及およんだ可能性があります」

「……？　なんでそんなところを見て興奮する」

「そりゃあ美お味いしいからに決まってるでしょう!?　戸惑ってる顔とか、俺の下着を何に使うんだ!?　って混乱している顔とか。自分の魅力に気づいてない無防備さとか、その他た諸もろ々もろ……!!」

　それには無限の価か値ちがある。

　そんな思いを込め、ぐっと拳を握り込んだ。若じやつ干かん後ろに退ひいたクライヴは、完全に疑いのまなざしを向けている。

「おい、やっぱりお前が犯人だろ……」

「とにかくですね！　この騎士団には、先輩を色んな意味で狙っている人間が僕以外にもいるってことです！」

「お前も入ってんじゃねえか！」

　舌打ちをされるが、こんなところで揉もめている場合ではない。

「先輩も悠ゆう長ちようにしてないで、僕と一緒に探しましょう。パンツを盗まれた四日前の昼休み、物干し場に立ち寄った人を捜すんです！」

「……昼休み？」

「え？」

「俺があの日、洗濯物を取りに行ったのは、仕事終わりだ」

　アシュリーは、思わぬ事実にぎょっとした。

「なんでですか!?　先輩、毎週その曜日の業務後はどこかに消えてますよね？」

「なんで知ってんだよ」

「いつでもお傍にいたくて、先輩の仕事中以外の行動はなるべく把は握あくするようにしてるんです！　でも、その曜日だけは毎週どうしても行方ゆくえが分からなくて！」

「おいこらふざけるな。なに堂々と尾び行こうを白状してんだ」

「ち、ちなみに、その日はどうして普段と違う行動をとったんですか？」

「……別に。なんでもいいだろ」

　返事を濁にごされ、アシュリーは「そうですか……」とうなだれた。

（毎週同じ曜日に、仕事が終わるとどこかに消えてることも否定しないんだ……）

　気になる。

　しかし、一度濁されてしまっては重ねて尋ねることも出来ない。ヴィクターに言われた、「誰にでも触れられたくない過去ぐらいある」という言葉が思い出される。

（なんか、ちょっとさびしいな……ミステリアスな先輩も素す敵てきなんだけど、そういうことも話してもらえるようになりたいというか、なんというか……って、あれ？）

　瞬まばたきを繰くり返かえしたあと、アシュリーははっとする。

「待ってください！　あの日、先輩が洗濯物を取りに行った時間が仕事終わりなら、目もく撃げき者がいるはずです!!」

　そこからは、あっというまだった。

　あの日の業務後に洗濯物を取りに行ったイアンの元へ行き、確かに洗濯物の籠が置いてあったと確認を取る。さらにその時間、兵舎の洗濯を担たん当とうする下女が出入りしていたことも。

　そして、翌日。

　アシュリーとクライヴが尋ねに行くと、年かさの下女はすぐに認めて頭を下げた。

「すみません。実はあのとき、私の不注意で籠を倒たおしてしまって……！」

　彼女の言い分はこうだった。

「ばつが悪くて、言い出せなくて。本当はすぐに洗い直してお返ししたかったんですけど、兵舎で洗い直すと気づかれてしまいますし。家に持ち帰って洗い直して、落とし物としてお届けしようと思っていたんです！」

「……」

「ひ、ひい……本当にすみません……！」

　クライヴの呆れた顔に、下女が怯えたような顔をする。アシュリーは色々言いたいのを堪こらえ、なんとか冷静に挙きよ手しゆをした。

「ちょっといいですか？　そういう事情があったにしても、どうして今日までパンツが戻ってきていないんでしょう。せめて翌日のうちなら、気づかれることもなかったのに」

「ごめんなさい……いざお返ししようと思うと、ちょっと恥はずかしくて……」

　下女はうなだれたあと、改めて深く頭を下げた。

「こうして直々に注意していただかないと、ずっとお渡ししそびれてしまうところでした。申し訳ありません、すぐにお持ちします！」

「……別に、そんなに急いでるわけでもない」

　クライヴは溜め息をつき、興味もなさそうに踵きびすを返して歩き始める。

「仕事の手が空いたときにしろ。じゃあな」

「あ。多分あれ、忙しいんだから無理に急がなくていいって意味だと思います！」

「アッシュ！　勝手な妄もう想そうを広めてんじゃねえ！」

「はあい！　……それじゃ、先輩のパンツ、返しておいてくださいね!!」

　アシュリーは下女に言い、クライヴの背を追った。そのままふたりで訓練場に向かう途と中ちゆう、クライヴが不ふ機き嫌げんそうな声で言う。

「何が泥棒だ。やっぱりお前の勘かん違ちがいじゃねえか」

「え!?　いやいや、あのまま帰ってこなかったら同じじゃないですか！　僕たちに指し摘てきされなかったらこのまま返しそびれたって、あの女ひ性とも言ってたし！　パンツが戻ってくることになったのは、僕たちの捜査のお陰です！」

「……まあ、女が男の下穿きについてなんざ言げん及きゆうしにくいだろうからな」

「そうそう、女性が男の人のパンツになんか……あれ？」

　一瞬我わが身みを振り返りそうになったが、アシュリーは考えることをやめた。クライヴが、思わぬ言葉を漏もらしたからだ。

「……今回の件は、借りにしてやる」

「え!?」

　アシュリーが捜さなければ、下着が戻ってくる可能性が低かったと認めてくれたのだろうか。

「そんな、クライヴ先輩！　貸し借りなんてありませんよ。僕はただ……」

　アシュリーは首を横に振ると、クライヴにすっと手を差し出した。

「──なんだ、この手は」

「報酬を下さい」

「報酬って」

「先輩のパンツです!!」

「は!?」

　力いっぱいの叫さけび声ごえがする。

「お願いしましたよね!?　犯人を見つけたら、先輩のいらなくなったパンツが欲ほしいって！」

「……おい」

「僕はパンツは盗みません、先輩の悲しむ顔は見たくないので！　本人から正当に受け取りたいんです、パンツを下さい！」

　きらきらと瞳ひとみを輝かせ、期待を込めてクライヴを見上げる。

「……アッシュ……」

　クライヴがふっと息を吐はいた。彼にしては珍しく、穏おだやかな声音だ。

（えっ……まさかこれ、本当にくれる雰ふん囲い気きなのでは!?）

　そわそわとするアシュリーに向け、クライヴが手招きをした。

「こっちに来い」

「先輩！」

　これで、望んでいた物パンツが手に入る。

　そう確信し、アシュリーは幸せ全開でクライヴに駆かけ寄よった。

「ああ、先輩……!!　ありがとうございます、ありがとうございま……うっ!?」

「人がせっかく、譲じよう歩ほしてやったのに……」

「いたたた、あの、食い込んでますよ先輩!?　げんこつが、僕のこめかみに思い切り食い込んで……というかこれ、めり込んでるめり込んでる!!」

「うるせえ!!　報酬が欲しけりゃくれてやる、ほらよ!!」

「あああああああ!!　ごっ……ご褒ほう美びやめてくださいいいいいいい！！！！」




　アシュリーの声は、訓練場の隅すみ々ずみまで響ひびき渡わたった。
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　王立騎き士し団だんには、城内や王都に関する様々な情報が集まってくる。

　重要な情報や、噂うわさ話ばなしの領りよう域いきを出ないものまで、信しん憑ぴよう性せいは様々だ。騎士たちはそれらを慎しん重ちように見分け、国の平和を護まもるための貴き重ちような材料にしている。

　そして、このところの王都を揺ゆるがす噂は、こんな内容だった。

「──知ってるか？　どうにも近ちか頃ごろ、街に女の化け物が出るらしい」

　仕事終わり、訓練に使った道具を片づけていると、第一部隊の隊長であるヴィクターがにやりと笑った。

「怖こわいなあ。見回りのときに気をつけねえとな、お前らも」

「や、やめてくださいよヴィクター隊長……化け物だなんてそんな、なあみんな？」

　若い騎士たちは、両手に模も造ぞう剣けんを抱かかえたままぞくりと体を震ふるわせた。しかし、そこにヴィクターが追い打ちをかける。

「目もく撃げき証言はひとつやふたつじゃねえんだ。姿すがた形かたちは若い女のそれなんだが、顔は二目と見れないほどに醜みにくく爛ただれている。女は必死に何かを探していて、そいつとすれ違うと、妙みように甘あまったるい匂においがするんだとか。その匂いを嗅かぐと、何も考えられなくなって……」

　ヴィクターの低い声は、まるで地を這はうかのように低く、不気味な響ひびきを帯びていた。騎士たちはその雰ふん囲い気きに吞のまれ、すっかり青ざめている。

「う、噓うそですよね隊長……」

　一方でイアンが、平然とした態度で肩かたを竦すくめた。

「やだやだ。センパイたち、王立騎士団の騎士ともあろう者が、そんな噂に踊おどらされて恥はずかしくないんですか」

「なんだとイアン！」

　明らかな煽あおりに、年長者たちは訓練用の人形を運びつつ唸うなった。雑談をしながらも、手を止めるようなことはしない。

「騎士だって怖いものは怖いんだよ！」

「実在しない化け物よりも、本当に怖いのは人間ですよ。たとえばほら、あれとか」

　イアンが指を差した先にいるのは、隅で防具を磨みがいていたアシュリーだ。

「クライヴを追い回す化け物でしょ。夜中、執しつ務む塔とうにある近衛このえ隊たいの部屋の窓まどに張りついてるのを見たときには、応おう援えんを呼よぼうかと思ったくらいだし」

　そう言って、イアンはけらけらと笑い声を上げる。しかしアシュリーが反応しないのを見て、面おも白しろくなさそうにくちびるを曲げた。

「……って、ちょっと。聞いてんの？」

「え!?　あ、聞いてる聞いてる！　なんだっけ、ヴィクター隊長の幽ゆう霊れいが窓に張りついて応援してくれる話？」

「何それ、街の噂より怖いんだけど」

　イアンのしかめっ面つらを見て、アシュリーは上の空だったことを自覚する。

「ご、ごめん、実は聞いてなかった……ちょっと考えごとをしてて……」

「アッシュが考えごとだって!?」

　訓練場にざわめきが生まれた。イアンは気に入らなかったのか、わざわざアシュリーの前にしゃがみ込んでくる。

「生意気。新人はそんなことより、真ま面じ目めに手を動かしなよね」

「心配してくれてありがとうイアン……実は、最近先せん輩ぱいの尾び行こうに力を入れてるんだけど」

「ちょっと。聞いてもないのに勝手に喋しやべり始めるのやめてくれる？」

「先輩が、毎週月曜の夕方から夜に必ずどこかに出かけてること、イアンは知ってる？」

　尋たずねると、どうでもよさそうにしていたイアンが少し眉まゆ根ねを寄せた。

「どれだけ仕事が忙いそがしくても、早く仕事を終わらせるためにお昼を食べる時間を削けずってまでそうしてるみたいなんだ。先輩、お腹なかが空くのは嫌きらいなはずなのに……どうしても予定が入りそうなときは、代わりに別の時間に消えてる」

「あんたって……本当に細かくクライヴのこと見過ぎで気持ち悪いな」

「理由を知れば、先輩の助けになれるかもしれない。あと、単たん純じゆんに先輩のことが知りたい。先輩の一日のすべてを知らないと気が済すまない!!」

「そっちが本音だろ!?」

　しゃがんでいたイアンは、膝ひざに頰ほお杖づえをついたあと、目を細める。

「ま、気になってなかったといえば噓になるけど。あいつの弱みなんて面白そうだ」

　誰にでも意地の悪い物言いをするイアンだが、ことクライヴに関しては、一いち段だんと愛ある悪意を注いでいるらしい。アシュリーは、小さくうなだれた。

「だけど、毎回尾行が失敗するんだ。気がつくと見失ってる。いっそ直球で聞いてみようかとも思うんだけど、聞きにくいし」

「あんたにもそういう遠えん慮りよがあるなんて、驚おどろきだけど……」

「今日は月曜日だから、きっと仕事のあとにいなくなる。次こそ尾行に失敗したくないなって思うと、考え込んじゃって」

　そんな話をしていると、騎士たちが不意に声を上げる。

「おい、クライヴだぞ。珍しいな、こっちに顔出すなんて」

「クライヴ先輩!?」

　第一部隊の訓練場に入ってきた彼の姿に、アシュリーは慌あわてて立ち上がった。そのままクライヴの元に駆かけ寄よると、ざざーっと地面を滑すべって足元に跪ひざまずく。

「お久しぶりですクライヴ先輩!!　お元気でしたか!?　先輩にお会いできない時間、とってもさびしかったです!!」

「ふざけんな、何が久しぶりだ。お前とは今朝部屋で会ったばかりだろうが」

「先輩にとっては数時間でも、僕にとっては永遠くらいの長さでした!!　あああああっ、ちょっと触さわらせてください……会えない時間に育てた愛を先輩に送り込みますので、目をつむっ……かはっ!!」

「──おいヴィクター。今日、日につ勤きんが終わったあと執務塔に来い。今朝の見回りのときに起きた例の件で、詳しよう細さいを確認させろ」

「はいよ。その件は、ゆうべの見回りだったこいつらの話と合わせて説明をさせてくれ」

「ぜえっ、はあっ……くっ、先輩の膝がみぞおちに入る感覚……この痛いたみが、愛……？」

　腹はらを押さえながら床ゆかに突つっ伏ぷしたアシュリーだが、クライヴが訓練場を立ち去る瞬しゆん間かん、ふと鼻をくすぐる香かおりに気がついた。

　慌てて顔を上げる。扉とびらはもう閉ざされてしまったが、間ま違ちがいない。

「先輩から、あまい、におい……？」

　アシュリーの呟つぶやいた言葉に、騎士たちやイアンが首をひねる。

「そんな匂においしたか？」

「したんじゃないの。こいつの身体能力、クライヴのことになると動物並みだから」

「え、怖……っ。対クライヴ限定ってところがまた怖……」

　けれど、今朝のクライヴからはあんな香りはしなかったはずだ。

「なるほどね」

　イアンがくすりと笑ったので、アシュリーは慌てて彼に尋ねた。

「何か分かったの？　イアン」

「あんたが言ったんだろ。クライヴが毎週月曜日、夜に姿を消すって。そんな不審な行動をとる日に、突然香った甘い匂い……」

　イアンは人差し指を立て、アシュリーに突きつける。

「もしかして、噂の化け物になにか関係するんじゃない？」

「え!?」

　イアンの言葉に、周囲の騎士も驚いて声を上げた。

「こ……こじつけだろ？　いくらその化け物から、甘い香りがするって噂でも」

「でも、香水なんてつける奴じゃないぜ。こんなタイミングでなんて、偶ぐう然ぜんにしては出来過ぎてるし……」

「そういえば……先輩からした匂いって、百ゆ合りの花の香りだったかも……？」

「なに!?」

　アシュリーの言葉に、談話室がざわめく。

　この国では、百合とは死者に捧ささげるための花だ。その印象が強過ぎるせいで、他の場に百合は使われない。

　どうして、死者の花の香りが、クライヴからしたのだろう。

「墓地に行ったんでしょ」

「え!?」

　イアンの一言に、その場が凍こおりつく。

「この国で百合を使うなんて、葬式か墓参り以外有り得ない」

「で、でも！　今日は月曜日だけど、まだ先輩が消える時間じゃないよ!?」

「さっきヴィクター隊長と話してただろ、仕事終わりの時間に執務塔で会議だって。夜に予定が入った日は別の時間に消えるって、あんたが言ってたんじゃないか」

「それは……」

「……ひょっとして、大変なことになったかもね」

　イアンはにやりと笑い、明らかに面白がっている様子だ。しかし、クライヴのことで頭がいっぱいなアシュリーは気づかない。

「毎週月曜日、あいつが夜に姿を消す謎なぞ。百合の香り。もしかしてクライヴは、噂の化け物に取とり憑つかれているとか……」

「えええええ」

　アシュリーは、あまりに突とつ飛ぴな発言に困こん惑わくした。

「まさか！　先輩がそんな、変なものに取り憑かれるなんて……！　ねえ皆さん、有り得ませんよね!?」

「いや、現に取り憑かれてるじゃねえかお前に」

「化け物っぽい存在に」

「取り憑いてません！　見守ってるんです！」

　アシュリーの抗こう議ぎをよそに、騎士たちの顔はどんどん曇くもっていく。

「イアンの言う通りな気がしてきた……偶然とは言い切れないんじゃないか？」

「いやいや、そんな馬鹿な……。いや、でも……」

「だとしたら放っておけねえよ。あいつは生意気でおっかないけど、俺たちの仲間だ」

「でも、いきなり『お前、取り憑かれてないか？』とか聞くわけにもいかないし……」

「ああ。そのまま冷ややかな目で切り捨てられて終わりそうだな」

　悩む面々を前にして、アシュリーの脳のう裏りにひとつの案がよぎる。

「はいはいはい!!　皆さん、僕に考えがあります!!」

　悩める騎士たちに向け、アシュリーは元気よく手を挙げた。

「先輩を尾行しましょう。ひとりなら失敗しても、みんなで追えば成功率が上がるかもしれません！　僕に協力して欲し……じゃなくて、これで疑問を晴らしましょう!!」

「尾行……？」

「はい！　みんなで、クライヴ先輩が何をしているのか、調べればいいんですよ！」
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　一週間後、日勤の仕事が終わった時間。

　騎士団の勤きん務む時間は、日勤と準じゆん夜や勤きん、そして夜勤の三つに分かれる。近衛騎士であるクライヴは日勤が多く、仕事終わりといえばいつも夜だ。

　この日、第一部隊で日勤となったのは、アシュリーを含めて十人ほどである。そしてその十人に加え、隊長であるヴィクターまでもがクライヴの尾行についてくることになった。

「おい、押すな押すな！」

「いやー、仲間をつけるなんてどきどきするなー！」

「プロの変態の尾行術が見られるなんて、普ふ段だんの仕事でも役に立ちそうだぜ」

　わいわいと楽しそうな先輩騎士の声を聞きながら、壁かべに張りついたアシュリーはキリッとした顔をする。

「しっ……！　先輩たち、駄目です、静かにしてください……！　尾行は目立たないことが肝かん心じんですよ……！」

「悪い悪い。クライヴをいじる……じゃなかった、心配できるなんて滅めつ多たにねえし、なんかちょっと楽しくなっちまって」

「へへ、俺なんて昨日、緊きん張ちようしてあんまり眠ねむれなかったぜ……」

　騎士のひとりが鼻の下を擦こする。アシュリーは、彼の心意気に感動した。

「寝ね不ぶ足そくなのについてきて下さるなんて……皆さんいつもクライヴ先輩のこと『怖い』とか言っておいて、ちゃんと心配なんですね！」

「もちろんさ。聞いたぜ、あいつが幽霊に取り憑かれてるって噂」

「俺も聞いた。クライヴが幽霊に殺されそうで、余命いくばくもないって」

「え!?　違うぜ、クライヴはすでに死んでいるっていうのが真実らしい」

「そうそう。実はゾンビで、十じゆう字じ架かを見ると溶とけてなくなるとかなんとか」

「ちょっと。馬ば鹿かな話を真面目に聞いてないで、さっさと尾行してよプロの変態」

　イアンに言われ、アシュリーは「任せて！」と返事をする。しかし、大人数の尾行は少々勝手が違った。

（『あの変へん装そう』も出来ないし……）

　クライヴを尾行する際、アシュリーはいつも気合の入った偽ぎ装そうをしているのだ。けれどそれは、みんなの前では出来ない姿だった。

「ちょっとアッシュ、あんたその袋なに？　邪じや魔まくさいんだけど」

「うえっ!?」

　背せ負おっていた麻あさ袋ぶくろを指差され、アシュリーはさっと隠かくす。この中には、その変装用の服が入っているのだ。

「な、な、ななななななナンデモナイデス」

「ふうん？　明らかに怪あやしいんだけど？」

「そんなことよりも、クライヴが移動するぜアッシュ。ご指示を？」

　明らかに面白がっているヴィクターがアシュリーに尋ねる。アシュリーは頷うなずき、遠くに見えるクライヴの背中を指差した。

「それじゃあ皆さん行きますよ！　先輩の後をつけてください、こっそりと!!」

「おー!!」

　みんなが大声で気合を入れた瞬間、クライヴが振り返った。

「ひっ」

　しん……と。

　全員で息を吞んで静まり返る。

　パン屋の軒のき先さきに張りつくようにして隠れた騎士たちは、ひそひそと互いに話し合った。

「え、まさかバレた!?　もう!?」

「いくらクライヴでも、こんなに早く……」

「……」

　クライヴはしばらくこちらを眺ながめ、怪しんでいたような気配だが、やがてそのまま歩き出す。こつこつと響き始めた靴音を聞き、騎士たちはほっと胸を撫なで下おろした。

「危ないところだった……」

「よしみんな！　アッシュの言う通り、静かに尾行するぞ！」

「静かに……静かに……」

　男の集団が忍しのび足あしで歩いている光景に、衆しゆう目もくが集まる。しかし、イアンとヴィクター以外の誰もそのことに気づいていない。

（今日こそ、尾行を成功させるんだから……！）

　最初の方は、いつも順調なのだ。

　クライヴは普通に街を歩いている。アシュリーは距きよ離りを置いてそれをつける。なのに、しばらくすると決まって、クライヴの姿は人混みに紛まぎれて見えなくなるのだ。

（本当に先輩がお化けに取り憑かれているなら……もしかして、それでいつも尾行中に姿が消えちゃうとか？）

　想像し、ぞっとする。

　それに、確かにクライヴが向かっていくのは──墓地の方角だ。

（だめだめだめ!!　いくら先輩の存在がこの世の奇き跡せきでも、死んだ人を蘇よみがえらせるほど尊とうとい人だとしても、お化けになんか渡さないんだから!!）

　ぶんぶんと頭を横に振ふる。そこに、後ろから仲間の声がした。

「お、おい……！　大変だ、クライヴの奴!!」

「え!?」

　異い変へんの気配に壁へと張りつく。夕ゆう暮ぐれの中、アシュリーの目に映うつったのは……。

「な、なんですかあの女性は!!」

　クライヴに纏わりつく、数人の女性の姿だった。

　着き飾かざった華はなやかな女性たちは、クライヴの袖そでを引く。クライヴからは無下に断られたようだが、それでも諦あきらめていない様子だ。

「く、クライヴ先輩がああああ!!　綺き麗れいなおねーさんたちの、毒どく牙がに!!」

「ちょっとうるさい！　見つかったらどうすんの!?」

「アッシュ、気を確かに持て……あいつに群がる女はな、あれだけじゃないんだ!!」

　その言葉に気づかされ、アシュリーははっとした。

　見れば、道をゆく女性のほとんどがクライヴに視し線せんを奪うばわれている。酒場の前に立つ女性から、パン屋の少女、子供の手を引く母親に幼よう女じよに老ろう婆ばまで。クライヴはうっとうしそうにしているが、その渋じゆう面めんすら女心をくすぐっている様子だ。

（分かる!!　あの嫌いやそうな顔がたまらない気持ちは分かる、でも!!）

　湧わき上あがる嫉しつ妬と心しんを砕くだくべく、アシュリーは額を壁に打ちつけた。周りの騎士たちも、別の理由でぎりぎりと歯は嚙がみをしている。

「くそがあ……っ！　あいつ、モテやがって……モテやがって……！」

「仕方ないでしょ、顔だけは極ごく上じようなんだし。性格は最悪だけど」

「何言ってるのイアン!!」

　アシュリーはキッと彼を睨にらみつけた。

「クライヴ先輩はそこがいいんだから!!　絶対零れい度どのまなざしと冷たい言葉、強過ぎるほどの愛の鞭むち!!　なのに時々ちょっと天然というか、可か愛わいいところがあるというか」

「へー、あっそう」

「押したら押しただけ拒きよ絶ぜつが返ってくるし、私し物ぶつにちょっとでも触ったら本当に窓から逆さまに吊つるされるし、まさに鉄てつ壁ぺきの壁っていうそういうところがいいの!!　そういう……ところ……が……」

「いや、落ち込んでるだろ!?」

「うっ……」

　アシュリーは両手で顔を覆おおう。

「なんか思い返してみると、先輩って僕には人一倍厳きびしいよね!?　殴なぐったり蹴けったり、いや、それもご褒ほう美びなんだけど!!」

「あんたそれ、あんだけうっとうしいことしてるくせにどの口が言うわけ……？」

　呆あきれ果はてたようなイアンの後押しが突つき刺ささる。しかし、そこで意外にも援えん護ごがあった。

「厳しいだけとも言い切れないぜ？」

　否ひ定ていをしてくれたのはヴィクターだ。

「俺はクライヴと長い付き合いだが、あいつがここまで素で怒おこったり、他人に遠慮なく接したりするのはアッシュが初めてじゃないか」

「マジっすか、隊長!?」

　騎士たちがざわめくが、誰より驚いたのはアシュリーだ。クライヴと旧知であるヴィクターが「初めて見た」なんて、これはすごいことではないだろうか。

「気に入らないことがあったときも、それを指し摘てきして他人に関わるより、そこから離れる方を選ぶ奴だからな。猫ねこみてえなもんだ。アッシュの発言を無む視しして流すんじゃなく、いちいち突つっ込こんで罰ばつまで与あたえてるなんて破格だぜ」

「あの、隊長！　つまりそれ、クライヴ先輩にとって僕は特別ってことですか!?」

「ああ、そうなるな」

　溢あふれ出でんばかりの喜びに、世界がぱあっと輝かがやいて見える。アシュリーは両手を上げ、クライヴに見えない物もの陰かげで大はしゃぎした。

「やったー!!　やったやったー！　先輩に殴られたりひっぱたかれたり、踏ふまれたり締しめ上あげられたりしてもらえるのは僕だけなんだ!!」

「はっはっは。おい見ろイアン、ほんと面おも白しれェなこいつ」

「まーた隊長はすぐ調子に乗せる」

　アシュリーはしばらく大はしゃぎしていたが、ふと、こんなにクライヴをよく知るヴィクターが、この場に参加していることに違い和わ感かんを覚えた。

「あの、ヴィクター隊長」

「おう、なんだ」

「隊長は、先輩が消える理由、もしかしてご存ぞんじなんじゃ……」

「……………………ん？」

　無ぶ精しよう髭ひげの口元でにこりと笑ったヴィクターに、その場の全員がざわめいた。

「え!?　ちょっと待ってくださいよ隊長！　あんたが話してくれれば、俺たちこんな真ま似ねをしなくとも！」

「いやなに、若者たちの自主性を育むのも年長者の役目だと思ってな。それに、お前らが尾行に成功するか王子殿でん下かと賭かけ……おっと」

「たいちょおおおお！」

「お。ほらほら見ろアッシュ、またクライヴが女に話しかけられてるぜ」

「なんですと!?」

　ばっと石いし壁かべに取りついて、アシュリーは道の向こうを覗のぞき込こむ。ここからでは少し見えにくいが、クライヴの周りをドレス姿の面々が取り囲んでいた。

「本当だ、また女だ！　しかも今度は四人いる」

「モテてるのか!?　モテてるんだな!?」

「待てよ、でも……」

　騎士のひとりは浮うかない顔だ。

「すっかり忘れてたんだけどよ……噂の化け物って、確か女の姿なんだよな……？」

「──え？」

　ごくり、と、誰かが喉のどを鳴らす音がした。

「言われてみれば……あの女の人たち、なんだかちょっと……違和感があるような」

　アシュリーの言葉に、みんなが頷いた。

　街の灯りの逆光になり、顔の見えない女たち。先ほどまで女をあしらってきたクライヴが、どうしてか今度は足を止め、彼女らの話を聞いているようだ。

　普段ならやきもちを妬やくところだが、いまの心境はそれどころではなかった。

（まさか、本当に？）

　ちまたの噂を思い出す。──甘い匂いのする、女の化け物。

　そして、先週クライヴから香った百合の匂い……。

「おい！　女がこっちに来るぞ!?」

「え!?」

　見れば確かに、クライヴと話していた女たちがこちらに歩いてきた。女は俯うつむき、長い髪かみで顔はよく見えないが、その口元に笑みを浮かべている。

「……もし、そこの方々」

「は、はい!?」

　呼びかけに、アシュリーはうわずった声を上げた。

「やっぱり、あなたたちがそうなのね。嬉しいわ。ずっと待っていたの」

　くすくすと囁く声。女たちの手が、真っ直ぐに伸のばされる。

「アッシュ！　逃げろ！」

「ひえっ……」

「……やっと手に入れたわあ」

　女たちがにっかりと笑う。その瞬間、彼女たちの顔が露あらわになった。

　髭ひげの跡あとと、剃そっているせいか青白くなった顎あご。ふんだんにフリルのあしらわれたドレスでは隠し切れない体格の良さ。それに加えて低い声。

「貴重な男手。クライヴさんの代わりに、存ぞん分ぶんにこき使わせてもらうわよお」

「え!?　お、お……」

　一目でそれと分かる姿に、アシュリーは大声を上げた。

「男の人!?」

「うげえ、女じよ装そうした男!!」

　真っ先に拒絶を示したのはイアンだ。すぐさま逃げようとしたイアンの肩を、彼女たち……彼ら……どちらとも言いがたい面々の太い腕うでが摑つかんだ。

「うげえ、ってなによ。女装した男がいたら悪いっていうの、ぼく？」

「うわーっ、なんなの顔が近い、触るな!!　目の毒！　死ぬ！」

「まー、失礼しちゃうわね！　自分がちょっと小こ綺ぎ麗れいな顔してるからって、生意気！」

「あなたたち、話は聞いてるわよ。うちのお店が改かい装そうするって噂を聞いた王子さまが、開店前の手伝いを命じて下さったんですって!?」

「え!?」

　アシュリーは後ろを振り返る。騎士たちはヴィクター含め、全員で首を横に振った。

「王子ったら。最近お忍しのびで来てくれないと思ったら、ちゃんと私たちのことを考えてくれてたんだわあ！」

「クライヴさんが言ってたわよ、あとは自分の後ろを歩いてくる集団に任せてるって」

　その瞬間、イアンが額を押さえた。

「やられた……」

「え？　え、どういうことイアン!?」

「どうもこうもない、尾行なんてとっくにバレてたの！　あいつ気づかないふりをして、俺たちをここまで誘ゆう導どうしてたってこと！　しかもなんか、面倒なこと押しつけられてるし!!」

「うわ!!　ヴィクター隊長なんかすでにいねえぞ!?」

「あなたたち、本当に助かるわー！」

「クライヴさんも、素す敵てきな気き遣づかいよねえ。色男の上に、普段はぶっきらぼうで怖いけど実は女性にやさしいって完かん璧ぺきじゃない!?」

「ねーっ！」

　野太い声が重なる。にこやかだが、アシュリーたちの肩を摑んでくる力は凄すさまじい。

（どうしよう……!!　このままじゃ先輩に追いつけない、でも……!!）

　そのとき、アシュリーの脳裏に、暴れ馬を押さえた際クライヴへと誓ちかった言葉がよぎる。

「……っ、はい！　お姉さん方！」

　アシュリーは、ばっと元気に手を挙げた。

「やります！　やらせてください！　何を手伝えばいいですか!?」

「あら……」

　女性たち……アシュリーはそう考えることにした。彼女たちは、ぱちぱちと瞬まばたきをしたあと、にっこりと笑ってアシュリーの肩を抱だいてくれる。

「元気のいい坊ぼうやねえ！　おりこうさんは好きよ」

「うふふ。可愛い子じゃないの。さ、こっち手伝ってくれる？」

「お、おいアッシュ！　お前いいのか!?　クライヴを追うんだろ!?」

「騎士たるもの、国民を助けるのが務つとめ……！」

　アシュリーはぐっと両手を握にぎり締める。

「困ってる人がいて、王子殿下がクライヴ先輩に助けるように命じて、さらにはそれを僕たちに預けてくれたんです。たとえ押しつけられたのだとしても、その事実は変わりません!!」

　ならば、取るべき行動はひとつのはずだ。

「クライヴ先輩を助けたいのは本当です。でも、でも……！」

　心に残る葛かつ藤とうを振り切るため、アシュリーはぶんぶんとかぶりを振る。

「皆さんは先輩を追ってください！　お姉さん方のお手伝いは、僕が!!」

「アッシュ……!!」

「坊や……」

　女性たちは、アシュリーを見て何かに気づいたような目をした。そして、ふと微笑ほほえむ。

「……お行きなさい、坊や。私たちのことは、気にしないで」

「え!?　いえ、そんなわけには!!」

「いいの。王子さまが気にかけて下さっていた、その事実を知れただけで十分なんだから。それに私たちには分かるわ。あなた、クライヴさんのことが心から……」

「お姉さん……」

「懐なつかしい。私にも、そんな風に誰かを思って瞳ひとみを輝かせていたころがあったのよね」

　アシュリーに向けられたまなざしは、見守るようにやさしいものだ。彼女たちと何かが通じ合えたような気がして、アシュリーはじいんとした。

　それを見た周囲の騎士たちが、互いに顔を見合わせて頷き合う。

「行け、アッシュ。……安心しろ、レディの手伝いは俺たちがやる」

「皆さん!?」

「一ひと筋すじ縄なわじゃいかねえクライヴの尾行……やれるとしたら、その執しゆう念ねんを持ち合わせてるお前しかいねえ！　その代わり、俺たちはここで騎士の務めを果たしてやるぜ！」

「まあ！　いいのかしら、騎士さまたち？」

　喜ぶ彼女らを前に、イアンだけがひとりつれない態度を取った。

「冗じよう談だんじゃない、勝手にやってれば。俺はクライヴの尾行を続けるから……って、なに!?　ちょっと放せよ化け物！　放せー!!」

「助かるわあ！　お店が再開したら、あなたたちにもうんとサービスしちゃうから！」

　抵てい抗こうするイアンを引ひっ摑つかみ、女性たちが歩き出す。騎士もそれについていくも、途と中ちゆうで数人が振り返った。

「俺たちも行くが……アッシュ、どうするんだ？　クライヴにはまかれちまったぞ？」

　日が落ちたあとも、王都の通りはランタンがあちこちに灯ともされて賑にぎやかだ。人通りもまだ多いこんな中からクライヴの姿を探すのは、容易ではないだろう。

（でも……今夜の私は、絶対に諦めない……!!）

　確かに、クライヴにすっかりまかれてしまったのかもしれないけれど。

（お姉さん方やみんなの気持ちを無む下げにはできない。それに、先輩をお化けなんかに渡すわけにはいかないんだから……!!）

　どうすればクライヴを見つけられるか。アシュリーは考え、すっと地面に跪く。

「お、おい、アッシュ？」

「しっ！　静かに」

　アシュリーは仲間の騎士に手を向けて制止すると、そのままかっと目を見開いた。

「な、何してんだあいつ……」

「まさか……」

「違う……これも違う……この足あし跡あとも違う、これも、これも先輩のじゃない……」

　見み逃のがすな。──この、わずかな足跡の痕こん跡せきを。

　全神経を集中して、あの人のことだけ感じ取れ。

　自分自身に言い聞かせ、目を凝こらす。指で瞼まぶたを上下に広げ、凝ぎよう視ししながら。

「これも違う……これも……これも……違う……!!」

「お、おい、俺たちも美女軍団の手伝いに行こうぜ」

「そうだな……こいつの連れなんて噂が立ったら、俺またふられるかもしれないし……」

　そそくさとみんなが立ち去っても、アシュリーは諦めない。鼻の頭が地につくほどに身を屈かがめて、這いつくばる。

　そして。

（見つけた……！）

　自身の手を、ほとんど何も見えないほど薄うすい足跡の痕跡にぴったりと当てた。

（間違いない、寝ている先輩のブーツをこっそり調べて測はかった長さと同じ!!　……はあはあ、先輩の足おっきい……すてき……って、それどころじゃない!!）

　見失わないように、四よつん這ばいのままかさかさと移動した。

　通行人がぎょっとした顔でアシュリーを見下ろすが、『捜そう査さ中ちゆうです』というキリッとした顔つきと堂々たる態度に、みんな「ご、ご苦労さまです」と労いたわりの言葉をかけてくれる。

　ときどき「しっ！　見ちゃいけません！」だとか「騎士の激げき務むってのは本当なんだなあ……すっかりおかしくなっちまって……」という憐あわれみの声が聞こえてくるが、アシュリーは負けない。

　やがて、ついに捜さがし求もとめていた背中を見つけた。

「クライヴ先輩……！」
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　王都で最も賑やかな区画は、王おう城じようと街門を結んだ大通りの中ほどにある広場である。

　噴ふん水すいの陰かげに隠れたアシュリーは、持ってきていた変装用の服を身に纏まとい、こそこそとクライヴの後をつけていた。

（やっぱり、尾行といったら変装だよね！　今度こそ見つからないんだから……！）

　ふわふわとしたドレスの裾すそを摘つまみ、彼の背中を観察する。靴くつだって、騎士団の無ぶ骨こつな軍ぐん靴かではなく、リボンのついた愛らしいものだ。

　花はな嫁よめ修しゆ業ぎようで身につけた、高速着き替がえ技わざ。

　それによってアシュリーはいま、ドレス姿にかつらの長い髪、華きや奢しやな靴という、少女としての本来の装よそおいになっていた。

（この姿なら、いままで通り気づかれないはず！　先輩も、女装してまで尾行してくるなんて思わないだろうし！）

　アシュリーは両手をぐっと握り締め、気合を入れる。

　そのときだった。

「ねえ君、ひとりでなにしてるの？」

　後ろから、誰かに話しかけている男の声がする。

「見たところお嬢じようさまみたいだけど……女の子が夜にひとりでいたら危ないよ。よかったら、俺に家まで送らせて欲しいな」

（それにしてもクライヴ先輩格好いいなあ……背中からもう素敵だもん……いい男は背中で語るって、このあいだ酒場のお姉さんが言ってた通り……）

「ねえ。……ねえ、君！」

「え!?　私!?」

　肩を叩たたかれ、先ほどから聞こえていた声が自分に向けられたものだったと知る。焦あせって振り返ったアシュリーだが、その瞬間、男がぎょっと目を丸くした。

「ひえええええええっ、化け物!!」

「え!?」

　響ひびき渡わたった絶ぜつ叫きように、大勢の人々がアシュリーを見遣った。そして、表情を凍らせる。

「きゃああああっ、何あれ!!」

　女性たちは悲鳴を上げ、散歩に連れられていた犬がぐるると唸り声を上げた。青ざめて腰を抜かす老人と、何よりもアシュリーの前で腰が抜けている男。

「な、なんですか!?　どうしました、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「ひっ……来るなあっ!!　頼たのむ、命だけは!!」

「おいアッシュ、何があった！」

「ぎゃあ、先輩!?　って違います僕は……わわわ、私はアッシュではアリマセン!!」

　クライヴがアシュリーの腕を摑み、男から引き離す。強い力のこもる目で、真正面から怒ど鳴なられた。

「お前!!　なんだよ、その化け物みたいな顔は!?」

「……え？」

　──顔。

　そう言われ、アシュリーは瞬きをした。

　辺りをばっと見回せば、みんながこの顔に怯おびえている。アシュリーは心底不思議に思い、街灯に照らされた噴水の水面を覗き込んだ。

　映ったのは、化け粧しようを施ほどこした自身の顔だ。

（花嫁修業で習ったお化粧に、酒場で聞いた流行を取り入れてみたんだけど……）

　ミステリアスな雰囲気を意識して、瞼の広い範はん囲いにたっぷりとのせた鮮あざやかなブルー。

　肌はだはなるべく白く見えるように、上から何度も白おし粉ろいを重ねている。

　くちびるは真っ赤に塗ぬりたくり、上から艶つや出だしの蜂はち蜜みつを。ぽってりと愛らしい雰囲気を出すために、わざとはみ出すよう塗るのがコツだと酒場の女性が言っていた。

　ただし、動いているあいだに滲にじんだのか、瞼の青色は隈くまのように目の下へ広がっている。

　肌の白粉は白過ぎて、ぼうっと青白く浮き出しているし、愛され仕様のはみ出した口くち紅べには勢い余って耳まで裂さけたようにひかれているのだが……。

「どこかおかしいですか!?」

「一番はお前の頭だ!!」

　納なつ得とくいかずに噴水を見る。アシュリーの生き方に『控ひかえめ』という言葉はなく、なんでも突つき抜ぬけた方がいいと信じているからだ。抗議しようとしたところで、そもそもの失敗に気がついた。

「って、そうじゃなくて！　先ほど仰おつしやったアッシュってどなたのことですの？　私はあなたのことなんて知りません、見知らぬとっても素敵なお方！」

「あのな……」

（ごまかせない！　なんで？　みんなでの尾行が見つかって怪しまれてるの!?）

「……っ」

　ほんの一いつ瞬しゆん言葉を詰つめて、クライヴがふいっと目を逸そらす。

「……第一、お前は何をしている？　毎週毎週、しつこく俺の後をつけやがって」

「ええええ!?　気づいてたんですか!?」

「気づくに決まって……」

　だがアシュリーの方を見たクライヴは、再びばっと視線を外した。

「ん？　あのう、先輩？」

　回り込んだアシュリーの顔を見て、クライヴが微び妙みように肩を震わせた気がする。

「先輩？　どうかしましたか？　あの、やっぱり怒ってます？」

「………………」

　クライヴの周りをちょろちょろと覗き込み、アシュリーは言った。

「ごめんなさい。尾行なんてよくないって分かってたんですけど、先輩がどこに行くのか気になっちゃって。迷めい惑わくでしたよね……」

「……っ」

「でも僕、心配なんです。先輩がその、お化けに取り憑かれてるんじゃないかって!!　先輩に何かあったらと思うといてもたってもいられなくて、それで……っ！」

「……っ、く……！」

「ん？」

　その瞬間、クライヴが右手で口元を押さえる。

　小さい声だった。けれど、もしやいまのは。

「……先輩……」

　アシュリーは、ごくりと喉を鳴らす。

「いま、笑いました？」

「……………………笑ってない」
















「噓だ!!　絶対ちょっと笑いましたよね!?」

　明らかに白々しい物言いで、思わずその腕に取りすがった。

「珍めずらしい、ちょっともう一回見せてください!!　さっきの、さっきの顔です!!」

「やめろ!!　その顔でこっち見んな！　ツボに入ってなんかむかつくんだよ!!　大体なんだその顔、いくら男だからって化粧下へ手た過ぎだろ!?」

「そっ!?　そんなことないですもん!!　愛され美人系の大人の女でしょ!?」

「黙れ化粧くさい!!　大体ついてくんじゃねえ!!」

「嫌です!!　お願いです教えて下さい、先輩いつもどこに行ってるんですか!?　もう尾行なんてしませんから、一度でいいから僕も連れて行って下さいっ!!」

「だからその顔を近づけてくるのをやめろ!!」

　言い合いながら追いかけっこをしているうちに、クライヴの方にまで視線が注がれ始める。

「ちょっとあれ……化け物に襲おそわれてるの、ハルフォードさまじゃない……？」

「ひっ……なんだ、あの化け物ハルフォードさんを追ってるのか!?」

「クライヴさまが襲われてる！　誰か!!　騎士さまを呼んできて！」

　クライヴは広場のざわめきに顔を歪ゆがめると、とうとう注目に耐たえかねたというようにアシュリーを押さえつけた。

「ちっ……おい行くぞ、さっさと来い！」

「え!?　まさか、本当に連れて行ってくれるんですか!?」

　信じられない気持ちでクライヴに詰つめ寄よると、クライヴは苦しそうな顔をした。

「その顔で近寄るな！　……連れて行くのはいいが、他の奴らにべらべらと喋るなよ」

「はい!!　先輩と僕、ふたりだけの秘密ってことですよね!?」

「あと、化粧を落とせ。女装もやめて普通の格好をしろ」

「はい！　いますぐやります、二分でやります!!」

　アシュリーは元気に敬けい礼れいすると、急いで着替えに走るのだった。
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「さあ！　クライヴ先輩、行きましょう！」

　化粧を落とし、制服を纏まとって男の姿に戻ったアシュリーは、とても張り切っていた。

「エスコートは僕にお任せください。先輩は何もせず、息を吸すって吐はいて下さってればそれでいいので。さあ、お手をどうぞ姫ひめ……」

　クライヴの前に跪くと、すっと彼の手を取った。恭うやうやしくその甲こうにキスをしようとしたところで、がっと顔を摑まれる。

「触るな」

「ム──ッ!!　指！　指が食い込んでまふ!!　なんでれふか、化粧は落とひまひたよ!?　あっ、でもなにこれ痛いた気き持もちいい……ツボが……押されて……いる……!?」

「……殴られた方がいいみてえだな」

「わーっ噓です噓です!!」

　慌てるものの、『クライヴが遠慮なく殴るのはお前にだけ』というヴィクターの言葉が脳裏をよぎる。そう思うと、自然と口元が緩ゆるんできた。

「ふへ……ふへへへ」

「なに笑ってるんだよ気色悪い。行くぞ」

「あっ！　ま、待ってください！」

　アシュリーは慌ててクライヴの後を追う。

　それは、短いけれどとても幸福な時間だった。

　春の盛さかりである王都の夜を、ふたりで歩く。風はまだまだ冷たくて、ひんやりとしているのに、アシュリーの頰ほおは火ほ照てっていた。

（はあー……っ、はー……どうしよう、よく考えたら、クライヴ先輩とデートなんて……え、デート……？　デートしてる!?　いま!?）

　実際には、尾行の末に同行させてもらっているだけなのだが。

（どうしよう、跪くのは失敗したけど壁ドンとか……いきなり腕を組んでみるとか……そういう方向でも纏わりついてみた方がいいんじゃないのかな!?）

　下心全開で、ちらりと横目で見上げてみた。

（ウッ……だめ……かっこいい……クライヴぜんばいがっごいいい……）

　目をすがめた気だるそうな表情も、第二ボタンまで外したシャツも、そこから覗のぞく首くび筋すじや喉のど仏ぼとけもすべて最高だ。その上こうして見つめていると、アシュリーを見下ろしてくれる。

「……なんだよ」

「いえ……先輩が目の前にいて、それが妄もう想そうじゃないって、すごいことだなって……！」

　クライヴの隣となりを歩く。たったそれだけのことで、アシュリーは天にも昇のぼる気持ちだ。

「お前、なんでそんなに俺に対して偏へん執しつ的てきなんだ？」

「偏執的？」

「普通の人間は、女装してまで人の動向を探ったりしねえんだよ」

「えへへ……」

「褒ほめてねえからな」

　実際には女装ではなく男だん装そうなのだけど、似たようなものだろう。

（どうしてこんなに先輩のことを、かあ……）

　アシュリーは、ちょっと俯いたあとで、話し始める。

「実はですね。いまから何年も前に、先輩は僕を……じゃなくて、僕の双ふた子ごの妹を助けて下さったんです」

「妹？」

「はい。先輩はそのとき騎士候こう補ほ生せいで、すでに剣の腕を買われていて。騎士団の偉い人の遠えん征せいについて、地方の領地を回っていたと聞きました」

　そして、アシュリーの父が治おさめるウェントワース家の領地を訪れた。

「ちょうどその少し前に、僕たちの母が亡なくなっていたんです。妹は悲しんで悲しんで、元気だったころの母とよく遊んだ森に行っては、朝から晩ばんまで泣いていて」

　大好きだった母が亡くなったことは、当時十歳だったアシュリーにとって世界の半分を失ったようなものだった。笑わなくなって、外で遊ぶこともなく、一日中森でじっとうずくまって。

　そうやってじっと母のことを考えていないと、悲しくて心が壊こわれそうだったのだ。兄にも父にも、心配をかけているのは分かっていたけれど。

「でもあるとき、森に狼おおかみが出たんです。大きくて凶きよう暴ぼうな狼。妹は怖くて、逃げることも出来なくて、ただ泣きじゃくっていたんですけど……」

　そのとき、アシュリーを救ってくれたのが、父の元に挨あい拶さつに来ていたクライヴだった。

　狼に臆おくさず、アシュリーを背中に護ってくれた。彼もまだ少年だったのに、アシュリーにも分かるほどの鮮やかな剣さばきと果か敢かんなる戦い方で。

（ああああ、いま思い出しただけでも最っ高に、ほんっとうに格好いい……!!）

　アシュリーはほうっと溜ため息いきをつく。

（少年らしくもすでに凜り々りしく、勇ゆう敢かんだけどちょっと無む謀ぼうで、無口なのにヤンチャさが目つきから滲にじみ出でてたあのころのクライヴさまもたまらない……はああ……）

「……思い出した」

　クライヴの言葉に、アシュリーは顔を上げた。

「思い出したってまさか！　僕……の妹のことですか!?」

「いた。狼に怯えてるのかと思ったら、俺を見て興こう奮ふんしながら地面に転がり始めたあのときのガキか……」

「それですそれ!!　僕!!　の、妹です!!」

「お前ら……兄きよう妹だいでそこまでそっくりって……」

　憐あわれみと恐きよう怖ふが入り混じったまなざしを向けられた。アシュリーは照れながらも、言葉を続ける。

「すごいなあって、思ったんです」

　幼おさないころの思い出に、きらきらと瞳が輝いた。

「先輩だってまだ子供で。なのに、いままでお父さまのところに来た騎士たちの中で、あなたが誰よりも騎士さまだった。……あのあと、父親と兄あに貴きに心配かけるな、いまもお前の傍そばにいる家族のことを忘れるんじゃないって、本気で怒ってくれたんですよ」

　腫はれ物もの扱いではなく、本当に大切なことを教え、やさしくしてくれた。クライヴが孤こ児じであり、その境きよう遇ぐうで騎士団に入るのがどれほど大変なことかをアシュリーが知るのは、それから少し後のことになる。

「だから。あの日以来、先輩は僕の憧あこがれなんです！」

「……あんなの、騎士としてやるべき仕事をしただけだ」

「仕事ってだけじゃありません！　泣いてる妹をおんぶして、あやしながら連れて帰ってくれて。先輩は……」

「アッシュ」

　クライヴに名前を呼ばれ、立ち止まる。

（……あ）

　この道の先。

　坂の上にあるのは、王都を見下ろせる墓地だった。

　イアンの推すい測そくした通りの場所だ。普段のアシュリーであれば、クライヴが消えるのはやはり化け物の仕業かと思っていたかもしれない。教会に連れて行くべきか、退たい魔ま師しを呼ぶべきかなんて考えて。

　けれど、これがそういうものではないことは、クライヴの表情を見ればすぐに分かった。

　人目につかない、夜の墓地。

　それは、顔の知られているクライヴが、誰にも見つからないように訪れている『誰か』の眠る場所なのだと。

「お前はここで、少し待ってろ」

　静かな声にどきんとして、大人しく頷く。

「……はい」

　ついていきたいと喚わめく気にはなれないし、こっそり後をつける気にもなれない。ひとり残されたアシュリーは、坂の下でぽつんと立たち尽つくした。坂道の途中にある無人の花屋から、白い百合を買った背中を見送る。

　死者に捧げる百合の花の香り。

　クライヴが、毎週必ずどこかに消えるということ。そして、連れて来られたこの墓地。何を意味するかなんて、考えなくても分かる。

　クライヴは、毎週欠かさずこの墓に来て、誰かの弔とむらいをしているのだ。

（ご家族？　……ううん。先輩は赤ちゃんのときから孤児院にいて、ご両親も知れないんだって聞いた）

　いったい誰にその花を捧げているのか。気になるけれど、尋ねることは出来そうになかった。

　アシュリーは、制服の裾が汚よごれないよう気をつけながら、道の脇わきにしゃがみ込む。

（やっぱり知らないこと、いっぱいある……）

　クライヴの傍にいて、秘密を少し知ることが許されて、とても幸福な一日だ。

　けれど。

（……まだまだ、遠いなあ……）

　憧れだけを抱いていたころより、ずっと近くに、傍にいるのに。

　そんな風に考えつつ、アシュリーはひとり、クライヴを待つのだった。
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　数日後。

　仕事で街に出たアシュリーが、クライヴと夜の街を歩いた先日の余よ韻いんを引きずりながら、道行く人に防犯の呼びかけをしていたときのこと。

「そういえば、例の女の化け物だけどさ……」

　騎士のひとりが、おもむろにこんなことを言った。

「ゆうべ酒場にいったら、女がついに広場にまで出たっていうんだよ。俺もう、怖くて夜勤の見回りにしばらく行きたくねーよ……」

「げ、マジかよ!?」

「ああ。なんでも見ていたおかみさんの話によると、その女は口が真っ赤で耳まで裂けていてな……」

　老人に戸と締じまりの注意点について話していたアシュリーは、ふと耳に届いた彼らの会話に振り返る。

「目の上も真っ青、目の下も真っ青で、顔なんて白くて死人みたいだったらしい。着てるドレスの品が良い分、不ふ釣つり合あいで余計にぞっとしたとか、噂通りやたらに甘ったるい匂いがしたとか……」

（……青い目元に、白い肌、赤いくちびる？）

　クライヴを追うときの自分の女装について考え、アシュリーは沈ちん黙もくした。

　それから、クライヴに「化粧くさい!!」と言い捨てられたことも。自分がここしばらく、クライヴを尾行するために、週に一度はその姿で出歩いていたことも。なんだか色々と、思い当たる気がするけれど……。

「ふ。まさか、ね……」

「あらアッシュくん。このあいだは、改装手伝いに来てくれてありがとうね！」

「あっ、お姉さん方！　皆さんも、戸と締じまりは気をつけてくださいね！」

　野太い声の女性たちにぶんぶんと手を振りつつ、アシュリーは仕事を続ける。

「このところ、深夜の強ごう盗とうが増えてきてまーす。我々騎士も見回りを強化していますが、市民の皆さんも戸締まりには十分にご注意下さーい！」

　その声は、王都を彩いろどる石いし畳だたみの路地に、いつも通りに平和に響いたのだった。
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　夜の入り、春の王都はまだ冷え込む。兵舎の物置に隠かくれたアシュリーは、みんなに怪あやしまれないように、急いで制服を着替えていた。

（制服、今日も汚よごれちゃった……この格好で食堂に行くわけにはいかないもんね）

　今日の仕事は、騎き士し二十名による、西の国境を越こえてきた隊商の護衛だった。

　離れた街まで騎き馬ばで向かい、街かい道どうを走る馬車に併へい走そうして護まもる仕事だ。アシュリーは一番安全な真ん中に配備されたが、王都外に出る任務は初めてだったこともあり、緊きん張ちようした。

（でも、任せてもらえることも少しずつ増えてきた気がする！）

　シャツのボタンを外し、袖そでから落として、布を巻まいた自分の胸を見下ろす。

（女だってことも、いまのところ全っ然バレる気配もないし！　この調子で頑がん張ばろう！）

　なにせ、一年しかここにいることはできないのだ。

　誠せい心しん誠せい意い、やれることをやる。そして、クライヴの傍そばにいられる暮らしを堪たん能のうする！

　改めて決意しながら、替えのシャツに手を伸のばした、そのときだった。

「ぎえっ!?」

　シャツを置いていた棚たなの陰かげから、突とつ然ぜんの羽音が聞こえる。

　咄とつ嗟さに手を引っ込めたが、その判断は正しかった。正体を認めた瞬しゆん間かん、ぶわっと背中に鳥とり肌はだが立つ。

「は、蜂はち───────────っ！！？？」

　黄色と黒の毒々しいお尻しり。大きな針はりを振ふりかざした凶きよう悪あくな物体が、けたたましい羽音を立てて飛んでくる。

「ぎゃああ────っ!!　いや───っっ[image: ]　来ないで来ないで[image: ]」

　扉とびらに体当たりする勢いで鍵かぎを開け、暗い廊ろう下かへと飛び出した。

「ごめんなさい許して下さい来ないで下さいいい!!」

　追おい払はらいたいが、刺し激げきして刺さされたらどうしよう。そう思うとろくな抵てい抗こうも出来ない。怖こわいもの知らずのアシュリーだが、虫だけはどうにも駄だ目めだった。

「きゃあああああ来たあああああ殺される!!　やだやだやだ、助け……」

　慌あわててしゃがみ込んだアシュリーの上を、蜂が通り過ぎる。そうかと思えば、ほんの少し開いていた廊下の窓まどをすり抜けて、庭へと出て行った。

「ほ……よ、よかった……」

　胸を撫なで下おろす。飛んで来る虫とは、未来永えい劫ごう戦える気がしない。

（……って）

　次の瞬間、アシュリーは、胸むな元もとに布を巻いただけの状態で廊下にいることに気がついた。

「ぎゃあっ!?」

　同時に、廊下の端はしにさっと人ひと影かげが走った気がする。慌ててそちらを見るも、薄うす闇やみの向こうはしんと静まり返るばかりだ。

（え!!　いま、誰かいた……？）

　胸を手で隠しつつ、慌てて目を凝こらす。気のせいかもしれない、けれど、いまのこの姿を見られていたとしたら。

（ど、どうしよう……こ、ここにいられなくなっちゃう!?）

　ともあれ、この格好でいつまでも廊下にいるわけにはいかない。アシュリーは急いで物置に戻ったあと、着替えを済すませ、びくびくとしながら辺りを調べてみたのだった。





[image: ]






「なあおい聞いたか!?　この兵舎に、女が紛まぎれ込こんでるって!!」

「んごふっ[image: ]」

　食堂に飛び込んだ騎士の叫さけびに、アシュリーは飲んでいたスープを噴ふき出だした。

　思い切りごほごほと噎むせ返かえり、アシュリーは口元を押さえる。せっかくクライヴの向かいを陣じん取どったのに、フォークを手にした彼からは怒ど気きに満ちた目を向けられた。

「おい……汚きたねェんだよお前……」

「す、すみませ……げほっごほっ」

　息が苦しいが、それどころではない。極力平然を装よそおいつつも、必死で聞き耳を立てる。

「女って、いったいどういうことだよ!?」

「第三部隊の騎士たちが、さっき四階の奥で見たらしいんだよ!!　しかも、しかもだぜ……顔はよく見えなかったそうだが、その女、上半身の服を脱いでたって……!!」

「……っ!?」

　思わず大声を上げそうになったが、すんでのところでそれは我が慢まんした。

（どうしよう……!!）

　足元ががらがらと崩くずれていくかのような恐きよう怖ふを感じて、アシュリーは青ざめる。

（ついに、見つかっちゃった……？）

　これは間ま違ちがいなく自分のことだ。顔がよく見えなかったという話だが、目もく撃げきした騎士がアシュリーを見れば、気づいてしまうかもしれない。

　アシュリーが硬こう直ちよくしていることにも気づかず、騎士たちは興こう奮ふんしながら話し始める。

「兵舎に女を連つれ込こむなんて、この騎士団始まって以来の不ふ祥しよう事じだぞ！　許せねえ……俺たちとひとつ屋根の下で、誰かが女とよろしくやってたってことかよ……!!」

「連れ込んだ奴やつを見つけ出してやる!!　おい、いったいどんな女なんだ!?」

「そういえば、このあいだジャンが酒場で口説いてた女、『騎士さまってお城しろで暮らしてるんでしょお？　私ィ、お城入ってみたあ～い』ってしなだれかかってたよな!?」

「それだ!!　あいつめ、城をダシにして鼻の下を伸ばしやがって……!!　というか連れ込んでなくても関係ねえ、モテた時点で重罪だ!!　いますぐ締しめに行こう!!」

「おー！」

「……おいアッシュ」

　溜ため息いきを落としたのはクライヴだ。

「あの馬ば鹿かどもを止めてこい」

「ひゃい!?　な、なんでですか!?」

「あのな。本当に侵しん入にゆう者しやがいるなら、制せい裁さいどころの話じゃねえだろ。やるべきことは警けい備びの強化と捜そう索さくだ」

「な、なるほど……でもそれ、僕よりも先せん輩ぱいが止めた方が説得力ありそうですけど」

「あいつらと喋しやべるのが面めん倒どうくさい」

「え!!　それはつまり、僕と喋るのは面倒ではないと!?」

「お前とは会話以前の問題だからな」

（きたああああっ、先輩のデレきたああああああああ!!）

　それどころではないのに、ついつい嬉うれしくなってしまう。しかし、周囲の騎士たちはますます白熱していった。

「おい!!　聞こえたぞクライヴ!!」

　平然とフォークを動かすクライヴに、騎士のひとりが詰つめ寄よる。

「馬鹿で面倒くさいとはなんだ！　言っとくがこれは一大事だからな!?」

「──当たり前だろ」

「ひっ……？」

　クライヴが低い声で睨にらみつけると、騎士は身を竦すくませた。

「城内である兵舎に、侵入者がいたとすれば大問題だ。……だがあんたらは、それ以前に私し情じようを出し過ぎている」

　クライヴに指し摘てきされ、騎士たちはぎくりと肩かたを強こわ張ばらせる。

「規則を守るための処しよ罰ばつと、私し怨えんの暴力は別だぞ」

「ぐうっ、正せい論ろん過ぎる……」

　食堂にいた面々は、途と端たんに深くうなだれた。

（クライヴ先輩格好いい……）

　アシュリーは不安で胃が痛くなりながらも、クライヴの冷静な発言に胸をときめかせる。

（面倒って言いながらも、ちゃんと間違いを指摘してるところも格好いい……この騒さわぎ、実は私のせいなんですごめんなさい……でも格好いい……）

　ついでに、このまま騒ぎが沈ちん静せい化かしてくれればいい。

　内心でそんなことも考えていたのだが、淡あわい期待はすぐさま裏うら切ぎられた。

「そもそも、城に入れるなんてことをダシにしなきゃならねえほど、女に飢うえてる奴なんかいねえだろ」

「………………え？」

　ぴしり、と、その場の空気が凍こおりつく。

「く、クライヴ。それ、どういう意味だよ」

「……？　だから。兵舎に連れ込むなんて、重大な規則違い反はんをおかしてまで女を釣つりたい奴なんてそういねえだろ」

「……」

「酒場で飲んでいればいくらでも集まって…………おい、どうした」

　しいんと静まり返った食堂で、クライヴだけが心底理解できないという顔をしている。

「く、クライヴ先輩……」

　アシュリーはぶるぶる震ふるえながら口を開いた。

　クライヴがモテるのは納なつ得とくだ。

　こんな男性が酒場で飲んでいれば、どれだけ女が集まってきても不思議ではない。分かっているけれど、群がる女性たちを想像すると、アシュリーは耐たえがたい嫉しつ妬とに苛さいなまれた。

「ま、まさか先輩……その酒場の女たちに、吐はいた空気を吸すわせたんですか……!?」

「触さわるな変態！　吐いた空気を吸わせたってなんだよ!?」

「不潔です!!　酒場で女性を釣り放題なんて、そんな……!!」

「そういう状じよう況きようになると言ってるだけで、実際釣ってるわけじゃねえ。誰だって酒場で飲んでたら、似たようなもんだろ」

「……おい」

　騎士のひとりが、おもむろに口を開いた。

「お前だな、クライヴ」

「は？」

　騎士の零こぼした硬かたい声に、クライヴが眉まゆ根ねを寄せる。だが、騎士は畳たたみかけるようにしてクライヴに詰め寄った。

「女を連れ込んだのは絶対お前だ!!　お前にそのつもりがなくても、女が無理やり押しかけてきててもおかしくない!!　そういえばジャンに言い寄ってた女も、王子殿でん下かの護衛で酒場に来たお前に搔かっ攫さらわれたしな!!」

「えええ!?　先輩、殿下と酒場なんか行くんですか!?　ひどい!!　第ぼ一く部た隊ちとは飲みにも行ってくれないのに、しかもそこでモテてるなんて!!」

「ふざけんな！　こっちは護衛で無理やり参加させられてんだよ！」

「考えてもみろ、クライヴは変な女にしょっちゅう付つき纏まとわれてる！　見回りに毎回同行しようとする女とか、勝手に結婚式を挙げようとした女とかも過去にいたじゃねえか！　まあ一番やばいのは、女じゃなくて男アツシユだけどな!!」

「こうなったら、詳くわしい話を聞くしかねえなあ……」

　騎士たちに取り囲まれたクライヴが舌打ちをする。

「だから、女おんな絡がらみの話でこいつらと会話するのは面倒だって言ったんだ……」

（ひいいい!!　どうしよう、どうしよう……）

　愛する人の危き機きに、アシュリーは慌てて立ち上がった。

（私のせいで先輩が……）

　自分が原因の濡ぬれ衣ぎぬだ。このままクライヴに汚お名めいを着せるわけにはいかない。

（名乗り出なきゃ！　……で、でも、女だとバレたら追い出されちゃう……!!）

　冷ひや汗あせをだらだらとかきながら葛かつ藤とうした。

　しかし、どう考えても、ここで正体を明かすわけにはいかない。

「せせっ、先輩!!」

　裏うら返がえった声で叫びながら、アシュリーは挙手をする。

「安心して下さい!!　先輩の疑ぎ惑わくは、僕が晴らします……!!」

「いらねえ。というかお前、絶対余計にこじらせるだろ」

「先輩はそんな不潔な人じゃありませんもん!!」

「聞きき捨ずてならねえなアッシュ。俺たちに立てつくのか？」

　騎士たちに睨にらまれて、アシュリーはぐっと両手を握にぎり締める。

（ごめんなさい先輩……！　せめて、せめて先輩への疑うたがいがなくなるように、全力を尽つくしますから……!!）

　罪悪感でいっぱいになりつつも、アシュリーは決意した。
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　夕食どきの終わり。本来ならば、兵舎にある第一部隊の談話室は、憩いこいの時間を過ごす騎士たちで賑にぎわっているはずの時間だ。

　ところが今日は様子が異ことなり、テーブルはすべて脇わきに避よけられて、椅い子すだけがぐるりと円を描えがくように並ならべられている。

　アシュリーはその中央に、愛するクライヴと並んで座すわっていた。クライヴは不ふ機き嫌げんを前面に押し出した顔で腕を組み、背もたれに体を預けている。それに反して、辺りを囲む騎士たちは気合十分だ。

「これより、クライヴ・ハルフォードの取り調べを行う！」

「おー!!」

「ちっ。暇ひまなのか、あんたらは」

「先輩！　安心して下さいね、先輩への疑いは僕が晴らしてみせますから……！」

「お前は大人しくしてろ。……おい、ヴィクター」

　容よう疑ぎ者しや席せきで不ふ遜そんに顔をしかめたクライヴは、輪の中に加わった男を睨みつけた。

「侵入者騒ぎだってのに、隊長のあんたが吞のん気きにこんなところにいていいのか」

「安心しろって。イアンたちに指示を出して、兵舎の夜や警けいたちに妙みようなことがなかったかは確認させてる」

「どうせ面おも白しろがって、この状況を賭かけの材料にでもしてんだろ。……侵入者があれば、夜警や番犬が反応するはずだ。例の件と関係があるかどうか、徹てつ底てい的てきに調べさせろよ」

「例の件……？」

　騎士たちが首をひねる。クライヴはその反応を見て、これみよがしに溜め息をついた。

「このところ、王都での強ごう盗とうが増加している。兵舎とはいえ城内だ。警備は第一部隊も近この衛え隊たいも管かん轄かつ外がいだが、部外者の立ち入りがあったなら無む視しするわけにもいかねえだろ」

「じ、自分が疑われてるってのに……なんて余よ裕ゆうなんだ……!?」

「先輩格好いい……あくまでも冷静に、騎士として対たい処しよしてる……!!」

　その中で、若い騎士がおずおずと手を挙げた。

「あのー。俺は、クライヴさんが犯人じゃないと思います」

「おい！　どういうつもりだお前、裏切るのか!?」

（むむっ、あの人は……）

　彼は控ひかえめな青年だが、アシュリーの目はごまかせない。実は、クライヴに憧あこがれている人間のひとりではないかと踏ふんでいる。

「だって、目撃された女の特とく徴ちよう聞きましたけど……その女、クライヴさんにふさわしくないですよ……」

「ぐはっ」

　思わぬ方向からの攻こう撃げきに、アシュリーは胸を押さえて身を屈かがめた。

「目撃した第四部隊の話によると、女は背が高くて胸がないとかいうし」

「うぐっ」

　アシュリーの身長は、確かに少し高めな方だ。胸についても、いまはしっかりと布を巻いていることもあるが、解いたってそれほど大きい方ではない。

「そういや俺も聞いたな。ばたばたと足音がうるさくて、壁かべにぶつかってたとか」

「淑しとやかさもなくて、騒がしい女だったみたいですよ」

「そんな女、クライヴさんの好みじゃないですよね？」

「せ、先輩!!」

　アシュリーは顔面蒼そう白はくになり、クライヴの腕を摑つかんだ。

「そんなことないですよね？　そういう女性こそ、先輩の好みだったりしますよね!?」

「おいお前、顔が近い」

「みんなに言ってやってください！　先輩はそういう背が高くてちょっとそそっかしい貧ひん乳にゆう寄よりの女の子が好きで、勢い余って連れ込む可能性くらいあるって!!」

「ふざけんな!!　そもそもお前どっちの味方なんだよ!?」

　白熱する議ぎ論ろんの中、余裕のある態度で爆ばく弾だんを落としたのはヴィクターだった。

「……なあクライヴ。お前、いつまで聖せい人じん君くん主しゆぶるつもりだ？」

「ああ？」

　クライヴがぎろりと睨みつけるが、ヴィクターは怯ひるむ気配もない。

「女に興味がないとは言わせねえよ？　まあ、お前自身が誰より自覚しているだろうが」

「……おいヴィクター。お前、なにを……」

「話してやろうかね、この俺が」

「やめ……、むぐっ！」

「ちょっと!!　先輩は静かにしていて下さい!!」

　過去を知る思わぬチャンス到来に、アシュリーはすかさずクライヴの口を塞ふさぐ。もがくクライヴを尻しり目めに、ヴィクターは語り始めた。

「あれは何年前だったか。当時騎士学校を卒業したばかりだったクライヴは、とある事情で荒あれていてな……」

「……っ」

「俺がクライヴと知り合ったのはもっと昔だが、そのころはもう少し可か愛わいげのある人間だったんだぜ。だがこのころ、こいつの人生を変える大きな出来事があった。それは」

　アシュリーを含ふくめ、騎士たちが息を吞む気配がする。クライヴがアシュリーの手を引ひき剝はがそうと腕を叩たたいてくるが、その痛みもご褒ほう美びだ。

（先輩の過去の話が聞ける……!?）

　もしかして、あの墓地に行く理由も。

　談話室を支配する緊張の中で、ヴィクターがそっと口を開いた。

「…………モテまくってな」

「……え？」

　空気にそぐわないその言葉に、誰もが耳を疑う。

「元々そうだったんだが、このころから尋じん常じようじゃないモテ方に拍はく車しやがかかった。女を毎まい晩ばんとっかえひっかえ、その噂うわさは街中に広まって……」

「えっ、え……」

　アシュリーは、ヴィクターを睨みつけているクライヴを見上げる。

「ええええええええええ!?」

「ぷはっ……おい、信じるなよ!?」

　アシュリーの手から解放され、真っ先に飛び出したのは否ひ定ていの言葉だ。けれどもヴィクターは面白そうに目を細め、話を続ける。

「おいおい、シラを切るなよ近衛騎士どの？　お前あのころほとんど兵舎にも帰ってこなくて、街に何人も囲ってたらしいじゃねえか」

「囲ってねえよ!!　作り話も大たい概がいにしろ!!」

「そ、そんな……先輩が……？」

　ふらり、と眩め暈まいがした。

「こいつ、顔も良ければ地位もあるだろ？　敵国との休戦状態をつくり出した英えい雄ゆうっていう評判もあるし。興味ないって顔してるが、裏うらでは結構派は手でに……」

「ヴィクター。殺すぞ」

「……うそ、だもん……」

　ゆらりと椅子から立ち上がる。

　ヴィクターにつかつかと歩み寄ったアシュリーは、半ば涙なみだ目めになりながら言いい募つのった。

「先輩はそんな不潔なことしてません!!　清い体なんですから!!」

「清い体ってなんだよ!?　気持ち悪い言い方するな!!」

「ひっ……」

　ヴィクターから自分を引き剝がそうとしたクライヴに、アシュリーは思わず腰が引けた。

「『ひっ』……？」

「せ、先輩……僕、ぼく、先輩がどんな過去を経験していても……それが、いまの先輩をつくり上げてるんだって、そう思うことにしますから……」

　半目で糾きゆう弾だんしたあとで、ふっと目を逸そらす。

「おいなんだその目!!　まんまと信じてるじゃねーか!?」

「だってそんな……何人も囲ってるとか……先輩じゃなかったら、糾弾してるところですよ！　不潔……破は廉れん恥ち……最低!!　どうしよう、吐はき気けがしてきたかも……」

　思し慕ぼと葛藤、しかしそれだけでは抑おさえきれない軽けい蔑べつを込めたまなざしで、アシュリーがクライヴを見つめる。

「うわ……俺、自分がアッシュのあの目で見られたら相当へこむわ……」

「クライヴってやっぱ、殿下の下で近衛騎士をやってるだけあって心が強いな……」

　騎士たちがひそひそと話し合う。クライヴはいらっとしたように眉根を寄せ、アシュリーの目を覗のぞき込んだ。

「お前が俺をどう思おうがどうでもいいが、その目はなんか腹立つんだよ……」

「す、すみません先輩!!　でも大だい丈じよう夫ぶです、う、受け入れてみせますから……!!」

　今度は後ずさりしなかった。アシュリーは無理やり笑顔をつくる。

「先輩がいくら不潔で……破廉恥で変態で……騎士の風上にもおけないような女タラシでも……！　僕は一生、先輩についていき、いきま……す……うっぷ」

「人を見て吐き気を催もよおしてんじゃねえ!!」

　それからしばらくのあいだ、談話室での裁判もどきは続いたのだった。
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「いい加減に面倒くせえ。どうしても疑うなら、お前らで好きに調べればいい」

　クライヴから意外な発言が飛び出してきたのは、この議論が始まってから一時間後。

「部屋だろうがなんだろうが勝手に当たれ。何もなかったらこの話はおしまいだ」

「そ、それならまあ……じゃあみんな、クライヴの部屋を探すか……？」

　騎士たちからは賛成の声が上がり、最上階にある部屋へと向かった。必然、クライヴとアシュリーも、それについていくことになる。

　移動中、とぼとぼ最さい後こう尾びを歩いていたアシュリーに声を掛けたのはヴィクターだ。

「まーださっきのクライヴの女おんな遍へん歴れきを引きずってんのか？　ははっ、だとしたら悪かったなあ。ありゃ冗じよう談だんだ、安心しろ」

「本当ですか!?」

　その言葉に、アシュリーはほっと胸を撫で下ろす。

「っ、よかったあ……ということは、やっぱりクライヴ先輩は清い体なんですね！」

「ん？　いや、それはお前……」

「清い体!!　ですよね!!」

「……まあ、夢見てたいなら黙だまっとくわ……」

「はあー。もう、びっくりさせないで下さいよー！」

　アシュリーは心底ほっとした。クライヴとの結婚は諦あきらめねばならず、女として彼に出会うことは絶対にないはずなのだが、落ち込むことは落ち込むからだ。

「そうですよね、あんなに硬こう派はな先輩が女遊びなんてするわけないし！」

「まあ、そもそもあいつは他人を寄せつけたがらねえからなあ」

　アシュリーたちの少し先を歩く背中を見て、ヴィクターが肩を竦める。アシュリーも、うんうんと頷うなずいた。

「本当。人ひと嫌ぎらいじゃないのに人を近づけたくないって不思議ですよねえ」

「……なんだって？」

　不思議そうに言われ、アシュリーはヴィクターを見上げる。

「え？　だってそうじゃないですか。先輩は人を嫌きらってるんじゃなくて、ただ人と仲良くしたくないだけでしょう？」

　一見似ているけれど、そのふたつは違う。クライヴは人と関わりたがらないが、積極的に拒きよ絶ぜつしているわけでもないのだ。

「困ってる人がいたら絶対に見み捨すてないですし！　そういうところが本当に格好いいというか、いざというときは外さないというか……！」

　幼おさないアシュリーを助けてくれた。泥どろかきのときに手を貸して、暴れ馬からも庇かばってくれた。王都に来て再会したときも、人さらいから助け出し、手を差さし伸のべてくれたのだ。

「だから！」

　アシュリーは、ぐっと両手を握り締めて力説する。

「冷たく見えるように振ふる舞まってるけど、やさしいんですよ!!　先輩は!!」

「なるほどねえ。……聞いたか？　クライヴ」

「聞いてない」

「聞いてるじゃねーか」

　先を歩くクライヴは、それきり何も言わない。アシュリーはその背中を見て、ほうっと溜め息をつく。

（先輩かっこいい……他人の話に振り回されないところが本当にかっこいい……!!　先輩を護るためにも、私のせいでかけられてる疑いを晴らさなきゃ!!）

　そうこうしているうちに、一行はアシュリーたちの部屋に着く。

「本当にいいんだな？　クライヴ。徹底的に探させてもらうぜ？」

「部屋の隅すみから寝しん台だいの下まで、全部調査してやるからな!!」

　クライヴは本当に疲れたのか、ほとんどどうでもよさそうだった。

「それで気が済むなら好きにしろ。まっとうな侵入者探しは、別でやってるしな……」

　騎士たちは互たがいに頷き合うと、室内の捜索を開始した。

　チェストの中から机まで、あちこちに捜そう査さの手が及およぶ。騎士たちの顔は真しん剣けんで、さながら仕事中そのものだ。捜査には参加していなかったアシュリーだが、彼らの様子を見ているうちにはっとした。

（そうだ!!　これは……いつも禁止されている、クライヴ先輩の私し物ぶつを合法的に触るチャンスでは!?）

　そうと気づけばじっとしていられない。

　壁に背をつけ、腕を組んで捜索を眺ながめているクライヴを尻目に、アシュリーはそっとチェストの方に向かおうとした。

（あそこに先輩のシャツがある……靴くつ下したがある……!!　おっと）

　じゅるりと口元を拭ぬぐい、忍しのび足あしで進む。だが、たちまち首根っこを摑まれた。

「おい」

「あっ……せ、せんぱい……ななな、何かありましたか……」

「お前こそ何かあったのか。どこに行く」

「いえ、僕は！　そのですね、先輩の無実を晴らすべく、怪しいものは何もないとこっちから積極的に示していく方ほう針しんでいこうかなと……」

「つまり？」

「つまり……先輩の服がいっぱいつまったチェストの隙すき間まに手を入れて、その感かん触しよくを楽しみ……匂においを存ぞん分ぶんに堪能しておこうと……うぐっ」

「そうか。じゃあ吸えよ。ほら」

「いたたたた！　先輩！　チェストに顔を押しつけて下さるお気持ちは嬉しいんですが、鼻が!!　鼻が潰つぶれ……いたたたたたたた」

　じたばたともがいているうちにも、捜査は着々と進んでいたらしい。

　やがて、クライヴの隣となりから動かないように命じられたアシュリーの耳にも、落らく胆たんの声が聞こえ始める。

「あったか？」

「いや……怪しいものは何もない。女の髪かみの毛けも、耳みみ飾かざりの類たぐいも……」

「どうやら、納得したようだな」

「そんな。じゃあ、クライヴ以外にもこの兵舎にモテる男がいるという事実が……？」

　騎士たちががくりとうなだれた。

「よかったあ……！　先輩、疑いが晴れましたね！」

「……あ。そうだ、おいみんな、アッシュの方も探しておこうぜ」

　思わぬ言葉に、アシュリーは目を丸くした。

「こいつが女を連れ込むなんて有り得ないだろ？」

「でも、クライヴを庇って何か隠してる可能性はある」

「それもそうだな……おいアッシュ、こっちがお前の服が入ったチェストだな？」

「いいですけど、残念ながら何も出ないですよ。だってクライヴ先輩は、この部屋に女性を連れ込んでなんかない……」

　その瞬間、さっと青ざめる。

（────────────私のパンツ!!）

　そうなのだ。

　アシュリーは時々、女性用の下着を着用している。何しろお腹なかがあったかいし、着替えを人前でしない以上、下着は何をつけていても問題はないのだから。

　だが、この状況はまずい。非常にまずい。

　女を連れ込んだと思われるのも、そうでなければ何な故ぜこんなものがここにあるのかと疑われるのも。

（絶対に、女とバレるわけにはいかない……！）

　アシュリーはしゅばっとチェストの前に移動すると、両手を広げ、拒絶の意思をはっきりと示した。

「駄目です」

「えっ……」

　あまりにも露ろ骨こつな反応に、騎士たちが戸と惑まどった顔をする。

「駄目ってお前……え？　いくらなんでもそれ、え？」

「駄目です絶対に。ここは見せることが出来ません」

「そんな……噓うそだろアッシュ!?　お前は、お前だけは女を連れ込むなんてやらかさねえと思ってたのに!!」

「噓だよな!?　噓だと言ってくれ!!」

「待てみんな、さっきも言ったがクライヴを庇ってということも考えられる!!　ってあああクライヴはどうでもよさそうだ──っ！　多分これあいつは関係ない────っ!!」

「ど、どくんだ！　アッシュ！」

「ぎゃーっ駄目です皆さん───っっ！」

　アシュリーはチェストにしがみつくと、クライヴに必死で言った。

「先輩！　先輩もなんとか言ってやってください！」

「知るか、もう疲れたんだよ俺は。さっさと終わらせてこいつらを部屋から出させろ」

「そんなー！」

　アシュリーは冷や汗をかいた。

（どうしよう、どうしよう!?　見つかったら、ここにいられなくなっちゃう……!!）

　そんなの嫌いやだ。

　もっとクライヴの傍にいたい。彼の顔を見て、声を聞いて、その考え方やどんな表情をするのかを知りたい。一年だけ、これが最後の思い出でいいから、どうか。

「ほら、どけアッシュ！」

「ううう……！」

　どれほど抵抗しても、複数の男を相手にしては敵かなうはずもない。

　騎士たちは無理やりアシュリーを引き剝がし、チェストの最さい上じよう段だんを開ける。そして、中の衣類を摑み出した。

「こ、これは……!?」

（バレた……!!）

「……おい。俺のシャツだ」

「えっ!?」

　騎士たちがばっと振り返り、アシュリーはぎゅっと目を瞑つぶった。

「ああーっ……それは……誤ご解かいデス……盗ぬすんでマセン……それは先輩が、袖がほつれたって言って……捨すてたのを拾って……キタダケ……捨てたから、私物でも、なく……」

「く、クライヴ!!　もしやこの靴下は!?」

「……俺のだ」

「ソレハ……先輩ガ……片かた方ほうなくなったってぶつぶつ言って捨てた靴下の……発見された片かた割われを、僕ガお預かりシテイル……ダケ……」

「クライヴ、これは!?」

「アッシュ」

「ソレモ……下女サンから返されたパンツを……少しのアイダ、保管シテ、イルダケ……!!」

「っ、離せ!!　こいつを殴なぐらせろ!!　あとその変態収しゆう集しゆう物ぶつをいますぐ竈かまどにくべろ!!　そいつごと!!」

「く、クライヴ!!　ちょっと落ち着け!!」

「ああああああああ、僕のお宝たからが、お宝が───っ!!」

　そちらが処しよ分ぶんされるのも切実だが、その奥にあるものも切実だ。もう少しで、騎士たちの手がアシュリーの女性用下着に及んでしまう。

「そ、その先は駄目です！　本当に!!　許して下さい!!」

「徹底的にやれ。そいつの隠し持っているものを全部暴あばく……」

「先輩──!!　僕はあんなに先輩のために働いたのに、裏切るなんてひどい!!」

「ふざけんな!!　素知らぬ顔で俺が捨てた私物をため込んでるんじゃねえ!!」

　いよいよ絶望的な状況になり、アシュリーは頭を抱かかえたくなる。

（こんなことなら、女物のパンツなんか使い続けるんじゃなかった!!）

　悔くやんだところでもう遅い。心の底から嘆なげいた、そのときだった。

「……おいおい。なんだか下で、番犬の吠ほえる声がしねえか？」

　ヴィクターの声に、みんながはっと顔を上げる。これまでの大おお騒さわぎに搔かき消けされていたが、確かに犬の吠える声だ。

「侵入者か!?」

「下だ！　通用門の方、行くぞ!!」

　みんなが一いつ斉せいに動いた。暴れ馬のときと違い、アシュリーもみんなについて一いつ緒しよに部屋を飛び出す。

（助かったけど、まさか、本当に私以外にも誰かが入り込んでいたの……!?）

　夜警の隊にイアンを聞き込みに行かせたヴィクターたちの判断は、正しかったということだろうか。兵舎の外、番犬がけたたましく吠えているところに駆かけつけた面々は、辺りを探さぐる。

　まずは周囲の捜索。城じよう壁へきに囲まれた庭を探そうとして踏ふみ出だしたアシュリーだが、その瞬間、角を曲がってきた人影とぶつかった。

「うわっ！」

　どさり、と、その人影が袋ふくろを取り落とす。侵入者かとも思ったが、ぶつかってきたのはイアンだった。

「いった……なに……？」

「イアン！　ちょうどよかった、例の侵入者が出たかもしれないんだ！　みんな来てる、イアンも一緒に探し……」

　イアンの手を引こうとしたところで、アシュリーは言い知れない悪お寒かんを感じた。

　番犬たちが駆かけ寄よってきて、イアンに向けて吠ほえ立たてている。正しくは、彼の荷物に。

　足元に、何かが転がっていた。

　それは、イアンが落とした袋の中身だ。

　月明かりと城壁にともる松たい明まつの明かりだけで、辺りは薄うす暗ぐらい。だが、袋から覗のぞいているものの形はなんとなく見えた。

「……え？」




　女の頭。

　両手に抱えるほどの袋から、だらりと長い髪が覗いている。




「ぎっ……ぎゃああああああああああああっ!!」

「ちょっと!?　馬鹿、うるさい!!」

　イアンがアシュリーを押さえつける。しかし、アシュリーは完全に混こん乱らんしていた。生きている人間が、こんな小さな袋に入るわけがない。

「あ、あた、あたま……人の頭が……袋に……」

「もう、なんなんだよ最悪……よりによってこいつに見つかるなんて……」

　忌いま々いましそうなイアンの声。アシュリーの中で、数々の点が結ばれていく。

　アシュリーの他にも女性が入り込んでいた。それは、イアンが手引きをしたものなのだ。

　その女がいま、頭だけの姿になってここにいる。もしや、騎士団からの追求を恐おそれたイアンが、女性ごとその証しよう拠こを抹まつ殺さつしたのだろうか。

　そして、バラバラにした遺い体たいを、どこかに隠してしまおうと……。

「自首しよう、イアン!!」

「は!?」

　アシュリーはイアンの手を握り、その目を見上げて訴うつたえた。

「どんなことがあったって、殺しは駄目！　でも、事情があったんだよね？　僕は信じる。イアンは口は悪いけど、いいところもあるんだって証言する。だから、だから……！」

「……あのさ。何を勘かん違ちがいしてるわけ」

「だってこの女の人、どうみても死んで……」

「生きてないから。最初から」

　不可思議な言葉にきょとんと瞬まばたきをする。そして、もう一度足元の女を見下ろした。

　よく見ると、それは女の頭などではない。

「……女の人の……かつら……？」

「……はあ、本当に最悪……」

　イアンの溜め息と、番犬たちの吠ほえる声。

　それらが中庭に響く中、アシュリーはしばらく、事態を吞み込めずにぽかんとしていた。
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　騒そう動どうの終わり、椅子とテーブルを元に戻した談話室では、騎士たちが酒しゆ宴えんを始めていた。

　夜も更ふけてきた時間だが、根が祭り好きの面々だ。ほとんどがその場に参加して、今日の騒ぎについて笑い合っている。

　話題の中心はイアンだ。グラスを手にしたヴィクターが、さも面白そうに目を細める。

「しっかし、衝しよう撃げきの結末ってやつだぜイアン。まさか、兵舎に現れた妖よう艶えんな美女どのの正体が……お前だなんて」

「っ、あーもう！」

　それを受け、イアンはキッと強くヴィクターを睨みつけた。

「本当に最悪。さいっあく。さっきも言ったけど、俺だって好きで女の格好をしてたわけじゃないから!!」

「人助けだよなあ？　騎士としての。いやあ、ご立りつ派ぱご立派」

「～～～～っ」

　心なしか、イアンの耳は赤い。周りの騎士たちも便乗して、イアンのことをからかい倒している。

　その談話室の隅で、アシュリーは心の底からほっとしていた。

（みんなに見つかったのが、私じゃなく、女じよ装そうさせられたイアンだったなんて……）

　イアンいわく、話は先日のクライヴ尾び行こう時にさかのぼる。

　あのとき、アシュリーたちは女装した男性の軍団に捕つかまり、彼女たちの手伝いをすることになった。それはクライヴの計略であり、みんなは最終的に大人しく働いたが、最後まで抵抗していたのがイアンだ。

　どうやらそのことで、店主に目をつけられたらしい。

『あなたにはもうちょっと教育が必要みたい。騎士たるもの、世の中にはいろんな人がいることを知って、人に手を貸せる心を育まないとねえ？　……安心なさい、可愛がってあげるわ。もしも逃げたら、この格好でお城までお迎むかえに行ってあげるからね』

　そんな調子で無理やり女装をさせられ、店の手伝いをすることになったそうだ。

　女装なんて御ご免めんだ。けれど、この集団が迎えに来て、騎士団の面々に事情が知れたらもっと面倒なことになる。

　進退窮きわまったイアンは、渋々一度だけ女装を承しよう諾だくし、プライドの高さゆえに失敗など出来ないと事前に女装の練習をした。

　そして、その着替え途中の姿が、別隊の騎士に目撃されたということのようだった。

　女にしては背が高くて、立ち振る舞いが荒あらい。着替えの途中だったため、上半身を脱いでいて、胸がない。その目撃証言は、男であるイアンに寄せられたものなのだ。そういえば、「壁に慌ただしくぶつかっていた」という話もあったが、アシュリーはそんなことしていなかった。これは、見つかったイアンが逃げようとしてぶつかったのだろう。

（私が廊下で会った人影も、同じ階で着替えてたイアンだったみたいだけど……）

　どうやらイアンも慌てていたらしく、アシュリーの姿は見ていないようだ。

　ひとまずは安心したが、それと同時に紙かみ一ひと重えの危あやうさにぞっとする。

（私が見られててもおかしくなかったんだ……！　それにパンツも。明日から男の人用のパンツにして、女ものは全部処分しよう……いくら誰にも見せないとはいえ……あああでも、見つからなくてよかったけど、代わりに失った私のクライヴ先輩収集品コレクシヨンが……）

　チェストから没ぼつ収しゆうされたシャツ類のことを思い出し、少し悲しくなった。クライヴによって捨てられた品々は竃に放り込まれ、明日、薪たきぎと一緒に燃やされる運命だ。

（さようなら、いい匂いのするシャツ……。靴下と至高のパンツ、枕まくらカバーに書き損じの羊よう皮ひ紙し……！　みんなのくれた思い出は、絶対に忘れないから……）

　半ば自や棄け酒ざけの勢いで、度数の低い酒をぐいぐいと飲んだ。しかし、途中ではっとする。

（待って!?　でもつまり、明日は先輩のシャツを燃やして作ったパンを食べられるってこと……!?）

　ものすごいことに思おもい至いたってしまった。

（先輩のシャツが私の血となり……肉となる……!!　明日が待ち遠しい、待ち遠し過ぎる……!!）

　うきうきと心を躍おどらせながら、アシュリーは調子に乗って酒を飲むのだった。
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「ようクライヴ。まーた仕事に戻ってたのかよ」

　クライヴが談話室の前を通り過ぎた瞬間、偶ぐう然ぜん中から出てきたのは、クライヴが本来所属する第一部隊の隊長であるヴィクターだった。

　これから部屋に戻るところで、面倒な相手に見つかった。クライヴは遠えん慮りよなく眉根を寄せ、そのまま通り過ぎようとする。

「おいおい、ちょっと寄ってけよ。お前も一杯どうだ？」

「冗談じゃない。寝る」

「騒ぎを聞きつけた王子殿下に、ことの顚てん末まつを説明させられてきたってところか？　夜も遅くにご苦労さん、このヴィクター隊長がねぎらってやろう」

「ねぎらう気があるなら寝かせ……おい、引っ張るな!!」

「ほいほい、一名様ご案内ーっと」

　振りほどこうとしたが、こういうときのヴィクターは強ごう引いんだ。抵抗するのも面倒で、クライヴは舌打ちをする。

　そのまま談話室に引っ張り込まれ、無理やり椅子に座らされた。

「で、何が飲みたい？」

「くそっ。あんたはなんでそんな元気なんだよ……」

　クライヴとしては、一日務めた近衛騎士の仕事よりも、そのあとに起きた騒動の方によほど体力を持っていかれた。差し出されたグラスを辟へき易えきしつつ取ると、ヴィクターがくっくと笑う。

「災さい難なんだったな、容疑者どの」

「うるせえ。ほとんどあんたとアッシュが引ひっ搔かき回まわしたんだろうが」

「ほんの冗談じゃねえか。それに、お前だってたまには女遊びしたっていいんだぜ？　恋人のひとりくらいつくっても、文句は出ねえさ」

「どうでもいいな、そんなことは」

　自分の過去を知る男に、クライヴはふんと鼻を鳴らした。ヴィクターはそれを受け、ひょいと肩を竦める。

「だがな、クライヴ。あのときのことは、お前が……」

「せんぱいいいいい」

「ぐっ!?」

　突然背中に走った衝撃に、クライヴはグラスを取り落としそうになった。のしかかる重みに抗あらがって振り返れば、新入りのアッシュが自分の背中にしがみついている。

「ひっく、先輩……今日も……生きてて下さってありがとうございます……へへ……」

「なんだお前!?　気持ち悪い!!　というか酒くさい!!」

　引き剝がして床ゆかに捨てたアッシュの顔は赤い。再び起き上がり、にへにへと笑えみを浮うかべたままクライヴに手を伸ばしてくる。

「先輩はね！　この世界の生んだ宝なんれすよお!!」

「!?」

「この世の奇き跡せき……!!　ひっく、ああもう、ひどいれす!!　先輩はなんれ……ひっく、こんなに、好きにさせるんですか……!?　もはやこれは罪……素す敵てきなのも、自重してくらはい……！」

　亡もう者じやのようにクライヴの脚あしを這はい登のぼろうとする姿に、クライヴは身の毛がよだった。

「おい！　誰だこいつにここまで飲ませたのは！」

「お酒を……ひっく……飲んだのはわたし……ぼく……ですけども!!　こんなに酔よわせたのは、クライヴ先輩です!!」

「やめろ！　おい、誰かこいつを部屋まで運べ!!」

　クライヴがそう言った瞬間、それまで賑やかに飲み交わしていた騎士たちがさっと立ち上がり、てきぱきと片づけて部屋を出ていく。

「おい、お前ら……」

「クライヴ、今日はお疲つかれ！」

「俺たちは先に休ませてもらうぜ、おやすみ！」

「すみません……すみませんクライヴさん……俺らもう、アッシュの怒ど濤とうのクライヴさん語りに明け方まで付き合わされたら死んじゃいます……」

「ちょっと待て……お前ら、こいつの酒しゆ乱らんを知ってて押しつけやがったな!?」

　しかし、ヴィクターや他の騎士たちはさっさと退室していく。冗談じゃないと思ったが、こんなことで言い争うのも馬鹿げていた。

（俺が運ぶのか……!?　これを!?）

　クライヴは、踏みつけているアッシュを見下ろした。

「はああ先輩の靴くつ……ひっく……先輩の足あし跡あとを……背中にい、押しつけてもらってる……!!　ふへへ、はあ、なんてありがたい……もったいない……!!　ひっく」

　幸せそうな笑みを浮かべて床に這はいつくばるその姿に、クライヴはぞっとした。

　到とう底てい自力で動けそうにないアッシュを運ぶのであれば、当然肩を貸す必要がある。だが、そもそもなぜ自分が、この変態を相手にそこまでしてやる必要があるのだろう。

「せんぱい……へへ…………っくしゅん！」

　アッシュがくしゃみをした。

　今夜の王都は少々冷え込み、このまま放っておけば風か邪ぜを引いてしまうだろう。

　アッシュがどうなろうと、自分には関係がないのだが……。

「へくしゅっ！」

「……」

　諦めて、舌打ちをする。

「くそ……おい、さっさと立てこの変態！」

　クライヴは、アッシュから足をどけてその腕を引っ張り上げた。
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「ほら、着いたぞ!!」

「うぎゃっ！」

　部屋に着き、アッシュを床に放り投げたあと、クライヴはばきりと首を鳴らした。

　重労働だったが、もう一仕事残っている。いまアッシュが寝ている床から、梯はし子ごの先にある寝台の上段まで持っていかなくてはならないのだ。

「うう……ぐるぐる……世界がぐるぐるする……クライヴ先輩がひとり、ふたり……さんにん……はっ……もしやここは……すべてが先輩でできている天国……!?」

「地じ獄ごくだろ、それ」

「う……みず……みずううう」

「うるせえ！　やるから静かにしてろ!!」

　コップに注いだ水を差し出してやると、アッシュが感かん激げきしたように目を輝かがやかせる。

　水を飲ませているあいだ、クライヴはどうするべきかを思案した。

　アッシュを寝台の上段まで運ぶには、先に自分が上がり、引っ張り上げる形だろうか。だが、男が男を寝台に引き込む絵面はあまりに気色が悪い。

　下段に寝かせてやり、クライヴ自身は別の場所で寝るのが一番だろうが、アッシュに寝台を貸すと何をしでかすか分からないという点が問題だった。

（面めん倒どうくせえ……またシーツにくるんで縛しばっとくか……？）

　そうこう考えているうち、悲鳴が聞こえてくる。

「ぎゃー!!　つめたい!!」

「おい！　なにやってんだ!!」

　見れば、アッシュがなぜか逆さまのコップを頭に乗せ、全身水みず浸びたしになっていた。

「どうすればそんな状況になるんだよ!?」

「うう……先輩のコップに直じかに口をつけるなんて……あ、ありがとうございま……す……………………がくっ」

「お、ま、え、は……!!」

　ずぶ濡ぬれになったまま、アッシュが床で力ちから尽つきた。クライヴはその体を揺ゆさぶるが、目を覚ます気配はない。

「こら、濡ぬれたまま寝るんじゃねえ!!　お前が風邪引いたら、ここまで運んできた俺の努力が全部無む駄だになるだろうが!!」

「うーん……間接キッ……ス……」

「くそ……」

　クライヴは溜め息をついたあと、アッシュの制服を摑んだ。

　リボンを解いたケープを毟むしり取とって放り投げる。上着のボタンを外し、肩から抜いて無理やり脱がせた。ここまでしてやるのも面倒を見過ぎかもしれないが、やったことが無駄になるのも癪しやくだ。

「おい、とっとと腕上げろ」

「だ……駄目です先輩……むにゃ……私たち……そういうのは、まだ早……」

「うるせえ！　何を言い出してんだお前は！」

　叱しつ咤たしながらも、半ばやけくそでシャツのボタンを外す。さっさと剝はぎ取とってしまおうと三つ目のボタンに手をかけた、そのときだ。

（──なんだ？）

　シャツの下にある、別の布の感触に眉根を寄せた。

　柔やわらかな布が、アッシュの胸元へと巻きつけられている。だが、それだけでは隠し切れない体の形に、クライヴは息を吞んだ。




「………………………………女……？」




　クライヴが漏もらしたその言葉は、眠っているアッシュには、聞こえていなかった。
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　素す晴ばらしい目覚めの朝だった。

　早朝の訓練に精を出すアシュリーは、天にも昇のぼる気持ちで木もつ剣けんの素す振ぶりをする。体は軽く、すっきりとしていて、爽さわやかな朝の光が気持ちいい。

　なぜなら、今朝起きた時、クライヴの寝しん台だいに寝かされていたためだ。

　何が起こったのかは分からない。クライヴは部屋にいなかったし、アシュリーには昨さく晩ばんの記き憶おくが途と中ちゆうからなかった。お酒を飲んだせいか、制服のままで寝てしまったようだ。

（きっと、私が酔よって先せん輩ぱいのベッドで寝ちゃったんだ……）

　その結果、困ったクライヴが別の場所で寝たのだろう。

　迷めい惑わくをかけたのは申し訳ないし、謝あやまりたいと思う。けれど、どうしても奥おく底そこから湧き上がってくる衝しよう動どう的てきなにやけが止まらない。

（起きた瞬しゆん間かんに！　先輩の匂においに、包まれていた幸せ!!　私、あのまま目覚めなくてもよかった……！）

「す、すげえアッシュ……猛もう烈れつな勢いの素振りだ……！」

「あいつ、昨日あんだけ酔ってて元気だよな」

「というかそもそも、あの展てん開かいでよくクライヴに殺されなかったよな。お、噂うわさをすれば」

「クライヴ先輩!?」

　訓練場に見えたクライヴの姿に、アシュリーは駆かけ寄よった。

「せんぱいいいいっ、おはようございます!!　あの、昨日はすみませんでした！　ご迷惑おかけしたみたいで!!」

　そのままの勢いでひしっとしがみつき、アシュリーはクライヴに愛を語る。

「先輩のベッドに入って寝るなんて、とんだ厚かましい真ま似ねを……！」

「やめろ、抱きつくな!!」

「どんな罰ばつでも受けます、どうぞ!!　あ、でもご飯だけは食べさせて下さい！　今日はクライヴ先輩のシャツが僕の血肉になる日なんで!!」

「っ、この……」

　そろそろ鉄てつ拳けんが降ふってくる気配を感じ、アシュリーは甘あまんじて目を瞑つぶる。

「……」

　だが。

「あれ？」

　そっと片かた目めを開き、クライヴの方を見上げた。

「……いい加減にしろ」

　クライヴは舌打ちをしたあと、アシュリーから目を逸そらす。

「ぎゃあぎゃあと、朝からうるせえんだよ。それとお前は二度と酒を飲むな」

「えっと……ご、ごめんなさい……?」

「おい、ヴィクター」

　クライヴはアシュリーを引ひき剝はがし、ヴィクターの方へと歩いていく。アシュリーはぽかんとしてしまった。

「え、ええええ……？」

　絶対に、殴なぐられると思ったのに。

「ど、どういうこと……？　先輩、具合でも悪いのかな……」

　アシュリーは事態を吞のみ込めず、ごくりと喉のどを鳴らした。
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　──同室の新人騎き士し、アッシュ・ウェントワースが女だった。




　昨晩そのことを知ったクライヴは、近この衛え隊たいからの連れん絡らく事じ項こうについてヴィクターと話したあと、改めて溜ため息いきをつく。訓練場から近衛隊の執しつ務む室しつに戻もどるまでの道すがら、考えを整理した。

　やはり、クライヴがゆうべ気づいたことは間ま違ちがいではない。

　むしろ、真実を知ったいまであれば、これまで覚えていた違い和わ感かんに説明がつく。

（朝早く起きて着替えてるのも、風ふ呂ろに必ず最後に入るのも、それが理由か……）

　それに、女と分かってからアッシュの顔を見ると、確かに女の顔立ちに見える。

　いままで遠えん慮りよなく殴っていたが、女となればさすがに憚はばかられた。いくら変態といえど、女を相手に暴力を振るうわけにはいかない。

（だとしても、何を考えている？）

　昨日のこと。

　アッシュに服を着せ直し、仕方なく自分の寝台に放り込んだあと。近衛騎士の執務室で休むことにしたクライヴは、眠る前、アッシュの入団時の書類に目を通した。

　調べたのはもちろん、『アッシュ・ウェントワース』と名乗る新入りが、本当は何者なのかという点だ。

　現在この国は、長年戦争を続けてきた敵国と休戦状態になっている。

　もうじき和平条約が結べるかもしれないという状じよう況きようの中で、素す性じようの知れない人間が城しろに潜もぐり込んでいるのだ。

　しかし、完全に疑わしいわけでもない。

　アッシュが携たずさえてきた書しよ簡かんも、その署しよ名めいも、ウェントワース伯はく爵しやくの正式なものだった。

　つまり、アッシュがそれらを盗ぬすんだのでなければ、ウェントワース家が送り出してきた正式なアッシュ・ウェントワースということになる。

　それならば、クライヴに思おもい浮うかぶ理由はふたつだ。

　アッシュは男として育てられた女であり、伯爵家の家か督とくを継つぐために男のふりをしている可能性。もうひとつは、話に聞いていた、双ふた子ごの妹が入いれ替かわっているという可能性。

（……だが、そうまでして騎士団に来て、何の意味がある？）

　貴き族ぞくの子息を一年間、騎士団で教育する制度。これ自体は、強制でもなんでもない。

（いくらあの変態でも、俺を目当てにわざわざこんなことはしないはずだ。なら）

　何か、特とく殊しゆな事情があるというのか。

　伯爵家が、王家や騎士団を欺あざむいてまで、娘むすめを騎士団に潜り込ませた理由が。

「……」

　クライヴは、浅く溜め息をついた。

　最悪の場合、国に対する企くわだてをしている可能性もある。それならそれで証しよう拠こを押さえ、騎士として動くまでなのだが……。

（……あの馬ば鹿かに、そんな計算が出来るっていうのか？）

　悪事を企たくらむ潜せん入にゆう者しやが、酒に酔い、こうも簡かん単たんに秘ひ密みつを暴かれるだろうか。

　そもそも行動が目立ち過ぎだ。クライヴに付つき纏まとい、追い回して、下着や食器の類を収集する。ひどい化け粧しようの女じよ装そうで尾び行こうし、寝台に潜り込んだり、朝起きたら二に段だんベッドの上からじっと見つめられていたこともあった。

　クライヴは、思い出すだに呆あきれる。

　その反面、妊にん婦ぷのために泥どろかきをし、毎日全身を汚よごして帰ることもあった。その結果部屋に戻れず、疲れ切るまで訓練に明あけ暮くれたり、馬が街で暴れたときも、危き険けんを省かえりみず飛び出した。

　そんなことを馬鹿正直にしながら、何か悪事を行えるものだろうか。こちらを信用させるためだとしても、要領が悪過ぎる。

（噓うそもつききれねえ馬鹿のくせに、俺に隠かくしごとなんざ生意気なんだよ）

　クライヴは、執しつ務む塔とうへの門を潜くぐりつつ嘆たん息そくした。

（悪意を持って入り込んで、企みごとが出来るほど頭のキレる奴じゃない。誰かの手足として噓をつけるほど要領もよくない。だが……）




　──いつまでも、放置しておくわけにもいかない。

（まずはあいつの目的を探り、その上で処しよ遇ぐうを決める。……それまでに、あいつが女だと他の奴やつらにバレれば、面めん倒どうなことになるか……）
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　一方、自分が女だと知られたことなど到とう底てい気づかないアシュリーは、ここ数日のあいだに見せたクライヴの変化に驚おどろいていた。

　なぜだか、まったく殴られない。

　どれだけくっついても、拝おがんでも、歩いている下に滑すべり込こんで背中を踏ふんでもらおうとしても、一いち撃げきもお仕置きが飛んでこないのだ。

　いつも寸すん前ぜんで止め、なんだか忌いま々いましそうに舌打ちをして追いやられる。もしや具合が悪いのかと、こそこそと尾行をしてみるのだが……。

（うーん……私が傍そばにいないときは、いつも通りの先輩に見えるなあ……）

　ますますおかしい。

　そう思っていると、クライヴのポケットから白い手て袋ぶくろがぽろりと落ちた。

「あ────────っ！　大変、貴き重ちようなお宝たからが!!」

　風と見まがうほどの速さで走り出し、なんとか手袋が落ちる前に摑つかみ取とる。しかし、こちらを見下ろすクライヴの視し線せんに気づいてはっとした。

「っと、これはですね先輩！　決して尾行ではなく、その……」

「どうせこんなことだろうと思ったんだ。気配を消してるつもりか、丸わかりなんだよ」

「え、罠わなだったんですか!?　ひどいですずるいです、お詫わびにこの手袋舐なめさせてもらわないと気が済みません!!　いただきます!!」

「は？　馬鹿お前、やめろ！」

「きた──!!」

　期待を込めて目を瞑るが、やはり、殴られるようなことはない。

　いつもなら間違いなくひっぱたかれているはずの場面なのに。

「……」

　クライヴはふいと視線を逸らすどころか、そのままアシュリーに背中を向けた。

「気色悪い真似をしてないで、さっさと戻れ。もう休み時間も終わるだろ」

「……？」

　様子が違うのは、それだけではない。

　その出来事があったのは、アシュリーが、年上の騎士たちに誘さそわれたときのことだ。

「アッシュ！　お前、今日の仕事が終わったら俺たちについてこいよ。奢おごってやっから」

「今日はな、港の方に新しく出来た店だぜ？　こういう楽しみを後こう輩はいに教えてやるのも、俺らの役目だからな！」

　肩を叩いてきた騎士たちに、アシュリーは首をひねった。

「港？　もしかして、酒場ですか？」

「まあ、酒もある。酒よりもっといいものもあるけどな」

「おーい、お前らもしかしてあそこ行くのか？　俺も連れてってくれよ、気になってるんだよなあの娼しよう館かん……むぐっ」

「しーっ！　……なあアッシュ、行くだろ？」

　意味深にニヤニヤしている騎士は、どこか悪いた戯ずらを仕し掛かけるような顔でもあった。だが、いつもなんだかんだと可か愛わいがってくれる仲間たちの言うことだ。悪いようにはされないだろう。

「はい、行きます！　最近はクライヴ先輩も近衛隊の仕事で遅いし、夜が退たい屈くつで……」

　しかし、アシュリーの返事は見事に遮さえぎられる。

「待て、アッシュ」

　振り返ると、クライヴが不ふ機き嫌げんそうにアシュリーを見下ろしていた。

「お前、剣けんと馬具の手入れがあるだろ。遊びに行ってる場合か」

「大だい丈じよう夫ぶです！　それならもう終わりました！」

　アシュリーは元々、クライヴのための花はな嫁よめ修しゆ業ぎようで掃そう除じ洗せん濯たくの類たぐいを身につけていたのだ。特有の扱あつかいにちゃんと慣れれば、ある程度は手早く出来る。

「……掃除は」

「それもあとはお風ふ呂ろだけなんで、みんなが入ったあとに掃除します！　というわけで先輩、今日は遅くなりますが、僕がいなくてもさびしがらずに」

「駄だ目めだ」

　言い切られ、アシュリーは首をかしげる。

「なんでですか？」

「うるせえ。城で大人しくしてろ」

「えー、だってせっかく皆みなさんが……」

「アッシュ」

　クライヴがアシュリーを睨にらみつける。そして、ぞくりとするような低い声で紡つむいだ。

「──俺の言うことが聞けねえのか？」

「え……!?」

　どきん、と。

　心しん臓ぞうが大きく鼓こ動どうを刻きざむ。

　少し意地の悪い物言いをしたクライヴは、どうあってもアシュリーを頷うなずかせるつもりらしい。

「……返事は」

「うえええ!?　え、えっと、えっと……」

　なんだか強ごう引いんな言い方をされ、そこに不思議な色気を感じてしまう。深い意味はないと思うのに、アシュリーの顔はぼぼぼっと熱くなっていった。

「は、はい……！」

　顔を真っ赤にし、何がなんだか分からないまま頷く。クライヴはふんと鼻を鳴らすと、「いいか、くれぐれもこいつを妙みような場所に連れて行くなよ」と他の騎士たちに念を押して去って行った。

（え、なんで……？　なんかちょっと、不機嫌だった……よね？）

　他の騎士たちも、不思議そうな顔だ。

「なんだ、クライヴの奴？　まるでアッシュを娼館に行かせたくねえみたいに」

「娼館!?」

「あ、やべ」

　騎士が自分の口を塞ぎ、アッシュは内心で冷ひや汗あせをかく。

（娼館ってそういうお店だよね!?　せ、先輩が止めてくれてよかった……！）

　そんな場所に連れて行かれたら、何が原因で女と知られるかも分からない。安あん堵どしたのも束つかの間ま、そもそもなぜ止めてくれたのかという疑ぎ問もんがよぎる。

（ってまさかあれ、嫉しつ妬と!?　うそ、そんなわけない！　……ああでもなんか先輩、ちょっと意地悪だったし!!　もしかしてやきもちだったんじゃないの!?）

　心臓の鼓動が激はげしくなってきた。まさか、まさか、まさか。

（それってつまり先輩は私のことを好きに……）

　次の瞬間、アシュリーは、鼻血を噴ふいて引っくり返ったのだった。
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「先輩って、男色なのかな……」

「げほっ！　ごほっ、げほ！」

　アシュリーがそう漏もらすと、スープを飲もうとしていたイアンが盛せい大だいに噎むせ始めた。

「うわ、イアン大丈夫!?」

「大丈夫なわけないだろ!?　何それ、男色はあんたひとりで十分なんだけど」

「僕は男色じゃないってば。だって先輩、なんかここ最近、明らかに僕に対して様子が変というか……意識されている気がするというか……」

　思い出して、アシュリーはうっとりと溜め息をつく。

「俺の言うこと聞けって……ううん。あれはもう、『お前は俺のものだ』って言われた気がする。お前は俺だけ見てろって、先輩が僕に!!」

「絶対それねじ曲がってるでしょ!?　クライヴが自分のこと好きだって勝手に妄もう想そうした挙げ句、その結果の男色扱いって失礼過ぎない!?」

「だって最近殴られないし！」

　どんっと食堂のテーブルを叩き、アシュリーは鼻息荒あらく言った。

「僕は男色じゃないけど、先輩がそうならやぶさかじゃないから！　うん！」

「意味分かんない。やぶさかじゃない時点で男色でしょ」

「ともかく！　先輩から向けられる感情は、すべて受け止めてみせる……!!」

　アシュリーの中に、決意の炎ほのおが燃え上がる。

（ああ、でもどうしよう……！　先輩が男色なら、なおさら女ってバレるわけにはいかない!!　でもでも、愛する人と両思いで性別を隠かくし続けることができるものかな……!?　何より先輩を騙だますことに……でもでもえーと……）

　しかし、そんな風に悩なやんでいられたのは、最初のうちだけだった。

　アシュリーは気づいてしまったのだ。クライヴに殴られないいまの現状が、ただ喜ばしいだけではないということに。

「アッシュ！　お前また俺の寝台に手ェ突つっ込こんだろ!!」

「はい!!　そうですごめんなさい!!　お仕置きのげんこつお願いします!!」

「ふざけんな！」

　クライヴは手を振り上げかけたが、大きく深しん呼こ吸きゆうをすると、すぐにその怒ど気きを消す。

「……二度とするな」

「……え」

　そう言って踵きびすを返かえし、立ち去ってしまった。

「……ええー……」

　ぽつんと取り残されたアシュリーの中では、このところ抱いていた疑問がますます大きくなる。落ち込みながら仕事に戻り、昼休みまで耐たえ切ると、食堂に向かい──。

「どうしようイアン！　僕、先輩に嫌きらわれてる気がする……!!」

　先日と真逆の思いを抱いてテーブルに伏ふせる。

　そんなアシュリーを、サラダをつつきながらイアンが見下ろした。

「……あんた、毎日忙いそがしいな……」

「最初は、なんだか殴られなくなったし、先輩が僕に許してくれる範はん囲いが広がったのかなって嬉うれしかったのに……！　よく考えたら、あれこれ違うんじゃない？　避さけられてるんじゃない？　って気づいて……」

「そもそも、許されない範囲なのに挑ちよう戦せんし続けたあんたがすごいけど」

「ヴィクター隊長の言う通り、先輩が遠慮なく殴ってくれるのは僕だけの特とつ権けんだったのに!!　ぜんぜん喜んでいいところじゃなかった!!　大体なに調子に乗ってたんだろう!?　僕が先輩に好かれるとか有り得ないのに!!」

　ヴィクターが言っていた、「クライヴがあんなに素で怒鳴ったり殴ったりするのは、破格の扱いだ」という言葉の意味がいまならよく分かる。

　怒おこられるということは、それこそ全力で接してもらっているということなのだ。アシュリーはその幸せに気づかず、恐おそらく何か失態をおかしてしまった。

「噂をすれば、クライヴだけど」

「え!?」

　食堂に入ってきたクライヴの姿に、アシュリーははっとした。

　クライヴの方も、間違いなくアシュリーの姿を見止める。けれども目をすがめたあと、何も言わずに踵を返した。

「先輩……」

「へえ。いつも食べ物にはそれなりに関心を示すクライヴが、食べずに出てくなんて」

「ううっ」

　クライヴの背中を、追いすがるようにじっと見つめる。それを見て、イアンが鼻で笑った。

「うわー、気持ち悪い」

「イアンひどい！　真しん剣けんに悩んでるのに!!」

「あんたがそうやって、クライヴの背中を見てるだけなのが気持ち悪いんだよ」

「どういうこと？」

「追わないんだ。あんたが。それって不気味」

「!!　た、確かに。行ってくる!!」

「軽っ」

　アシュリーは急いで食堂を出ると、クライヴ目がけて全力疾しつ走そうした。

「先輩─────────!!」

　見送った背中にはすぐに追いつく。クライヴが振り返る前に、両手を広げてばっと高く飛び上がり、全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけてしがみついた。

「先輩!!」

「うわっ!?」

　いきなり飛びつかれてよろめいたクライヴだが、倒たおれ込むようなことはしない。その代わり、アシュリーを見てひっと顔を引きつらせる。

「怖こわいんだよお前は!!　飛ぶ化け物か!?」

「はあはあ、それです先輩！　その感じでもうちょっと、もう一声!!」

「何を馬鹿なこと……」

　引き剝がしてくる手に抵てい抗こうし、ぐぎぎぎ、とお互いに力を込める。しかし、アシュリーの力では押し切れず、ついに床へと落とされた。

「いだっ！」

「ちっ……」

　クライヴはアシュリーに手を伸のばし、少し乱らん暴ぼうに引き起こす。アシュリーが立ち上がると、その手もすぐに離はなされた。

「妙な真似するんじゃねえ。ついてくるな」

「そ、それだけですか……もっとこう、いつも通りに構わず殴っていただいても……」

「殴られるって理解していてもやる奴を、何度殴ったって無む駄だだろうが」

「せ、先輩!!」

　無駄。……そんな言葉に、アシュリーはいよいよ真っ青になってしまう。

「ぼ、僕、嫌われましたか……」

「は？」

「このあいだの宴えん会かい、あれ以来ですよね!?　あの夜もしかして何かしましたか!?　何度も頭の中で想定してたあれとかこれとかあんなことをうっかり実際にやらかしちゃいました!?　あ、それともあっちの方……!?」

「なんだよそれ、怖ェんだよ」

「それとも、それとも、僕がいつまでも役立たずのままだから……!?」

　ついに呆れられてしまったのだろうか。

　浮ついた目的で騎士団に入って、さしたる貢こう献けんも出来なくて。

　それを見抜いたクライヴに、見放され、叱しかる価か値ちもないと思われてしまったのだろうか。

「僕、し、仕事もっと頑がん張ばります。訓練もまだまだ早起き出来ます。王族の方々や国民の皆さんのお役に立てる日はまだ遠いかもしれないけど、頑張るのでどうか、どうかああああああ」

　ひしっとしがみつき、捨てられたくない思いを腕に込める。

　一年間傍そばにいられるだけでよかったのに、我われながら貪どん欲よくだ。──だけど。

「……嫌わないで、下さい……」

　好かれなくてもいいから、せめて。

　そう願って、ぎゅっと目を瞑る。

「嫌いになった理由があるなら、教えて下さい。直しますから、だから」

「……関係ねえだろ」

　クライヴの言葉に、アシュリーは顔を上げた。

「俺の考えを、どうしてお前に話す必要がある」

「先輩……？」

「それとも、お前は話せるのか」

　問いかけに、アシュリーはぎくりと身を竦すくませた。

「お前が考えていることや、目的を、包つつみ隠かくさず俺に言えるのか？」

「……それは……」

　見下ろすクライヴが、その手でアシュリーを引き剝がした。

　彼の体に回していた腕から力が抜ける。アシュリーが持つ秘密に気づかれているようで、それを責められているかのようで、心臓の辺りがひどく痛いたんだ。

　ぽつんと立たち尽つくしたアシュリーに、クライヴは背中を向ける。

「分かったなら、話は終わりだ」

　そして、途と方ほうに暮くれたアシュリーを置いて、再び歩き出した。
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　それからの一日、アシュリーはどん底にいた。

　何が原因かは分からないが、クライヴに距きよ離りを置かれている。関係ないと突つき放はなされた。そのことが脳のう裏りをよぎるたび、顔を両手で覆おおって嘆なげく。

（最近、少しは距離が近づいた気がしてたのに……浮かれて何か失敗して、迷惑かけて嫌われたんだ。私なんて私なんて……うっ）

　部屋に戻っても、クライヴはいない。仕事が忙しいのか、それともアシュリーを避けているせいか、勤きん務む時間後も執務塔にこもって遅くまで仕事をしていたようだ。そして、翌よく朝あさアシュリーが目を覚ましたときにも戻っていなかった。

　これではまるで、同室になることが決まったばかりのころに逆ぎやく戻もどりだ。

　アシュリーは、とぼとぼと部屋を出て着替えを済ませた。掃除をし、朝の訓練を終えたあとは、ヴィクターからの指示を死んだ顔で聞く。

「おい、アッシュの奴どうしたんだ……？　なんかげっそりしてるっていうか、吹けば飛んでいきそうだぞ……」

「やばいなあの顔色……うちのじいちゃんが死ぬ前、ああいう感じだったわ……」

　そんな風に後ろで噂をされているが、耳には届かない。

　その後、仮入団中の見習いであるアシュリーに割り振られたのは、今日も平和な馬車の停留所の交通整備だ。

（クライヴ先輩……）

　出かける前に、兵舎の玄げん関かんで立ち止まり、しょんぼりと溜め息をつく。

　そこに、ヴィクターの声がした。

「おーいアッシュ、ちょっといいか。急だがお前さん、明日は夜や勤きんに出てくれ」

「……やきん……？」

　のそのそと振り返ったあと、やや遅れて命令を理解する。

「……えっ!?　夜勤って、夜ってことですか!?」

　それは、アシュリーにとって初めての割り振りだった。

　夜間勤務は人数が少ないため、経験が浅いアシュリーは足手まといになる。そんな事情もあり、基本的には一年以上ここにいる騎士のみで回しているのだ。

「このところ、強ごう盗とう事件が増えているのは知ってるよな」

「はい。前から注意喚かん起きしてて、第五部隊の皆さんが主に動いてる件ですよね」

「それそれ。そいつらが、団長経由で第一部隊うちに協力を求めてきたんだよ。ある貴族の家の警備だ。いい経験だしお前さん、やってみろ」

「僕がですか!?」

　アシュリーは驚いて、自分を指差す。

「あ、いえ、嫌いやとかじゃなく！　いままで簡単な任務のみだったのに、いきなりそんな重大な……」

　あまりに驚いて、先ほどまでの落ち込みが少し薄うすれた。ヴィクターがくつくつと笑う。

「そう慌あわてんな。お前だけに回すわけじゃねえさ、うちからはもうひとり出す予定だ」

　どうやらひとりではないらしく、その言葉にほっとした。

「……分かりました！　緊きん張ちようしますけど、精いっぱい頑張ります!!」

　アシュリーはぐっと拳こぶしを握にぎり、どうにかこうにか気合を入れた。

　クライヴとのことを思い出すと心が沈しずむが、その分仕事で頑張らなくては。そう思い、自分を奮ふるい立たたせたのに……。

「それじゃ、クライヴと組んで頑張れよ」

「………………んっ!?」

　いま、なんと言ったのだろう。

「どうかしたか？」

「え、いや、どうしてクライヴ先輩が!?　近衛騎士は普ふ通つう、そんな警けい備びに出たりしませんよね!?」

「あいつは近衛騎士だが、第一部隊の騎士でもあるからなあ。人手が足りねえって話をつけたんだ」

「いや、でも！　先輩がいるなら僕なんて必要なく、むしろ足手まといなのでは!?」

「騎士団の行動は原則ふたり一組だ。どっちにしろ、お前には出てもらわねーと」

　ヴィクターの言葉に、アシュリーは嫌な予感がする。

「あ、あのヴィクター隊長……ひょっとして、最近僕とクライヴ先輩が気まずい雰ふん囲い気きなのを知って……」

「んん？　なんのことだ？」

　ヴィクターがにやりと笑った。やっぱり！　と確信するが、いまさら断るわけにもいかない。いいやそもそも、命令に対する拒きよ否ひ権けんなんかない。

（先輩とふたりで警備……）

　普ふ段だんなら飛とび跳はねて喜んでいるが、胸には昨日のクライヴの拒きよ絶ぜつが刺ささっている。

　萎しおれた心を抱かかえつつ、アシュリーは、その日も忙しく仕事をこなしたのだった。
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　翌よく日じつの夜。

　命令通り、アシュリーはクライヴと共に、貴族邸の食堂に面した中庭の警備をすることになった。迷惑をかけないよう、誠せい心しん誠せい意い頑張ろうと心に決めて来たのだが……。

（どうしよう……）

　夜の庭は、居い心地ごこちの悪い沈ちん黙もくに包まれていた。

　不機嫌を隠しもしないクライヴは、窓の下に立ったまま黙だまり込こんでいる。眉み間けんに皺しわをよせ、目をすがめて、明らかに空気がぴりぴりしていた。

（先輩、すっごい怒ってる!!）

　アシュリーはそれを、少し離れた木の陰かげから窺うかがった。

（隊長が無理に参加させたんだ!!　やっぱり、私と警備なんてしたくなくて……うっ）

　再さい認にん識しきして落ち込んだ。しかしそれとは別に、胸の高鳴りも感じている。

（でも……不服がありながらも、仕事はちゃんとするクライヴ先輩かっこいい……）

　月明かりの下、護まもるべきものを背にし、堂々と立つさまはなんと凜り々りしいのだろう。アシュリーはなるべく瞬まばたきをしないように、クライヴの姿を目に焼きつける。

（目が乾かわいてきた……でも、一いつ瞬しゆんでも目を瞑るなんてもったいない!!　あっ涙が出て、あっ視し界かいが滲にじんで、あああああー……!!）

「……おい、何してる」

「え!?」

　声を掛けられ、アシュリーは驚く。涙に滲む目を瞬しばたたかせながら、辺りを見回した。

「お前だよ！　そこで何やってるんだ」

「僕ですか!?　いや、僕は離れていた方が邪じや魔まにならないと思ったので！　なんというか、なるべく先輩の視界に入らないようにと!!」

「は？」

　クライヴの眉み間けんの皺しわが深くなる。

「離れててどうやって警備するんだよ」

「そ、そうですよね……」

「ちゃんと俺の隣となりに立て」

　その言葉に、アシュリーはぎゅっと胸を押さえる。

「……俺の……傍に……いろ……!?」

「誰がそんな言い方した!!　いいからさっさとこっち来い!!」

「はいい!!　行きます走って行きます!!」

　アシュリーは急いで駆け寄ると、クライヴの隣にちゃんと並ならんだ。そして、見えないところで拳を握る。

（さっきのやりとり、ちょっとだけいままで通りだった！　この調子……！）

　アシュリーは自分を励はげます。しかし、暗い中で口を噤つぐんだまま立っていると、段だん々だんとその状況に落ち着かなくなってきた。

「……」

　アシュリーは、隣に立つクライヴをちらりと見上げる。

　月明かりが眩まぶしくて、お互いの顔まではっきりと見える夜だ。だがクライヴは相も変わらず不機嫌そうな顔で、アシュリーの方を見ようともしない。

（先輩、いまどんなこと考えてるのかな……）

　クライヴは眉まゆ根ねを寄せつつも、無言で警備の仕事に粛しゆく々しゆくと準じていた。月光で照らされた横顔は整い過ぎているほどで、長い睫まつ毛げが頰ほおに影かげを落とす。

　アシュリーは思わず口を開け、うっとりとそれを見上げていた。

（……はっ！　いけないいけない!!）

　我に返り、よだれの垂たれそうな口元を手ての甲こうで拭ぬぐう。

（だめだめ。仕事中なんだもん。クライヴ先輩にいいところ見せて、少しでもここ最近の空気を挽ばん回かいするんだ……!!　浮つかない、浮つかない、はあクライヴ先輩いい匂いがする、浮つかない……もっと先輩の吐いた息が吸すいたい……うわつか……）

「おい」

「はいいいいいい!!　すみません、思いっきり浮ついてましたああああああ!!」

　背せ筋すじを伸ばして全力で反省を示す。クライヴはアシュリーを胡う乱ろんげに見下ろしたあと、また正面へと視線を戻した。

「さっきから視線がうるせえんだよ」

「ば、バレてましたか……」

「まさかお前、普段の勤務中もそんなにふわふわしてんのか」

「うぐっ」

　鋭するどい指し摘てきに、アシュリーはよろめいた。

（挽回どころか呆れられてる!!　……でも『ふわふわ』って何!?　先輩の口から『ふわふわ』って!!　可愛すぎる、そんな気軽に危険な存そん在ざいにならないで欲しいのに!!）

「だからうるせえ」

「何も言ってませんよ!?」

「馬鹿なこと考えてんのは丸わかりだ！」

　クライヴはそう言うと、はあっと浅く溜め息をついた。

「……お前、やっぱ騎士団ここには向いてねえだろ」

「どうしてですか!?」

　思わぬ言葉に慌ててしまう。それに対し、クライヴは平然とした様子だ。

「危き機き感かんがなさ過ぎだ。あらゆる意味で」

「そ、そんなことないですもん！　結構気をつけてるんですから！」

「噓つけ」

「うぐう……」

　何も言い返せず、アシュリーは俯うつむいた。

　クライヴは、女と気づかれないための華か麗れいなる健けん闘とうを知らないから言えるのだ。けれど、その話をするわけにもいかない。

「向いてなくても、ここにいたいです……」

「……」

　アシュリーがぽつりと呟つぶやくと、クライヴからは意外な問いが返ってくる。

「どうして、そうまでして騎士団ここにいる」

「え……」

　アシュリーは驚いて顔を上げた。

「せ、先輩が僕に興味を……!?」

「気色悪い言い方をするな。何か目的がない限り、お前みたいな貴族の家の人間が、わざわざ騎士団に籍せきを置く必要もねえだろ」

　なんと答えたらいいものか、アシュリーは悩んだ。

（そうだ！　ここで挽回できないかな!?）

　ひらめいて、慌てて口を開く。

「それはもちろん、えーとえーと……そう！　この国を護るためです!!」

　クライヴが、再び眉根を寄せる。

「敵国との関係が、友好的になりつつあるいま！　僕も、国王陛へい下かに仕える伯爵家の人間として、そのお手伝いが出来たらと思って！」

　どうにか不自然ではない理由を。

　そして、クライヴに少しでも見直してもらえる理由を。そんなことを考えながら、一いつ生しよう懸けん命めいに話してみせる。

「そう、次期伯爵であり、跡あと取とり息子むすことして！」

「……ほー」

「家名に恥はじないように、頑張りたいと思いまして……」

「ふうん」

「……国民みんなの笑顔を……護りたいと……」

「……」

　明らかに疑わしげなクライヴの視線に、アシュリーは段々うなだれ始める。

　そして、きゅっとくちびるを結んだ。

（ううん。だめだ）

　こんな、上うわっ面つらの言葉だけで、ごまかせるような人ではない。

　アシュリーのことを尋たずねてくれた。それに対して、きちんと思いを返さなくては。

　アシュリーは深呼吸のあと、顔を上げた。

「……いいえ！　本当は、違います!!」

　そして、クライヴの顔を見上げて言い切る。

「下心です!!」

「……は？」

　クライヴがぽかんとした。

　だが、一度口火を切った告白は止まらない。アシュリーは頰を火ほ照てらせながら、クライヴ相手に熱弁する。

「出来ればクライヴ先輩のシャツに生まれ変わりたかったんですけど、それはちょっと難むずかしいですし！　騎士団に入って、先輩の吐いた息を吸える距離に一度くらい接近できたらいいなって、その一心で！」

　もちろん、ひどい動機だというのは分かっていた。

　国を護るため。王への忠ちゆう誠せいの証あかし。国民や領民への愛情。多くの騎士が、そんな志を胸に抱いて入団してくるのだろう。

　でもアシュリーがここにいる理由──それはただ、恋という下心のためだけ。

「なんだそれって、不快に思われるのは百も承知です！　でも、ふざけてるわけじゃなくて大おお真ま面じ目めなんです!!」

「いや、真面目な方がまずい発言だろ……」

　呆れ顔で突っ込みを入れられたアシュリーは、熱く拳を握にぎり締しめた。

「騎士の仕事を精いっぱい頑張りたいって、そう思ってるのは本当です。でもそれは全部、クライヴ先輩に褒ほめてもらいたいからです！」

　アシュリーは堂々と、胸を張って宣せん言げんする。




「僕が頑張る理由は！　クライヴ先輩に対する、下心がすべてです！」

「………………」




　クライヴは、アシュリーを見たまま絶句した。

　もはや、なんと言ったらいいのか分からないという表情だ。少し困ったその顔に希少価値を感じて、アシュリーはほうっと溜め息をついた。

「絶句したクライヴ先輩の顔、最高ですね……！」

「お前……」

「こうやって会いにこなければ、そんなお顔も見られなかったし。いまだって、嬉しくて仕方がなくて……やっぱり無理してでも騎士になってよかったなって、そう思ってしまって」

　そう告げて、真まっ直すぐにクライヴを見つめる。クライヴは戸と惑まどった表情のまま、アシュリーの眼まな差ざしを受け止めた。

「僕……どうしても、あなたに会いたかったんです。たった一年だけでも。一生のうちで、それが最後になっても！」

「……」

　しいん、と。

　静せい寂じやくが、夜の中庭を支配した。

　クライヴはアシュリーを見下ろしつつも、何か言う気配はない。一いつ拍ぱく置いて、猛烈な照れくささが襲おそってきた。

（なんだかすごく恥ずかしくなってきちゃった……！　クライヴ先輩が、私に初めて興味を持ってくれた気がしたから……!!）

　ばっと両手で顔を押さえ、身を捩よじらせてもじもじしていると……。

「お前……無茶苦茶だな」

「うっ。か、返す言葉も……」

「それだけ無茶苦茶な発言するくせに、疑う余地もねえのがなお悪い。俺が動機ってなんだよ、馬鹿じゃねえのか」

「はい、馬鹿です……」

「お前に振り回されてこっちが損した。謝れ」

「ごめんなさい……って、振り回され……？」

「あ？」

「いえ!!　なんでもないですごめんなさい!!」

　アシュリーは慌てて頭を下げる。しかし、そっと窺ってみたクライヴの表情が、いつもよりほんの少し柔やわらかいような気がした。

「あれ……？　もしかして先輩、なんかいま僕のこと、可愛がってくれてません？」

「そんなわけねえだろ。嬉しそうにすんな気持ち悪い」

「はあああ……っ、貶けなしてもらえた……!!　ありがとうございます、ご褒ほう美びありがとうございます!!」

「だから気持ち悪いって言って、────」

　突とつ如じよ、クライヴが言葉を止める。そして、アシュリーの手を摑つかんで引いた。

「せ、先輩!?」

　突とつ然ぜん強く傍に引き寄せられて、アシュリーは息を吞む。そんな、月明かりの下で、こんなに強引になんて。

「だ、駄目です先輩、こんなところで……！　それに、いまは仕事中で……」

「何を誤ご解かいしてんだよお前は！　仕事だ、侵しん入にゆう者しや!!」

「え!?」

　クライヴの背に庇かばわれて、アシュリーは慌てて周囲を見回した。

　目を凝こらしてみれば、暗くら闇やみに紛まぎれて七、八人ほどだろうか。フードを目ま深ぶかに被かぶった集団が、貴き族ぞく邸ていの壁かべを登ってきた。

「えええええええ、ご、強盗!?」

　彼らは手に抜き身の剣を構えている。短いものの重じゆう厚こうな刃やいばは、アシュリーの腕など一撃で吹ふき飛とばしてしまうだろう。

「ふん。案の定、この庭を進入経路に選んだか」

「え!?　先輩、ここに強盗が来るって読めてたんですか!?」

　対面した強盗たちは、切っ先をアシュリーたちに向けて凄すごむ。

「おい、あんたら見張りの騎士か？　ご苦労さんだな。怪け我がしたくなきゃどきな」

　みんなを呼よびにいかないと。そう思ったが、この人数に背を向けて人を呼びに行くなど出来そうにない。

「こ、この人たちを、ふたりで……？」

「おいアッシュ。動けねえだろうから下がれ、俺の後ろに……」

「つまり、先輩！」

　アシュリーは瞳ひとみをきらきらと輝かがやかせ、興こう奮ふんしながら剣を抜いた。

「これってもしかして、僕と先輩の愛の共きよう闘とうですか!?」

「……は？」

「だって！　『俺の背中はお前に預けた!!』ってやつですよね!?」

「あのなあ!!」

　クライヴは呆あきれ果はてたように言ったが、舌打ちのあとで剣を抜いた。

「……ふたりしかいないんだから、仕方なしに任せてやる」

「やったああああ!!　ありがとうございます!!」

「なんだ、あの騎士ども……？　なんだか分からねえが、おいテメエら！　さっさと殺しちまえ！」

　盗とう賊ぞくたちが一いつ斉せいに襲いかかってくる。クライヴは剣を携えたまま、突っ込んでくるひとりの間合いに踏ふみ込んだ。

　クライヴの剣が、敵の剣を弾はじく。彼はそのまま、剣の柄つかを盗賊のみぞおちに叩たたき込んだ。

「っ!?」

「大人しくしてろ。こっちは犯罪者おまえら相手でも、無む闇やみに怪我させられねえんだ」

「ぐっ……」

　濁にごった悲鳴のあと、盗賊は地面に崩くずれ落おちる。しかしそのころには、クライヴは別の盗賊に剣を向けていた。

　そして、鮮あざやかな手しゆ腕わんで地面に沈める。

「す……すごい、すごい先輩!!　かっこいい……!!」

「黙ってろ。そっちにも来るぞ！」

「ぎゃあ!?」

　クライヴの警けい告こくとほぼ同時に、アシュリーの真横を敵の剣が掠かすめる。

　なんとかそれをかわすのだが、敵はそのまま切っ先を翻ひるがえしてきた。訓練の通りに前に出て、振り下ろされた刃を剣で受け止める。硬かたい衝しよう撃げきと共に、びりっと手が痺しびれた。

（何度も、訓練は、したはずなのに……）

　柄を握り込み、剣けん戟げきに耐える。振り下ろされた次の一撃は、ぎいんと鳴って火花を散らした。

（いざ戦うとなると、結構怖い……!!）

　心臓の鼓動が大きくなり、焦あせりを自覚する。

（これ以上剣を受けちゃ駄目、力じゃ敵かなわない！　距離を空けてそれから、それから？）

　アシュリーの恐きよう怖ふ心しんを感じ取ったのか、敵は身を引いて剣を構え直し、じりっと間合いを測った。落ち着かなくてはと思うのだが、上う手まくいかずに困り果てたそのときだ。

「しっかりしろ!!　俺の背中を護るんだろうが!!」

　飛んできたクライヴの声に、アシュリーははっとする。

「先輩の背中を……！」

　そうだ。

　任せてくれた。たとえふたりしかいない状況だからだとしても、初めてアシュリーを信しん頼らいして、背中を預けてくれたのだ。

「僕が……」

　そう考えた瞬間、体中にものすごい力が湧いてきた。先ほどまでの恐怖心が、クライヴと同じ場所に立っていられる喜びに塗ぬり替かえられる。

「先輩の背中は……っ、僕が、護るんだあああっ!!」

　アシュリーは、全力で剣を振り上げたあと、敵の視線がそれに追いつく前に振りかぶった。

　そして、横に寝かせた剣……つまりは、刃ではなく鉄の板でしかない部分で、盗賊を真上から殴りつける。

「ぐっ……!?」

　短い呻うめき声。

　盗賊は、数歩後ろによろめいたあと、ばたんと庭に伸びて大の字になった。それっきり、動かなくなる。

「や……やった……倒せた……！」

　ほっとして顔を上げた。しかしその直後、クライヴの背中に襲おそいかかろうとした盗賊の姿が目に入る。

「────クライヴ先輩!!」

　考える暇もなく、アシュリーは駆かけ出だしていた。

「うわっ!?」

　クライヴを狙ねらう盗賊に、渾こん身しんの力で体当たりをする。胴どうにしがみつき、押さえ込こんで、その剣を毟むしり取とろうと踏ふん張ばった。

「ふぬぬぬ……」

「くそ、離せ！」

　振ふり払はらわれ、地面に身を打ちつけたところに盗賊の剣が振り下ろされる。アシュリーは咄とつ嗟さに転がり、その刃を避けた。

「痛いた……っ」

　かわし切れず、頰に切れた感かん触しよくがある。急いで立ち上がろうとするも、後ろから盗賊が剣を振りかざす気配がした、そのときだった。

「────！」

　盗賊の体が崩れ落ちる。

　振り返ったアシュリーの目の前に、剣を掲かかげたクライヴが立っていた。静かなのにどこかぎらついた、刃のようなまなざしで。この場の空気を支配するほどの殺気を纏って。

「先輩……」

　クライヴは、アシュリーの頰に出来た傷きずを見て、わずかに目をすがめた。

　庭土の上には、盗賊たちがぐったりとして伸びている。みんな息があるようだが、手足も動かせないといった様子だ。

（あんな人数を、あっというまに……）

　アシュリーは、ごくりと息を吞んだ。

　彼らの中にもひとりだけ、比ひ較かく的てき動けそうな者がいる。クライヴはその男に切っ先をつきつけると、不ふ遜そんに見下ろした。

「お前ら、密入国の騎士だろう」

　思わぬ問いだ。盗賊は息も絶え絶えに、声を絞しぼり出だす。

「……なんの、ことだ……」

「しらを切ってんじゃねえよ。大方、戦争中に流れ込んできたんだろうが」

　クライヴはあくまで冷静に、淡たん々たんと言葉を続けた。

「その太た刀ち筋すじ、見覚えがある。──ガルシェンド国の人間だな」

（敵国!!）

　それは、二十年も前からこの国と敵対する国の名だ。現在は休戦中であり、和平目前と言われているものの、その名前を聞くと少しだけ緊張してしまう。

「お前……まさか、あのクライヴ・ハルフォードか……？」

　盗賊の声が強こわ張ばる。しかしクライヴは何も答えず、静かに剣を構えた。

「ま、待て……」

「悪いが、尋じん問もんなんて面倒なことは俺の専せん門もん外がいでな」

「おい待て、やめてくれ！　命だけは……うわあああっ!!」

　響ひびく悲鳴を断たち切きるように、クライヴが一いつ閃せんを振り下ろした。

「……殺すかよ」

　盗賊の背に叩き込まれたのは、剣ではなくその鞘さやだ。

　盗賊はすっかり失神している。悶もだえて苦しませることすらしない、的確な一撃だ。地面で動かなくなった敵を見下ろして、クライヴが呆れたような目をする。

「犯罪者だろうと、そうそう怪我させるわけにはいかねえって言っただろ」

「……せ、先輩……」

　クライヴは剣を収おさめたあと、呆ぼう然ぜんと座り込んでいるアシュリーの前に歩いてきた。そして、手を伸ばす。

「何をやってる」

「……！」

　その手でアシュリーの手を取ると、迷いのない力で引き上げた。

　王都で再会し、人さらいから助けてくれたあの日とは違う。ただ手を差し伸べてくれるのではなく、彼自身の傍に立たせてくれた。

　そして、アシュリーの顔の傷を見て、もう一度舌打ちをする。

「頼たのんでもねえのに、俺を庇って怪我なんかしてんじゃねえよ」

「……」

　アシュリーはこくんと息を吞む。

　次の瞬間、これまで我が慢まんしていた思いが噴き上がった。

「～～～～～～～っ、せ、せんぱいいいいいい」

「うわ!?」

　胸のときめきに突つき動うごかされ、クライヴの胸に飛び込む。叩き落とされる寸前に、クライヴの腰こしを抱き締めてその顔を見上げた。

「駄目です駄目です格好よすぎます!!　なんですかあの剣けん技ぎ!?　魔ま法ほう!?　強くて容よう赦しやなくて格好よくて、だけど僕にはやさしくて!!　あれですよね、僕が危なかったから助けてくれたんですよね!?」

「は!?　ふざけんな、俺は俺の仕事をしただけだ」

「噓です!!　あのときの先輩は、『俺の可愛い後輩を傷つけやがって』っていう目をしてました!!」

「してねえよ!!」

　クライヴの手が、アシュリーの顔を押しやろうとする。ぐぎぎと力を込めて抵抗していたが、アシュリーはいいことを思いつき、クライヴから離れてばっと手を広げた。

「……なんだその手」

「お姫さま抱っこします」

「は!?」

「運びますから、みんなのところまで!!」

「なんでだよ!!　俺は無む傷きずだ!!」

「でもめちゃくちゃ働いたじゃないですか!?　挙げ句の果てにもう、格好よ過ぎて格好よ過ぎて……ちょっと、先輩の存在そのものに感謝しなきゃいけないので……」

「意味が分からねえ」

「お願いします、抱っこさせて下さい……!!　そうすることで感謝の気持ちを表現させて下さい!!　先輩、この世界に生まれてきて下さってありがとうございます……ありがとうございます……っ!!」

「こえーよ!!　なんの宗しゆう教きようで祀まつられてんだ俺は!!」

「いたたたたたた!!」

　クライヴに頰を引っ張られた。その痛みが幸せで、アシュリーは顔を綻ほころばせる。
















「ふへ。先輩、やっといつもみたいに、僕に構ってくれましたね……！」

「……なんだって？」

　嬉しくて嬉しくて、アシュリーはクライヴの背にぐるりと回り込んだ。

「胴どう上あげしましょう先輩！　勝利のお祝いに！　いえ、させて下さい!!　お姫さま抱っこは我慢しますから、先輩ばんざーいって!!　ね!!」

「馬鹿か！　そもそも胴上げがひとりで出来るわけないだろ、殺す気かよ！」

「じゃあみんなを呼んできます!!」

　アシュリーは張り切って言い、元気よく駆け出した。
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（……ったく。なんなんだ、あいつは……）




　ぱっと走り出したアッシュの背中を見て、クライヴは静かに溜め息をつく。

　ああまではしゃぎ、喜んで、アッシュが女だという事実にクライヴがどれほど振り回されたか分かっているのだろうか。

　この異い分ぶん子しを調べるため、クライヴはここ数日部屋に戻る暇ひまもなかった上、女だと隠す気があるのか疑わしいほど無防備な言動に苛いらつかされた。

　だというのに。

　男だん装そうしてまで素す性じようを偽いつわり、騎士団に潜り込んだ目的が、まさか本当に『クライヴに会うため』というくだらない理由だったとは。

　クライヴは頭が痛くなり、額を押さえる。それから、小さく呟いた。

「……女のくせに、平気で顔に傷なんかつくりやがって」

　その声は、駆かけてゆくアッシュには聞こえていない。クライヴは瞑めい目もくしたあとで、今日何度めかの舌打ちをした。

　そして、歩き出す。

「おいこら、止まれ。他の奴らを呼んでくるのはいいが、胴上げ要員じゃなくて捕ほ縛ばくだ!!　……おい、アッシュ！」

　クライヴが名前を呼ぶ声は、夜の庭に響ひびき渡わたった。
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　強ごう盗とう事件の一夜が明け、すっかり朝日も昇のぼった時間。

　主しゆ君くんである第一王子への報告を終え、彼の執しつ務む室しつを退室したクライヴは、扉とびらの前で待機していた男の顔を見て眉まゆ根ねを寄せた。

「ようクライヴ。夜通しお勤つとめご苦労さん、疲れたろう」

　第一部隊隊長のヴィクターが、クライヴを見てへらりと笑う。一いち瞥べつし、何も言わずに歩き始めると、ヴィクターがその後ろに続いた。

「どうだった？　殿でん下かのご機き嫌げんは」

「聞くまでもねえだろ。上じよう機き嫌げんだ」

「ははっ。アッシュの奴も活かつ躍やくしたしなあ。こりゃあ殿下のお気に入りになるか？」

「冗じよう談だんじゃねえ」

　クライヴは顔をしかめる。

　夜更けに捕ほ縛ばくした強盗たちは、警けい備びの主しゆ担たん当とうだった部隊に引き渡した。

　そこからは再び警備に戻り、夜通しの番のあとでいまに至いたる。強盗たちの方は、昨今頻ひん発ぱつしていた強盗事件の犯人と同一であると認みとめたようだ。──敵国の元騎士ということもあり、叩たたけばまだまだ埃ほこりが出てくるだろう。

「アッシュの様子じゃ、お前たちもやっと仲直りできたみてえだな」

「なんだそれ、気色悪い」

「そのために、昨晩の警備で自分とアッシュを組ませろって俺に頼んできたんだろ？　アッシュには、俺が仕組んだと思われたが」

「ふざけんな。俺はただ……」

　アッシュの目的を探るために、この一件を利用しただけだ。

　強盗のこれまでの手口から、クライヴたちが警備した庭の窓を狙ねらってくるだろうと当たりをつけた。だから、アッシュが生なま半はん可かな目的で城しろに入り込んでいるのなら、この出来事で騎士団にいる危険さを知り、大人しく郷きよう里りに帰るのではないかと踏ふんだのだ。

　もちろん、アッシュに怪け我がをさせない自信があってのことだ。とはいえ、クライヴを庇かばったことでアッシュは傷きずを負い、その目算は崩くずれたのだが。

　そこへ、ヴィクターがそっと肘ひじでつついてきた。

「おい、クライヴ」

「言われなくとも分かってる」

　恐おそらくは、この先の窓……執しつ務む塔とうの外から感じる気配についてだろう。

　壁かべを登り、窓から様子を窺うかがってくる変態の気配など、こちらはいつでも読めている。王子がこの奇き妙みような生き物を面おも白しろがり、放っておくよう警備にも通達を出しているせいで、毎度黙もく認にんし注意ができないでいるだけで。

「ははっ、ちゃんと褒ほめてやれよ。仕事終わりのお前たちは、仮眠をとって今夜の宴えん会かいに備えるといい。あいつの初うい陣じん祝いでもしてやろうぜ、じゃあな」

　訓練場に向かうヴィクターに肩かたを叩かれて、クライヴは溜ため息いきをついた。まったく、何度宴会をやる気なのだろうか。

　辟へき易えきしながらも中庭に出て、近くの植え込みから伝わってくる気配の方を見み遣やる。

「おい、アッシュ」

「わっ、バレた!?」

　がさがさという音と共に声が聞こえ、尾び行こうの下へ手たさに呆あきれてしまった。

「バレたじゃねえ、最初から気づいてる」

「ま、まさか先せん輩ぱい！　ついに僕の足音とか匂においを察さつ知ちして下さるように……!?」

「馬ば鹿かか、それ以前に気配で丸わかりなんだよ！　さっさと出てこい!!」

　そう言うと、頰に絆ばん創そう膏こうを貼ったアッシュが、飼い主に呼よばれた犬のように飛び出してくる。

　クライヴは仕方なく、アッシュを連れて歩き始めた。
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「……あの、クライヴ先輩。ゆうべの件なんですけど……」

　アシュリーは、自分の前を歩くクライヴの背中を見上げ、おずおずと口を開いた。

　ついていくことを許してくれても、クライヴは一言も発さない。口数が少ないのはいつものことだが、いまの状じよう況きようでは心配になってしまう。

「もしかして、呆れちゃいましたか？」

「は？　なんで」

「だって……」

　アシュリーは眉まゆを下げた。

　今回の夜や勤きんで、アシュリーたちは貴き族ぞく邸ていの警備を担たん当とうし、盗とう賊ぞくたちと対たい峙じした。

　アシュリーもなんとかひとり倒たおしたが、クライヴに励はげましてもらえてやっとのことだ。

　これでは、役に立つどころか、クライヴに迷めい惑わくをかけなくなる日すら遠い。

「『先輩に背中を預けられた！』って調子に乗りましたけど、よくよく考えたら、先輩ってそもそも背中を預ける相手いらなかったですよね？　僕が庇う必要もなかったと思うんですけど、つい反はん射しや的てきに体が動いちゃって……」

　その結果、最後はクライヴに助けられてしまった。

「色々嬉うれしくて、そのことにあとから気づいたんです。ご迷惑をおかけして、すみませんでした……」

「……」

　頭を下げるが、クライヴからは返事がない。

（やっぱり、呆れてるのかな……）

　アシュリーは、ちらちらとクライヴの様子を窺い続ける。

　クライヴは、しばらくそれを無む視ししていたが、やがておもむろに口を開いた。

「──眠ねむい」

「え!?」

　突とつ拍ぴよう子しもないその言葉に、アシュリーは思わず声を上げる。だが、クライヴの言うことももっともだ。

「そうですよね、夜勤明けだし。僕、一晩眠らないで見る朝日がこんなに眩まぶしいなんて知りませんでした」

　中庭の緑が日を受ける、その輝かがやきすら目に痛いたい。

（でも、クライヴ先輩が『ねむい』なんて可か愛わいい……!!　あっ、あくびした!!　あくび!!　クライヴ先輩のあくびだ!!　やったー!!）

　どこか無防備な姿にはしゃぎ、アシュリーはじっとそれを見上げる。先ほどまでの反省が搔かき消きえて、いまは幸福でいっぱいだ。

　しかし。

「今回の件だが」

「ひゃい!?」

　突とつ然ぜん話を戻されて、アシュリーはにわかに緊きん張ちようする。

「あのとき、敵と対峙した瞬しゆん間かん、お前怖おじ気けづいたよな」

「うっ……」

　アシュリーは胸を押さえた。

「すみません……これからはもっと度ど胸きようをつけます……そ、そうだ！　クライヴ先輩の髪かみの毛けを一本いただければ!!　お守りにしていつでも力をもらえると……」

「別に、無理して鍛きたえる必要もねえだろ。安全な場所での任務だけやってろ」

「駄だ目めです駄目です、そんなんじゃ!!」

　慌あわてて首を横に振ふり、クライヴに主張した。

「先輩のお傍そばにいるために、なんでもするって決めたんです。怖こわくても辛つらくても、どんなことでも！　それくらい頑張らなきゃ。なにせ先輩は、世界一の騎士なんですもん！」

「……あのな」

「だからもっと度胸を……えっと、そうだ、夜中に墓地で自主訓練します!!」

　どうしても、この人の傍にいたい。

　本当なら、望むことすら大それた願いだとは分かっている。けれどこうしているあいだにも、恋する気持ちは大きくなって、一秒でも長く一緒にいたくて。

　──だから、せめて、恋した人に恥じないように。

「どんなに大変なことでも、先輩のためなら頑張りますから……！」

　必死に考えてそう答えると、クライヴは呆れたように眉根を寄せる。──そして。

「いだ─────っ!?」

　あろうことか、頰に絆創膏を貼ったアシュリーの顔を、両手で押さえるように挟み込んだ。

「先輩！　傷きずが！　傷に響くんですが!!」

「うるせえ。こんな掠かすり傷きずくらいできゃんきゃん吠えやがって、何が頑張るだ」

　滲にじむ痛みで涙目になったアシュリーを、クライヴは不ふ遜そんに見下ろす。そのあと、アシュリーの頰を押さえる手から、ほんの少しだけ力が抜けた。

　代わりにアシュリーの両耳を、手のひらで塞ふさいで。

「……俺のためだって言うんなら、そんな怪我してんじゃねーよ」

　少しだけ苛いら立だったように、言葉を零こぼした。

　けれども小さな声は、耳を塞がれたアシュリーには聞こえずに、そっと搔かき消される。

「先輩？　あの、いまなんて言ったんですか!?」

　手を離し、歩き始めたクライヴの背を慌てて追うのだが、続く言葉はそっけなかった。

「お前の考えはいつも的外れだって言ったんだよ。どうせやるなら意味のあることをやれ」

　クライヴの言うことは正しくて、返す言葉もなく再びうなだれた。

（ここしばらくの妙な態度じゃなくなったから喜んでたけど、これはもしかして、本格的に呆れられたのでは……!?　どうしよう、そんな!!）

　そんなことをぐるぐる考えていると、クライヴは立ち止まりもせず、背中を向けたまま言い放った。

「だから、これから一年間、徹てつ底てい的てきに仕し込こんでやるよ。……俺が」

「……!!」

　アシュリーは目を見開いた。

「それって、つまり」

　ここにいていいということだろうか。

　最初のころ、「どうせお前もすぐにいなくなる」と言い切られた。

　そんなクライヴから、アシュリーがこの場所にいられる騎士であるようにと、手を差さし伸のべられている。

「～～～～～っ!!」

　喜びが、胸の内側に溢あふれて破は裂れつしそうだ。頰ほおが赤くなり、じっとしていられない。

「先輩……!!　『俺が』って、独どく占せん欲よくの表れですか!?　他の奴じゃなく俺直じき々じきにっていう……そういう愛の……!!」

「何が独占欲だ！　他の奴らに押しつけて、余計取り返しのつかないことになったらどうするんだよ」

「ほらああ!!　俺だけがお前をなんとかできるんだって、そういうやつじゃないですか!!」

　アシュリーが言いい募つのるも、クライヴは面めん倒どうくさそうにあしらう。

「それより、さっさと戻って寝るぞ。俺が起きても気が変わってなかったら、早さつ速そくしごいてやる」

「はい！　ありがとうございます、もう思いっ切り……！　愛の鞭むちを振るいまくりでお願いします!!　お願いします!!」

「やめろ気持ち悪い！　それと今夜は祝賀会だそうだが、お前は一いつ切さい酒を飲むなよ」

「また宴会ですか!?　やったー、お酒だ!!」

「飲むなっつってんだろ！」

　どうしてか切実に言い聞かされ、アシュリーは首をかしげる。もしや、何かを心配されているのだろうか。

　やさしいし、心配されているし、これは……。

「あ、あの。先輩って、もしかして男色家なんですか……？」

「はあ!?」

「だって!!　なんか今日は、やたら僕にやさしいんですもん!!」

「ふざけんな、人間がみんなお前みたいに下心で動いてるわけじゃねえんだよ!!」

　クライヴは頭が痛そうに額を押さえた。

「……大体、男色ってな。お前、俺が気づいてないとでも思ってんのか？」

「え？　何をですか？」

「お前が、本当は……」

　クライヴが何かを言いかける。

　続く言葉を待ち、アシュリーは彼の顔を見上げた。そうしながらも、その距きよ離りが許されることが嬉しくて、瞳ひとみをきらきらと輝かせてしまう。

　クライヴは、それを見て小さく息を吐はき出だした。

「……まあ、いい」

「わ！」

　仏ぶつ頂ちよう面づらのまま、大きな手で頭を押さえつけられる。ふわふわ跳はねたアシュリーの癖くせ毛げを、がしがしと乱らん暴ぼうに搔かき混まぜて。突然のことに、アシュリーは驚おどろいて言葉が出なかった。

（クライヴ先輩が、頭を撫なでてくれた……!?）

「ほら、行くぞ」

　嬉しくて、口元が勝手ににやけてしまう。少し乱暴で、でもどこかやさしい、そんな触ふれ方をしてもらえるなんて。

　けれど同時に、ドキドキと大おお騒さわぎする胸の中が苦しくて、アシュリーはきゅっと両手を握にぎり締しめる。

（なにこの苦しさ……心がぎゅうって締めつけられてるみたい……）

　不思議な感情に、頰を赤く染そめた。

「おい、アッシュ？」

　前を歩き出したクライヴがいぶかしげに立ち止まって、名前を呼んでくれる。

「……っ、はい!!　いま行きます、お傍まで!!」

　大きな声で返事をすると、アシュリーは、クライヴの背中を追って元気よく駆け出した。





終
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　はじめまして、夏なつ野のちよりです。

　この度は、『暴ぼう走そう令れい嬢じようの恋こいする騎き士し団だん生せい活かつ』をお手に取っていただき、ありがとうございました！

　今回の本は、ヒーローが好きすぎるあまりに男装してお近づきになろうと奮ふん闘とうするヒロインと、一いつ匹ぴき狼おおかみなのに変へん態たいヒロインに懐なつかれて振り回されるヒーローのコメディです。

　大事な人が、この世界に生きて存在していること。大好きな人が今日も健やかに呼吸をして、ご飯を食べ、夜はきちんと眠っていること。そんな当たり前のことが、恋をするととても幸福で、特別なことに感じられる……。

　ヒロインのアシュリーは、その特別なことセンサーがちょっと高性能で、幸せの表現方法がちょっと全力なだけの、恋する普通の変態です。

　その変態に惚ほれられたのが運の尽きで、普段は冷たくあしらうも最終的には構ってしまうヒーローのクライヴと共に、よければ見守ってやってください。

　さて、いつもあとがきには「本文には書けなかったことを書けたらいいな」と思っているのですが、今回削ったところは色んな意味で本当に書けないことだったので、本文についてはこれにて終わりに！

　そしてここからはお礼を。

　山やま下した先生。素敵なイラストをありがとうございます!!　各所にいたるまで、さらには本文に書いていないこっそりしたこだわりまで汲くみ取っていただき、出来上がったイラストを見るたびに感動し通しでした。表紙に諸もろ々もろ仕込んで下さった要よう素そ、何度見ても吹き出します……！

　担当Ｉさま。今回も色々とご迷惑をおかけしました。うっかり振り切ってしまった私を押しとどめるどころか、むしろ背中を押して下さり嬉しかったです!!

　友人Ｔ。今回はいつにも増して多大なる応援をありがとう！　この恩は何かで返します！

　最後になりましたが、このお話の企画を出してから、少女小説なのに本当にこれでいいのかという、愛あるツッコミを各所からいただきました。これでいいのかは分かりませんが、コメディ大好きなので、書くのはとっても楽しかったです！

　願わくは、読んで下さった皆さまにも、ほんの少しでもお楽しみいただけていますように！　ありがとうございました！








著

夏野ちより

Chiyori Natsuno




ここ最近、観劇デビューをしました！

先日とても素敵な公演に巡り合うことができ、公演期間が終わってからも、何度も心で反芻しています。

そんな中で書いた今回の本は、体当たり恋愛コメディです！

よろしくお願いしますー！










イラスト

山下ナナオ

Nanao Yamashita




「暴走令嬢」というタイトルに相応しい、いやそれ以上のトンデモヒロインが爆誕したのではないでしょうか??

「好き」を追い求める気持ちは誰しもあると思うのでヒロインに共感してもらえ……いやいやいや……斜め上すぎますね！



















イラスト／山下ナナオ

デザイン／永野友紀子
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